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序文
『Informatica Data Quality アクセラレータガイド』は、データ品質開発者を対象としています。 このガイド

では、標準化、解析、ラベル適用、検証などのデータ品質概念について理解していることを前提としています。

Informatica のリソース
Informatica Network

Informatica Network は、 Informatica グローバルカスタマサポート、Informatica ナレッジベースなどの製
品リソースをホストします。Informatica Network には、https://network.informatica.com からアクセスし
てください。
メンバーは以下の操作を行うことができます。
• 1 つの場所からすべての Informatica のリソースにアクセスできます。
• ドキュメント、FAQ、ベストプラクティスなどの製品リソースをナレッジベースで検索できます。
• 製品の提供情報を表示できます。
• 自分のサポート事例を確認できます。
• 最寄りの Informatica ユーザーグループネットワークを検索して、他のユーザーと共同作業を行えます。

Informatica ナレッジベース
ドキュメント、ハウツー記事、ベストプラクティス、PAM などの製品リソースを Informatica Network で検
索するには、Informatica ナレッジベースを使用します。
ナレッジベースには、https://kb.informatica.com からアクセスしてください。ナレッジベースに関する質
問、コメント、ご意見の連絡先は、Informatica ナレッジベースチーム（KB_Feedback@informatica.com）
です。

Informatica マニュアル
使用している製品の最新のドキュメントを取得するには、
https://kb.informatica.com/_layouts/ProductDocumentation/Page/ProductDocumentSearch.aspx にあ
る Informatica ナレッジベースを参照してください。
このマニュアルに関する質問、コメント、ご意見の電子メールの送付先は、Informatica マニュアルチーム

（infa_documentation@informatica.com）です。
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Informatica 製品可用性マトリックス
製品可用性マトリックス（PAM）には、製品リリースでサポートされるオペレーティングシステム、データベ
ースなどのデータソースおよびターゲットが示されています。Informatica Network メンバである場合は、
PAM

（https://network.informatica.com/community/informatica-network/product-availability-matrices）に
アクセスできます。

Informatica Velocity
Informatica Velocity は、Informatica プロフェッショナルサービスによって開発されたヒントおよびベスト
プラクティスのコレクションです。数多くのデータ管理プロジェクトの経験から開発された Informatica 
Velocity には、世界中の組織と協力して優れたデータ管理ソリューションの計画、開発、展開、および維持を
行ってきた弊社コンサルタントの知識が集約されています。
Informatica Network メンバである場合は、Informatica Velocity リソース

（http://velocity.informatica.com）にアクセスできます。
Informatica Velocity についての質問、コメント、またはアイデアがある場合は、ips@informatica.com から
Informatica プロフェッショナルサービスにお問い合わせください。

Informatica Marketplace
Informatica Marketplace は、お使いの Informatica 製品を強化したり拡張したりするソリューションを検索
できるフォーラムです。Informatica の開発者およびパートナーの何百ものソリューションを利用して、プロ
ジェクトで実装にかかる時間を短縮したり、生産性を向上させたりできます。Informatica Marketplace には、
https://marketplace.informatica.com からアクセスできます。

Informatica グローバルカスタマサポート
Informatica Network の電話またはオンラインサポートからグローバルカスタマサポートに連絡できます。
各地域の Informatica グローバルカスタマサポートの電話番号は、Informatica Web サイト

（http://www.informatica.com/us/services-and-training/support-services/global-support-centers）を参
照してください。
Informatica Network メンバである場合は、オンラインサポート（http://network.informatica.com）を使用
できます。
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第  1  章

アクセラレータの概要
この章では、以下の項目について説明します。
• アクセラレータの概要, 10 ページ
• アクセラレータ構造, 10 ページ
• アクセラレータのインストール, 12 ページ
• アクセラレータコンポーネント, 15 ページ
• タグとルール, 19 ページ
• PowerCenter でのアクセラレータの使用, 19 ページ

アクセラレータの概要
アクセラレータは、国、地域、または業界の一般的なデータ品質の問題に対処するためのコンテンツバンドル
です。アクセラレータには、組織内のデータを分析して強化するために使用できるマップレットが含まれるこ
とがあります。アクセラレータには、データに含まれる情報のタイプを検出するために使用できるデータドメ
インが含まれることもあります。
マップレットとデータドメインはモデルリポジトリに追加します。Informatica は、組織のデータに対して定
義できるビジネスルールに対応するためのマップレットとデータドメインを設定します。アクセラレータでは、
マップレットを識別するためにマップレットとルールという用語を使用します。モデルリポジトリにマップレ
ットをインポートすると、Developer tool は Rules というフォルダにマップレットオブジェクトを作成しま
す。
Informatica Data Quality には、コアアクセラレータとコアデータドメインアクセラレータが含まれます。そ
の他のアクセラレータは、Informatica から購入してダウンロードできます。

アクセラレータ構造
アクセラレータは、ディレクトリ構造にリポジトリメタデータファイルおよびその他のファイルを含む圧縮フ
ァイルです。ディレクトリ構造は、アクセラレータのタイプによって異なります。全般アクセラレータには、
ルール、参照データオブジェクト、デモンストレーションマッピング、およびデモンストレーションデータソ
ースが含まれます。データドメインアクセラレータには、ルール、参照データオブジェクト、データドメイン、
およびデータドメイングループが含まれます。
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全般アクセラレータの構造
全般アクセラレータには、組織データを分析して強化するルールおよびルールの操作を例示するサンプルマッ
ピングが含まれます。全般アクセラレータには、ルールとマッピングが使用する参照データファイルとソース
データファイルも含まれます。
全般アクセラレータには、以下のディレクトリが含まれます。
• Accelerator_Content
• Accelerator_Sources
Accelerator_Content ディレクトリ
Accelerator_Content ディレクトリには、以下のコンポーネントが含まれます。
アクセラレータ XML ファイル

ルール、デモンストレーションマッピング、参照テーブル、およびデータオブジェクトのメタデータが含
まれます。

参照データファイル
ルールとマッピングがデータ値のさまざまな形式を識別するために使用する参照データが含まれます。参
照データファイルは、ディクショナリファイルが複数のディレクトリに格納されている圧縮ファイルです。
対応する XML ファイルをインポートする際に圧縮ファイルを指定します。インポートプロセスは、参照デ
ータを参照データデータベースのテーブルにコピーします。
注: PowerCenter に対するルールを含むマッピングをエクスポートする場合は、PowerCenter 統合サービ
スが読み取ることができるディレクトリにディクショナリファイルをコピーします。

Accelerator_Sources ディレクトリ
Accelerator_Sources ディレクトリには、デモンストレーションデータファイルが含まれます。 デモンストレ
ーションデータファイルは、デモンストレーションマッピングのソースデータが入った圧縮ファイルです。 ソ
ースデータファイルをファイルシステムにコピーします。

データドメインアクセラレータの構造
データドメインアクセラレータには、データセット内の情報のタイプを決定し、データドメインのロジックを
定義するルールを決定するデータドメインが含まれます。アクセラレータには、データドメインとルールで使
用する参照データファイルも含まれます。
データドメインアクセラレータには、以下のファイルが含まれます。
データドメインのメタデータファイル

データドメイングロッサリに追加するデータドメインとデータドメイングループのメタデータが含まれま
す。

ルールのメタデータファイル
データドメインのロジックを定義するルールのメタデータと、データドメインで使用する参照データオブ
ジェクトのメタデータが含まれます。

データドメインの参照データファイル
データドメインが含まれるプロファイルを実行する場合にデータドメインで使用する参照データが含まれ
ます。参照データファイルは、ディクショナリファイルが複数のディレクトリに格納されている圧縮ファ
イルです。対応する XML ファイルをインポートする際に圧縮ファイルを指定します。インポートプロセス
は、参照データを参照データデータベースのテーブルにコピーします。
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データドメインルールの参照データファイル
ルールが含まれるデータドメインを実行する場合にルールで使用する参照データが含まれます。参照デー
タファイルは、ディクショナリファイルが複数のディレクトリに格納されている圧縮ファイルです。対応
する XML ファイルをインポートする際に圧縮ファイルを指定します。インポートプロセスは、参照データ
を参照データデータベースのテーブルにコピーします。

アクセラレータのインストール
アクセラレータをインストールするには、モデルリポジトリプロジェクトにリポジトリオブジェクトメタデー
タをインポートし、デモンストレーションデータファイルをファイルシステムにコピーします。Developer 
tool を使用してリポジトリオブジェクトをインポートします。
ルールとデモンストレーションマッピングをインポートする場合は、Object Explorer からリポジトリプロジ
ェクトを選択します。データドメインをインポートする場合は、［設定］ダイアログボックスからリポジトリプ
ロジェクトを選択します。いずれの場合も、インポート操作によって、XML ファイルに指定されている参照デ
ータを含む圧縮ファイルを選択するように求められます。
全般アクセラレータの例
コアアクセラレータに対して以下のメタデータファイルをインポートするとします。
Informatica_Core_Accelerator_961.xml
メタデータファイルをインポートする場合は、以下の参照データファイルを選択します。
Informatica_Core_Accelerator_961.xml
データドメインアクセラレータの例
コアデータドメインアクセラレータに対して以下のメタデータファイルをインポートするとします。
Informatica_IDE_DataDomain_961.xml
メタデータファイルをインポートする場合は、以下の参照データファイルを選択します。
Informatica_IDE_DataDomain_961.zip
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以下の図に、［設定］ダイアログボックスのデータドメインを示します。

サンプルマッピングのソースデータ
全般アクセラレータをインポートする場合は、デモンストレーションデータファイルをデータ統合サービスの
マシンの以下のディレクトリにコピーします。
<Informatica インストールディレクトリ>\services\DQContent\INFA_Content\demos\source_data

アクセラレータのインストールのルールとガイドライン
アクセラレータのリポジトリオブジェクトとデータファイルは、Informatica システムの他のオブジェクトや
ファイルと同様に動作します。いくつかのルールとガイドラインがアクセラレータのコンテンツに適用されま
す。
アクセラレータをインストールする場合は、以下のルールとガイドラインを考慮します。
• ファイルをインポートまたはコピーする前に、データ統合サービス、コンテンツ管理サービス、およびアナ

リストサービスに対するすべての特権を保有していることを確認します。
• アクセラレータを単一のモデルリポジトリプロジェクトにインポートします。アクセラレータをインポート

する前に、プロジェクトを作成します。
• 他のアクセラレータをインストールする前に、コアアクセラレータをインストールします。
• データドメインアクセラレータをインストールする前に、コアデータドメインアクセラレータをインストー

ルします。
• 以前にインポートしたアクセラレータと共通するオブジェクトを含むメタデータファイルをインポートする

場合は、リポジトリ内のオブジェクトを置き換えます。
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• アドレス検証を実行するアクセラレータルールを使用するには、アクセラレータが指定する国のアドレス参
照データファイルをダウンロードしてインストールします。ID 照合分析を実行するアクセラレータルール
を使用するには、アクセラレータが指定する国の ID ポピュレーションファイルをダウンロードしてインス
トールします。アドレス参照データファイルと ID ポピュレーションファイルは、Informatica から購入し
ます。

ルールとマッピングのインポート
Object Explorer を使用して、ルール、デモンストレーションマッピング、およびマッピングデータソースの
メタデータをインポートします。インポート操作中に、ルールとマッピングが使用する参照データファイルを
選択します。
1. Developer ツールで、メタデータのターゲットプロジェクトを含むモデルリポジトリに接続します。 
2. Object Explorer で、ターゲットプロジェクトを選択します。 

例えば、Informatica_DQ_Content プロジェクトを選択します。必要に応じて、モデルリポジトリでプロ
ジェクトを作成します。

3. ［ファイル］ > ［インポート］を選択します。 
4. ［インポート］ダイアログボックスで、［Informatica］ > ［オブジェクトメタデータファイルのインポー

ト（詳細）］を選択します。 
5. ［次へ］をクリックします。 
6. アクセラレータディレクトリ構造で、XML メタデータファイルに移動してファイルを選択します。 
7. ［開く］をクリックし、［次へ］をクリックします。 
8. ［ソース］ペインで、プロジェクトノードの下に表示される項目を選択します。 
9. ［ターゲット］ペインで、ターゲットプロジェクトを選択します。 

10. ［ターゲットに追加］をクリックします。 
• 追加するオブジェクトがリポジトリプロジェクトに含まれる場合、Developer tool からそのオブジェ

クトを現在のオブジェクトにマージするように求められます。［はい］をクリックしてオブジェクトを
マージします。

• Developer tool からオブジェクトの名前を変更するように求められたら［いいえ］をクリックします。
• ［ソース］ペインにオブジェクトが残っている場合は、ポインタを使用してオブジェクトをターゲット

プロジェクトに移動します。
11. ［次へ］をクリックします。 
12. アクセラレータディレクトリ構造で、圧縮された参照データファイルに移動してファイルを選択します。 
13. ［開く］をクリックします。 
14. コードページが UTF-8 であることを確認し、［次へ］をクリックします。 
15. ［ターゲット接続］フィールドで、参照データデータベースを選択します。 
16. ［完了］をクリックします。 

データドメインとデータドメイングループのインポート
［設定］ダイアログボックスを使用して、データドメインとデータドメイングループのメタデータをインポート

します。インポート操作中に、データドメインが使用する参照データファイルを選択します。
1. Developer ツールで、メタデータのターゲットプロジェクトを含むモデルリポジトリに接続します。 
2. ［ウィンドウ］ > ［設定］を選択します。 
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3. ［設定］ダイアログボックスで Informatica ノードを展開し、［データドメイングロッサリ］を選択しま
す。 

4. リポジトリペインで、データドメインまたはデータドメイングループの最上位ノードを選択します。 
5. ［インポート］をクリックします。 
6. アクセラレータディレクトリ構造で、XML メタデータファイルに移動してファイルを選択します。 
7. ［開く］をクリックし、［次へ］をクリックします。 
8. ［ソース］ペインで、データドメイングロッサリプロジェクトを選択します。 
9. ［ターゲット］ペインで、ターゲットプロジェクトを選択します。 

10. ［解決］フィールドで、以下のオプションを選択します。 
［ターゲットの置換オプション］

11. ［ターゲットにコンテンツを追加］をクリックします。 
• Developer tool からオブジェクトを追加するように求められたら［はい］をクリックします。
• Developer tool からオブジェクトの名前を変更するように求められたら［いいえ］をクリックします。

12. ［次へ］をクリックします。 
13. インポート操作が依存関係を特定した場合は、ソースプロジェクトからターゲットプロジェクトに依存オ

ブジェクトをコピーします。 
14. ［次へ］をクリックします。 
15. アクセラレータディレクトリ構造で、圧縮された参照データファイルに移動してファイルを選択します。 
16. ［開く］をクリックします。 
17. コードページが UTF-8 であることを確認し、［次へ］をクリックします。 
18. ［ターゲット接続］フィールドで、参照データデータベースを選択します。 
19. ［完了］をクリックします。 

アクセラレータコンポーネント
アクセラレータをインポートすると、Developer tool はアクセラレータが指定するルール、データドメイン、
およびその他のオブジェクトのフォルダを作成します。各フォルダには、国別と、実行されるデータ品質操作
の種類別に、オブジェクトを整理するサブフォルダが含まれます。
コアアクセラレータを使用して、リポジトリプロジェクトにフォルダを作成します。追加のアクセラレータを
インポートする場合は、プロジェクトにオブジェクトとフォルダを追加します。
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次の図は、プロジェクトに複数のアクセラレータをインポートする場合の Informatica_DQ_Content プロジェ
クトフォルダの構造を示しています。

1. Dictionaries フォルダ
2. Domain_Discovery フォルダ
3. Rules フォルダ
4. Rules_Demo フォルダ
5. Content Sets フォルダ
このプロジェクトには、以下に示す最上位レベルのフォルダが含まれます。
Dictionaries

Dictionaries フォルダには、参照テーブルオブジェクトが含まれます。各オブジェクトは、参照データデ
ータベースのテーブルを参照します。

Domain_Discovery
Domain_Discovery フォルダには、インストールするアクセラレータのデータドメインを定義するルール
が含まれます。このフォルダには、Data_Rules フォルダと Metadata_Rules フォルダが含まれます。
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Data_Rules フォルダのルールは、カラムデータ値を分析するデータドメインに対応します。
Metadata_Rules フォルダのルールは、カラム名を分析するデータドメインに対応します。

Rules
Rules フォルダには、データを分析および強化するために使用するルールが含まれます。

Rules_Demo
Rules_Demo フォルダには、デモンストレーションマッピングとデモンストレーションデータソースが含
まれます。

Content Sets
Content Sets フォルダには、参照データデータベースのデータを指定しない参照データオブジェクトが含
まれます。

規則
アクセラレータルールは、データ分析とデータトランスフォーメーション操作の範囲を定義します。 マッピン
グには単一のルールまたは一式のルールを追加できます。
アクセラレータルールを使用して、次のデータ品質タスクを実行します。
アドレス検証

郵便アドレスレコード内のデータを検証し、改善します。 ルールにはアドレス参照データファイルが必要
です。

データ解析
レコードの情報を解析します。 解析ルールでは、人名、組織名、電話番号、日付、ID 番号など、複数のタ
イプの情報を抽出できます。

データ標準化
データ値のスペルとフォーマットを標準化します。 標準化ルールでは、人名、組織名、電話番号、日付、
ID 番号など、複数のタイプの情報の特定と修正を行うことができます。

重複分析
データセット内の重複レコードを検索します。 重複分析ルールは、データセット内のレコードを比較し、
レコード同士がどの程度似ているかを示す数値スコアを生成します。
重複分析ルールは、一般的な企業データが含まれるレコードと、ID データが含まれるレコードを読み取る
ことができます。 ID データルールには、ID ポピュレーションデータファイルが必要です。

インポート操作では、次のリポジトリフォルダにルールが追加されます。
[Informatica_DQ_Content]\Rules
アドレス検証、データ解析、データの標準化の各操作を行うルールは、アクセラレータプロジェクトのデータ
クレンジングサブフォルダにインストールされます。 重複分析を実行するルールは、アクセラレータプロジェ
クトの Matching_Deduplication サブフォルダに入っています。
国または地域のルールをインポートする場合は、複合ルールのサブフォルダを追加します。 複合ルールは、入
れ子形式で複数のルールを結合して単一のルールにします。
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デモンストレーションマッピング
デモンストレーションマッピングは、データソースに 1 つ以上のルールを適用して結果を他のデータソースに
書き込むランタイムオブジェクトです。 デモンストレーションマッピングは、他のマッピングのテンプレート
として使用できます。
インポート操作では、次のリポジトリフォルダにマッピングとデータソースオブジェクトが追加されます。
[Informatica_DQ_Content]\Rules_Demo
アクセラレータをインポートするときには、インポート操作によりデモンストレーションマッピングのデータ
ソースが Rules_Demo フォルダに追加されます。 データソースファイルを、Accelerator_Sources ディレクトリ
からファイルシステムにコピーしてください。

データドメイン
データドメインは、カラム内の 1 つのタイプのビジネス情報を表すことができるデータ値を示します。データ
ドメインを使用してカラム内の情報のタイプを決定し、カラムに指定したタイプの情報を検索します。アクセ
ラレータには、社会保険番号、クレジットカード番号、電子メールアドレス、役職などのさまざまなタイプの
情報のデータドメインが含まれます。
例えば、データベーステーブルには、すべてのユーザーが読むことができるコメントカラムに社会保険番号が
含まれることがあります。社会保険番号を含むレコードを識別し、社会保険番号を削除するか、または移動す
る必要があります。プロファイルに SSN データドメインを追加し、コメントカラムに対してプロファイルを実
行します。
データドメインは、1 つ以上のデータドメイングループに割り当てることができます。データドメイングルー
プを使用して、データドメインが実行するビジネス分析のタイプに基づいてデータドメインを編成します。デ
ータドメイングロッサリには、モデルリポジトリに追加するデータドメインとデータドメイングループが一覧
表示されます。Developer tool の［設定］メニューを使用して、データドメインをデータドメイングロッサリ
に追加します。データドメインのデータの定義を更新するには、データドメインアクセラレータのルールを使
用します。
注: Object Explorer でデータドメインオブジェクトを表示することはできません。

参照テーブル
参照テーブルには標準および代替バージョンの一連のデータ値が含まれます。ルールは、参照テーブルを使用
して、データ値が正確であり、正しく書式設定されていることを確認します。
インポート操作では、次のリポジトリフォルダに参照テーブルが追加されます。
[Informatica_DQ_Content]\Dictionaries

コンテンツセット
コンテンツセットとは、データベーステーブルにデータを格納しない参照データオブジェクトのことです。 コ
ンテンツセットには、文字セット、パターンセット、正規表現、トークンセット、確率的なモデル、分類子モ
デルなどが含まれます。
インポート操作では、次のリポジトリフォルダにルールが追加されます。
[Informatica_DQ_Content]\Content Sets
注: コンテンツセット内の要素の一覧を表示するには、Developer ツールでコンテンツセットを開き、［タグ］
タブを選択します。
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タグとルール
アクセラレータルールには、そのルールが読み取ることができるデータの種類とそのルールが実行できる操作
の種類を示すタグが含まれます。
ルールに適用されるタグを確認するには、Developer ツールでそのルールを開き、［タグ］タブをクリックし
ます。 指定するタグが含まれるアクセラレータを確認するには、Developer ツールの［検索］オプションを使
用します。

PowerCenter でのアクセラレータの使用
ルールとマッピングは、モデルリポジトリからファイルシステムと PowerCenter リポジトリにエクスポート
できます。オブジェクトをエクスポートする場合は、参照テーブル、データオブジェクト、およびエクスポー
トするオブジェクトに対するその他の依存関係を選択します。
エクスポート操作により、ファイルシステムに参照テーブルデータがコピーされます。ファイルを
PowerCenter 統合サービスのホストマシンにコピーします。PowerCenter のディレクトリ構造の参照データ
ファイルの場所は、モデルリポジトリのフォルダ構造の参照テーブルの場所に対応する必要があります。
以下のパスに、PowerCenter のインストールの参照データオブジェクトのディレクトリ構造の例を示します。
<Informatica_installation_directory>\services\<Model_repository_project_name>\<Model_repository_project_folder_name>
注: PowerCenter 製品のバージョンが Developer tool のバージョンに一致しない場合は、PowerCenter 環境
に Data Quality 統合プラグインが含まれていることを確認します。
Data Quality の PowerCenter との統合についての詳細は、『Informatica Data Quality 統合（PowerCenter
用）ユーザーガイド』を参照してください。
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第  2  章

コアアクセラレータ
この章では、以下の項目について説明します。
• コアアクセラレータの概要, 20 ページ
• コア住所データクレンジングルール, 20 ページ
• コア連絡先データクレンジングルール, 22 ページ
• コア企業データクレンジングルール, 23 ページ
• コア一般データクレンジングルール, 23 ページ
• コア一致および重複排除ルール, 29 ページ
• コア製品データクレンジングルール, 30 ページ
• コアデモンストレーションマッピング, 30 ページ

コアアクセラレータの概要
コアアクセラレータ内のルールは、任意の国または地域のビジネスデータの検証と改善に使用します。
コアアクセラレータには、以下のデータ品質処理を実行するルールが含まれています。
• 住所データクレンジング
• 連絡先データクレンジング
• 企業データクレンジング
• 一般データクレンジング
• 一致および重複排除データのクレンジング
• 製品データクレンジング
コアアクセラレータには、他のアクセラレータが再利用できるマップレットと参照データオブジェクトが含ま
れます。 コアアクセラレータは、他のアクセラレータをインストールする前にインストールします。

コア住所データクレンジングルール
住所データクレンジングルールは、住所データを解析、標準化、および検証するために使用します。
住所データクレンジングルールは、以下のリポジトリの場所にインストールされます。
[Informatica_DQ_Content]\Rules\Address_Data_Cleansing
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以下の表に、コアアクセラレータ内の住所データクレンジングルールを示します。

名前 説明
mplt_Global_AddressValidation5_v2_Dis
crete_Webservice

複数の国の郵便アドレスを検証します。このマップレットは、
アドレスバリデータトランスフォーメーションの個別入力ポー
トに入力アドレスフィールドを接続できる場合に使用します。
マップレットはアドレス検証 Web サービスを呼び出します。
このマップレットは、他の Web サービスマップレットを設定
するときにサンプルとして使用してください。

mplt_Global_AddressValidation5_v2_Hy
brid_Webservice

複数の国の郵便アドレスを検証します。このマップレットは、
アドレスバリデータトランスフォーメーションの混合入力ポー
トに入力アドレスフィールドを接続できる場合に使用します。
マップレットはアドレス検証 Web サービスを呼び出します。
このマップレットは、他の Web サービスマップレットを設定
するときにサンプルとして使用してください。

mplt_Global_AddressValidation5_v2_Mu
ltiline_Webservice

複数の国の郵便アドレスを検証します。 このマップレットは、
アドレスバリデータトランスフォーメーションの複数行入力ポ
ートに入力アドレスフィールドを接続できる場合に使用しま
す。
マップレットはアドレス検証 Web サービスを呼び出します。
このマップレットは、他の Web サービスマップレットを設定
するときにサンプルとして使用してください。

rule_Calc_Distance_Between_Geocoordi
nates

2 セットの地理座標間の距離を計算します。

rule_Country_Identification 国を特定します。
rule_Country_Name_Standardization 国名を標準化します。このルールは、国名、2 文字の ISO 国コ

ード、および 3 文字の ISO 国コードを返します。
rule_Geoocordinate_In_Polygon 3 つ以上の地理座標点が定義する領域内の地理座標点の存在を

検証します。
rule_Global_Address_Parse_Hybrid 構造化されていない住所を住所要素に解析します。 このルール

は住所を検証しません。 このルールは、アドレスバリデータト
ランスフォーメーションの混合入力ポートに入力アドレスフィ
ールドを接続できる場合に使用します。

rule_Global_Address_Parse_Multiline 構造化されていない住所を住所要素に解析します。 このルール
は住所を検証しません。 このルールは、アドレスバリデータト
ランスフォーメーションの複数行入力ポートに入力アドレスフ
ィールドを接続できる場合に使用します。

rule_Global_Address_Validation_Discret
e_w_Geocoding

複数の国の住所レコードの配達可能性を検証し、各出力住所に
緯度と経度の座標を追加します。 このルールは、可能な場合、
入力アドレス内のエラーを修正します。 このルールは、アドレ
スバリデータトランスフォーメーションの個別入力ポートに入
力アドレスフィールドを接続できる場合に使用します。

rule_Global_Address_Validation_Discret
e

複数の国の住所レコードの配達可能性を検証します。 このルー
ルは、可能な場合、入力アドレス内のエラーを修正します。 こ
のルールは、アドレスバリデータトランスフォーメーションの
個別入力ポートに入力アドレスフィールドを接続できる場合に
使用します。
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名前 説明
rule_Global_Address_Validation_Hybrid
_w_Geocoding

複数の国の住所レコードの配達可能性を検証し、各出力住所に
緯度と経度の座標を追加します。 このルールは、可能な場合、
入力アドレス内のエラーを修正します。 このルールは、アドレ
スバリデータトランスフォーメーションの混合入力ポートに入
力アドレスフィールドを接続できる場合に使用します。

rule_Global_Address_Validation_Hybrid 複数の国の住所レコードの配達可能性を検証します。 このルー
ルは、可能な場合、入力アドレス内のエラーを修正します。 こ
のルールは、アドレスバリデータトランスフォーメーションの
混合入力ポートに入力アドレスフィールドを接続できる場合に
使用します。

rule_Global_Address_Validation_Multilin
e_w_Geocoding

複数の国の住所レコードの配達可能性を検証し、各出力住所に
緯度と経度の座標を追加します。 このルールは、可能な場合、
入力アドレス内のエラーを修正します。 このルールは、アドレ
スバリデータトランスフォーメーションの複数行入力ポートに
入力アドレスフィールドを接続できる場合に使用します。

rule_Global_Address_Validation_Multilin
e

複数の国の住所レコードの配達可能性を検証します。 このルー
ルは、可能な場合、入力アドレス内のエラーを修正します。 こ
のルールは、アドレスバリデータトランスフォーメーションの
複数行入力ポートに入力アドレスフィールドを接続できる場合
に使用します。

コア連絡先データクレンジングルール
連絡先データクレンジングルールは、企業担当者と個人についてのデータを解析および検証するために使用し
ます。
連絡先住所データクレンジングルールは、以下のリポジトリの場所にインストールされます。
[Informatica_DQ_Content]\Rules\Contact_Data_Cleansing
以下の表に、コアアクセラレータ内の連絡先データクレンジングルールを示します。

名前 説明
rule_Email_Parse データフィールドの電子メールアドレスを解析します。
rule_Email_Parse_and_Validate データフィールドの電子メールアドレスを解析し、各電子メー

ルアドレスのフォーマットを検証します。
rule_Email_Parse_Into_Mailbox_Domain 電子メールアドレスをメールボックスポート、ドメインポー

ト、およびサブドメインポートに解析します。 例えば、このル
ールは info@informatica.com を以下のように解析します。
- メールボックス: info
- サブドメイン: informatica
- ドメイン: com
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名前 説明
rule_Email_Validation 電子メールアドレスのフォーマットを検証します。このルール

は、電子メールアドレスが正確またはアクティブであることは
確認しません。このルールは、「有効」または「無効」を返し
ます。

rule_Identify_Suspect_Names 正当な人名でない可能性がある名前を特定します。このルール
は、入力値を、正当でない可能性がある名前の参照テーブルと
照合します。例えば、参照テーブルには、架空の人物の名前が
含まれます。

コア企業データクレンジングルール
コアアクセラレータ内の企業データクレンジングルールは、企業データを標準化するために使用します。
企業データクレンジングルールは、以下のリポジトリの場所にインストールされます。
[Informatica_DQ_Content]\Rules\Corporate_Data_Cleansing
以下の表に、コアアクセラレータ内の企業データクレンジングルールを示します。

名前 説明
rule_Company_Name_Standardization 参照テーブルを使用して、会社名を標準化します。

コア一般データクレンジングルール
一般データクレンジングルールは、データをパース、標準化、および検証するために使用します。
一般データクレンジングルールは、以下のリポジトリの場所にインストールされます。
[Informatica_DQ_Content]\Rules\General_Data_Cleansing
以下の表に、コアアクセラレータ内の一般データクレンジングルールを示します。

名前 説明
mplt_Parse_Tokens_Into_Single_Field スペース区切りの文字列内の各単語を個々のポートに解析しま

す。
rule_Add_Leading_Zero 文字列の先頭に数字「0」を追加します。
rule_Add_Parentheses_At_Start_End_of
Line

文字列の先頭および末尾に丸括弧記号を追加します。

rule_Add_Plus_To_Start_of_Line 文字列の先頭にプラス記号を追加します。
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名前 説明
rule_Add_Space_Around_Ampersand 文字列内のすべてのアンパサンドの前後にスペースを追加しま

す。
rule_Add_Space_Around_Hyphen 文字列内のすべてのダッシュおよびハイフンの前後にスペース

を追加します。
rule_Add_Space_Between_Number_Lett
er

1 つの数字と 1 つの英文字で構成される文字ペアの間にスペー
スを追加します。このマップレットは、左から右の順で、デー
タ内の最初の数字/英文字ペアにスペースを追加します。

rule_Add_Spaces_Around_Period 文字列内のすべてのピリオドの前後にスペースを追加します。
rule_AllTrim 入力データフィールドから、先頭および末尾のすべてのスペー

スを削除します。
rule_Assign_DQ_ElementInputStatus_De
scription

アドレスバリデータトランスフォーメーションの［要素入力の
ステータス］出力に説明を割り当てます。 この説明は、Data 
Quality 9.0 よりも前のリリースにおける Data Quality トランス
フォーメーションからの出力に対応しています。

rule_Assign_DQ_ElementRelevance_Des
cription

アドレスバリデータトランスフォーメーションの［要素の関連
性］出力に説明列を割り当てます。 この説明は、Data Quality 
9.0 よりも前のリリースにおける Data Quality トランスフォー
メーションからの出力に対応しています。

rule_Assign_DQ_ElementResultStatus_D
escription

アドレスバリデータトランスフォーメーションの［要素の結果
ステータス］出力に説明を割り当てます。 この説明は、Data 
Quality 9.0 よりも前のリリースにおける Data Quality トランス
フォーメーションからの出力に対応しています。

rule_Assign_DQ_GeocodingStatus_Desc
ription

アドレスバリデータトランスフォーメーションの［ジオコーデ
ィングのステータス］出力に説明を割り当てます。 この説明
は、Data Quality 9.0 よりも前のリリースにおける Data Quality
トランスフォーメーションからの出力に対応しています。

rule_Assign_DQ_Mailability_Score_Desc
ription

アドレスバリデータトランスフォーメーションの［郵送可能ス
コア］出力に説明を割り当てます。 この説明は、Data Quality 
9.0 よりも前のリリースにおける Data Quality トランスフォー
メーションからの出力に対応しています。

rule_Assign_DQ_Match_Code_Descripti
on

アドレスバリデータトランスフォーメーションの［照合コー
ド］出力に説明を割り当てます。 この説明は、Data Quality 9.0
よりも前のリリースにおける Data Quality トランスフォーメー
ションからの出力に対応しています。

rule_Assign_DQ_AddressResolutionCode
_Description

アドレスバリデータトランスフォーメーションの［アドレス解
決コード］出力に説明を割り当てます。

rule_Assign_DQ_ExtendedElementStatu
s_Description

アドレスバリデータトランスフォーメーションの［拡張要素の
結果ステータス］出力に説明を割り当てます。
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名前 説明
rule_Classify_Language 文字列を、以下のいずれかの言語に分類します。アラビア語、

オランダ語、英語、フランス語、ドイツ語、イタリア語、ポル
トガル語、ロシア語、スペイン語、トルコ語。このルールは、
Language_Classifier コンテンツセットを使用して言語を識別し
ます。
注: このルールは、分析する各文字列の言語を返します。ルー
ルによって認識されない言語に文字列が属している場合は、文
字列内のテキストに最も近い言語を返します。

rule_Compare_Dates 2 つの日付間の差異を計算します。 このマップレットは以下の
測定単位を使用します。
- 時間
- 日
- 月
- 年
各出力値は、他の値とは排他的です。出力を加算してデータ値
間の差異を表すことはできません。

rule_Completeness 1 つのポートをチェックし、NULL 値がないかを確認します。 
ポートにデータが含まれる場合、「Complete」を返します。 ポ
ートが空であるか、ポートに NULL 値が含まれる場合、

「Incomplete」を返します。
rule_Completeness_Multi_Port 複数のポートで NULL 値を確認します。すべてのポートにデー

タが含まれる場合、「Complete」を返します。 ポートのどれか
が空であるか、ポートのどれかに NULL 値が含まれる場合、

「Incomplete」を返します。
rule_Concatenate_Words 2 つのフィールドを連結します。 スペース文字を区切りとして

使用します。
rule_Convert_Match_Codes_to_Legacy_
Values

アドレスバリデータトランスフォーメーションの［照合コー
ド］ポートからの出力を、Data Quality 8.6 における同等のアド
レス検証照合コードに変換します。

rule_CreditCard_Number_Validation Luhn アルゴリズムを使用するクレジットカードのクレジット
カード番号を検証します。検証が行われるのは次のようなクレ
ジットカードです（これらに限定されません）。
- American Express
- Diners Club Carte Blanche
- Diners Club International
- Diners Club US & Canada
- Discover Card
- JCB
- Maestro
- Master Card
- Solo
- Switch
- Visa
- Visa Electron
このルールは、「有効」または「無効」を返します。

rule_Date_Complete ルールで認識される日付フォーマットに入力文字列が従ってい
ることを検証します。 このルールは、以下の参照データオブジ
ェクトを読み取ります。
- user_defined_dates_infa
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名前 説明
rule_Date_of_Birth_Validation 誕生日と現在の日付との間の年数をチェックします。 この年数

が 120 未満の場合は、「Valid」とともに「Adult」（成人）また
は「Minor」（未成年）を返します。 この年数が 120 を超える
場合は、「Invalid」を返します。

rule_Date_Parse 文字列の日付データを、ルールで指定したポートに解析しま
す。このルールは、以下のフォーマットの日付を認識します。
- dd/mm/yyyy
- mm/dd/yyyy
- yyyy/dd/mm
このルールは日付を返し、日付のない入力テキストを含む文字
列も返します。

rule_Date_Standardization 日付文字列を、ユーザーが指定する出力形式に標準化します。 
出力形式を設定するには、このルール内の dq_FormatDate 式
トランスフォーメーションを開き、Output_Date_Format 式変
数と Delimiter 式変数を更新します。 入力データに有効な日付
が指定されない場合、このルールは入力文字ごとに数字 0 を返
します。

rule_Date_Validation データカラムに単一の形式で表示される日付文字列を検証しま
す。このルールが検証に使用する日付フォーマットを設定する
には、ルール内の dq_ValidateDate 式トランスフォーメーショ
ンを開き、In_Date_Format 式変数を更新します。 デフォルト
の形式は「月/日/年」です。このルールは、「有効」または「無
効」を返します。

rule_Date_Validation_Variable_Format データカラムに複数の形式で表示される日付文字列を検証しま
す。データソースに以下のカラムが含まれる場合はルールを使
用します。
- 複数の形式の日付値を含むカラム。
- 各行の日付値の形式を識別するカラム。カラムによって行の

日付フォーマットが識別されない場合、ルールは日付値に
「MM/DD/YYYY」の形式を適用します。

ルールは、is_date()関数が認識するすべてのデータ値を読み取
ります。このルールは、「有効」または「無効」を返します。

rule_Days_between_Dates 2 つの日付の間の日数を計算します。
rule_Days_from_Current_Date 指定された日付と現在の日付との間の日数を計算します。
rule_EAN13_Algorithm 国際商品番号（International Article Number）を検証します。 

番号のチェックデジットが正しい場合は「Valid」を返し、チェ
ックデジットが正しくない場合は「Invalid」を返します。

rule_GTIN_Validation 国際取引商品番号（GTIN）を検証します。 このルールは、8
桁、12 桁、13 桁、および 14 桁の番号を検証します。 番号の
チェックデジットが正しい場合は「Valid」を返し、チェックデ
ジットが正しくない場合は「Invalid」を返します。

rule_IsNumeric 入力データが数字であることを確認します。 「True」または
「False」が返されます。

rule_LowerCase すべての英文字を小文字で返します。
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名前 説明
rule_Luhn_Algorithm 数値文字列に Luhn アルゴリズムを適用します。 このルール

は、クレジットカード番号などの数値文字列を検証できます。
rule_Mask_Profanity 入力データをチェックし、不敬な表現がないかを確認します。 

不敬な表現は、出力データで「CENSORED」という語句でマス
クします。

rule_Negative_Number_Validation 入力データが負の数値であることを確認します。
rule_Numeric_Completeness 数値入力内に NULL 値が含まれないかを確認します。
rule_Parse_Alpha_Chars_from_Non_Alp
ha_Chars

入力文字列内の英字と英字以外の文字を識別し、各文字セット
をさまざまな出力ポートに書き込みます。例えば、ルールでは
入力文字 teststring_123 から次の値を解析します。
testrtring
_123

rule_Parse_First_Word 入力文字列内の最初の単語を、ルールで指定したポートに解析
します。

rule_Parse_Number_At_End_Of_Line 入力文字列の最後に出現した任意の数字を、ルールで指定した
ポートに解析します。このルールは、左から右の順に文字列を
読み取ります。

rule_Parse_Number_At_Start_Of_Line 入力文字列の最初に出現した任意の数字を、ルールで指定した
ポートに解析します。このルールは、左から右の順に文字列を
読み取ります。

rule_Parse_Profanity 文字列を俗語の参照テーブルと照合し、参照テーブルの値と一
致するすべての用語を、ルールで指定したポートに解析しま
す。

rule_Parse_Text_Between_Parentheses 丸括弧で囲まれた文字列を、ルールで指定したポートに解析し
ます。このルールには、解析された文字列の出力ポートと、解
析された文字列を含まない入力テキストの出力ポートが含まれ
ます。

rule_Parse_Text_in_Single_Quotes 引用符で囲まれた文字列を、ルールで指定したポートに解析し
ます。入力データに引用符で囲まれた要素が複数含まれる場合
は、最後の要素をパースします。 このルールは、左から右の順
に入力文字列を読み取ります。このルールには、解析された文
字列の出力ポートと、解析された文字列を含まない入力テキス
トの出力ポートが含まれます。

rule_Past_Date_Label 入力日付がシステム日付よりも前であるかシステム日付よりも
後であるかを確認します。

rule_Personal_Company_Identification 人名と会社名を、ルールで指定した異なるポートに解析しま
す。このルールには次の出力があります。
- 人名
- 会社名
- 人名や会社名などのデータカテゴリ
- ルールで解析できないデータ

rule_Postive_Number_Validation 入力データが正の数値であることを確認します。
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名前 説明
rule_Prepend_Zero_to_Single_Digit 単一の数字の前に数字「0」を追加します。
rule_Remove_All_Leading_Zeros 文字列の先頭に出現している数値文字「0」をすべて削除しま

す。
rule_Remove_Apostrophe アポストロフィを削除します。このルールは、アポストロフィ

の両側にあるテキスト文字列をマージします。
rule_Remove_Control_Characters テキスト文字列から制御文字を削除します。このルールは、制

御文字を含む文字列と、制御文字のない入力テキストを含む文
字列を返します。

rule_Remove_Extra_Spaces すべての連続するスペースを単一のスペースで置換し、前後の
スペースを削除します。

rule_Remove_Hyphen ハイフンを削除します。
rule_Remove_Leading_Zero 文字列の先頭から、数字「0」を 1 つ削除します。
rule_Remove_Limited_Punctuation 外部文字を削除します。外部文字には、スラッシュ、バックス

ラッシュ、ピリオド、感嘆符、アンダースコア、連続する複数
のスペースなどがあります。

rule_Remove_Non_Numbers 数字ではないすべての文字を削除します。
rule_Remove_Parentheses 開始および終了の丸括弧記号を削除します。
rule_Remove_Period ピリオドを削除します。
rule_Remove_Period_Parentheses 以下の文字を削除します。

- 開始および終了の丸括弧
- ピリオド

rule_Remove_Punctuation 句読記号を削除します。
rule_Remove_Punctuation_and_Space すべての句読点とすべてのスペース文字を削除します。
rule_Remove_Quotation 引用符を削除します。
rule_Remove_Slashes スラッシュとバックスラッシュを削除します。
rule_Remove_Space すべての文字スペースを削除します。
rule_Replace_Ampersand_With_Space アンパサンドをスペースで置換します。
rule_Replace_Hyphen_Underscore_with
_Space

ハイフンとアンダースコアをスペースで置換します。

rule_Replace_Hyphen_with_Space ハイフンをスペースで置換します。
rule_Replace_Limited_Punct_with_Spac
e

ダッシュ、バックスラッシュ、ピリオド、感嘆符、およびアン
ダースコアの各句読文字を単一のスペースで置換します。 ま
た、連続する 2～4 個のスペースを単一のスペースで置換しま
す。
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名前 説明
rule_Replace_Non_Alphabetic_with_Sp
ace

数字および句読文字を単一のスペースで置換します。

rule_Replace_Period_With_Space ピリオドを単一のスペースで置換します。
rule_Replace_Punctuation_with_Space すべての句読点をスペースで置換します。
rule_Replace_Slashes_With_Space スラッシュとバックスラッシュをスペースで置換します。
rule_Reverse_String_Input 入力文字列内の文字の順序を反転します。
rule_String_Completeness 文字列が完全であるかを確認します。 また、入力文字列を検索

し、参照テーブル string_default_values_infa 内の値が存在し
ないことも確認します。 この参照テーブルには、NA、
DEFAULT、XX などの値が含まれます。 入力文字列に参照テー
ブル内の値が含まれていると、このルールはその文字列を不完
全と識別します。

rule_TitleCase 文字列をタイトルケースに変換します。 タイトルケースの文字
列では、各単語の最初の文字が大文字になります。

rule_Translate_Diacritic_Characters 分音文字を、対応する ASCII 文字で置換します。例えば、「ã」
を「a」に変換します。

rule_UpperCase すべての英文字を大文字で返します。
rule_URL_Validation URL の形式と構造を検証します。
rule_Years_Since_Date_of_Birth 入力日付以降の年数を計算します。

コア一致および重複排除ルール
一致および重複排除ルールは、重複レコードを特定するために使用します。
一致および重複排除ルールは、以下のリポジトリの場所にインストールされます。
[Informatica_DQ_Content]\Rules\Matching_Deduplication
以下の表に、コアアクセラレータ内の一致および重複排除ルールを示します。

名前 説明
mplt_Consolidate_and_Remove_Duplicate_Rows 重複レコードのクラスタを単一のレコードとして統合

し、不要な重複レコードを削除します。
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コア製品データクレンジングルール
製品データクレンジングルールは、製品データを解析、標準化、および検証するために使用します。
製品データクレンジングルールは、以下のリポジトリの場所にインストールされます。
[Informatica_DQ_Content]\Rules\Product_Data_Cleansing
以下の表に、コアアクセラレータ内の製品データクレンジングルールを示します。

名前 説明
rule_Color_Parse 色の値を、ルールで指定したポートに解析します。
rule_Parse_Quantity_And_UOM 文字列に含まれる数量と測定単位の最初のインスタンスを、ル

ールで指定したポートに解析します。このルールは、左から右
の順に文字列を読み取り、以下のデータを返します。
- 数量。
- 測定単位。
- 数量と測定単位の値を含まない入力文字列。

rule_UOM_Standardization 測定単位を標準化します。 このルールは、数量および測定単位
の標準化された値と標準化されていない値を返します。 また、
測定単位が標準化された入力テキストを含む文字列も返しま
す。

rule_UPC_Validation 統一商品コードを検証し、標準化された統一商品コードを返し
ます。

コアデモンストレーションマッピング
コアアクセラレータ内のデモンストレーションマッピングは、複数のルールを使用してデータ品質処理を示し
ます。
これらのデモンストレーションマッピングは、以下のリポジトリの場所にインストールされます。
[Informatica_DQ_Content]\Rules_Demo\Core_Accelerator
このアクセラレータには、以下のデモンストレーションマッピングが含まれます。
m_customer_data_demo

米国およびカナダのデータを解析、標準化、および検証します。
m_product_demo

製品の説明を解析し、説明の品質を検証します。
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第  3  章

データドメインアクセラレータ
この章では、以下の項目について説明します。
• データドメインアクセラレータの概要, 31 ページ
• データドメインアクセラレータ内のデータドメイン, 31 ページ
• データドメインアクセラレータ内のカラム名ルール, 39 ページ
• データドメインアクセラレータ内のデータルール, 41 ページ

データドメインアクセラレータの概要
データドメインは、ルールを使用してカラムデータまたはカラム名の機能的な意味を検出するための定義済み
またはユーザー定義のモデルリポジトリオブジェクトです。データドメインルールによって、ソースデータと
メタデータに一致するデータパターンとカラム名パターンが定義されます。データドメインルールは、データ
ドメインロジックを更新するために使用できます。
データドメインアクセラレータでデータドメインを使用すると、カラム名またはカラムデータ値に基づいてソ
ースデータの機能的な意味を検出できます。
データドメインアクセラレータには、次のタイプのルールが含まれます。
• データルール。ルールに定義されているロジックに一致するデータを含むカラムを検出します。
• カラム名ルール。ルールに定義されているカラム名ロジックに一致するカラム名のカラムを検出します。
データドメインルールは、カラムデータまたはカラム名がルール基準を満たしているかどうかを示すブール値
を返します。データドメインルールでは、正規表現または参照テーブルを使用して、特定の値またはパターン
を検索します。例えば、社会保障番号形式のデータ値を見つけるには、9 桁のルール式を使用できます。
データドメインルールに式を使用すると、いくつかの関連のないデータ値もルール式の基準を満たすことがあ
ります。例えば、ソースデータの米国の郵便番号は、社会保障番号の形式を満たすことがあります。データド
メインの推測を効果的に行うには、データドメインの検出結果の矛盾を確認します。データドメインの検出結
果を確認して検証した後に、データカラムへのデータドメインの関連付けを選択できます。

データドメインアクセラレータ内のデータドメイン
プロファイルの定義済みデータドメインを使用してデータドメイン検出を実行し、エンタープライズ内の重要
なデータ特性を識別します。
注: この表では、アスタリスク（*）記号はワイルドカード文字です。
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次の表に、データドメインアクセラレータで使用できるデータドメインを示します。

名前 説明 依存するルールタイプ データドメイングルー
プ

AccountNumber 「a*c*num」文字列または
「acc」文字列を含むカラム名

を検出します。
カラム名ルール Account_Bank、PCI、

PHI

Account_Status 参照テーブルの口座ステータ
スの値に一致するカラムデー
タを検出します。

データルール Account_Bank

Age 「age」文字列または「dob」
文字列を含むカラム名を検出
し、1～120 の値を使用してカ
ラムデータを検出します。

カラム名ルール
データルール

PII

AlphaNumeric_Sp
ecialCharacter

書式設定されていない英数字
データと特殊文字データを含
むカラムデータを検出しま
す。

データルール General

Austria_NationalID オーストリアのナショナル ID
に一致するカラムデータを検
出します。

データルール NationalID

BIC_SwiftCode パターン認識と国コードによ
り、銀行識別コード（BIC）
または国際銀行間通信協会

（SWIFT）コードに一致するカ
ラムデータを検出します。

データルール Account_Bank

BinayValue バイナリ値を含むカラムデー
タを検出します。

データルール General

BirthDay 「dob」文字列、
「date*of*bir*」文字列、また

は「birth*da*」文字列を含む
カラム名を検出し、有効な誕
生日に一致するカラムデータ
を識別します。

カラム名ルール
データルール

PII

BirthPlace 「birth*place」文字列または
「location*birth」文字列を含

むカラム名を検出します。
カラム名ルール PII

Brazil_IDDoc Registro Geral というブラジ
ルの ID カードの番号の形式
に一致するカラムデータを検
出します。

データルール NationalID

Brazil_NationalID ブラジルのナショナル ID に
一致するカラムデータを検出
します。

データルール NationalID

Bulagaria_Nationa
lID

ブルガリアのナショナル ID
に一致するカラムデータを検
出します。

データルール NationalID
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名前 説明 依存するルールタイプ データドメイングルー
プ

Canada_SIN カナダの社会保険番号の形式
に一致するカラムデータを検
出します。

データルール NationalID

CertificateLicense
Number

「*cert*lic*number」文字列、
「cert*lic*no*」文字列、「lic* 

nu*」文字列、または
「lic*no*」文字列を含むカラ

ム名を検出します。

カラム名ルール PHI

China_NationalID 中国のナショナル ID に一致
するカラムデータを検出しま
す。

データルール NationalID

CompanyName 「company」文字列を含むカ
ラム名を検出し、参照テーブ
ルの組織名の値に一致するカ
ラムデータを識別します。

カラム名ルール
データルール

Contact、PII

ComputerAddress コンピュータアドレスの形式
に一致するカラムデータを検
出します。

データルール General

Country 「iso*countr*code」文字列、
「iso*country」文字列、また

は「countr*」文字列を含むカ
ラム名を検出し、国名に一致
するカラムデータを識別しま
す。

カラム名ルール
データルール

Address、PII

CountryCode_Pho
ne

国際通話コードに基づいて電
話番号を検出します。

データルール 担当者

CreditCardNumbe
r

「ccn」文字列、「cr*ca*nu」
文字列、または「credit*no*」
文字列を含むカラム名を検出
し、複数のクレジットカード
組織のクレジットカード番号
の形式に一致するカラムデー
タを識別します。

カラム名ルール
データルール

Account_Bank、PCI、
PII

CreditCard_AMEX American Express のクレジッ
トカード番号の形式に一致す
るカラムデータを検出しま
す。

データルール Account_Bank

CreditCard_Diners
Card

Diners Club International の
クレジットカード番号の形式
に一致するカラムデータを検
出します。

データルール Account_Bank

CreditCard_Discov
erCard

Discover のクレジットカード
番号の形式に一致するカラム
データを検出します。

データルール Account_Bank
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名前 説明 依存するルールタイプ データドメイングルー
プ

CreditCard_JCB JCB International のクレジッ
トカード番号の形式に一致す
るカラムデータを検出しま
す。

データルール Account_Bank

CreaditCard_Mast
erCard

MasterCard のクレジットカー
ド番号の形式に一致するカラ
ムデータを検出します。

データルール Account_Bank

CreditCard_Visa Visa のクレジットカード番号
の形式に一致するカラムデー
タを検出します。

データルール Account_Bank

Croatia_NationalI
D

クロアチアのナショナル ID
に一致するカラムデータを検
出します。

データルール NationalID

Date_AllFormats カラムデータ内の日付値を検
出します。

データルール General

Date_MM_DD_YYY
Y

日付カラムに単一の形式で表
示されるソースデータ内の日
付文字列を検出します。デフ
ォルトの形式は「月/日/年」
です。

データルール General

Denmark_Nationa
lID

デンマークのナショナル ID
に一致するカラムデータを検
出します。

データルール NationalID

DeviceSerialNumb
er

「device*number」文字列、
「device*no*」文字列、
「serial*number」文字列、
「serial*no*」文字列、または
「device*identi*」文字列を含

むカラム名を検出します。

カラム名ルール PHI

DriverLicense_Can
ada

ブリティッシュコロンビア
州、ケベック州、マニトバ
州、およびプリンスエドワー
ドアイランド州を除くカナダ
の運転免許証番号に一致する
カラムデータを検出します。

データルール NationalID

DriverLicense_GB
R

英国の運転免許証番号に一致
するカラムデータを検出しま
す。

データルール NationalID

DriverLicense_USA 米国のほとんどの州の運転免
許証番号に一致するカラムデ
ータを検出します。

データルール NationalID
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名前 説明 依存するルールタイプ データドメイングルー
プ

DrivingLicenseNu
mber

「license」文字列または
「driver*license」文字列を含

むカラム名を検出します。英
国、米国、およびカナダ州の
運転免許証番号に一致するカ
ラムデータを長さとパターン
の要件に基づいて識別しま
す。

カラム名ルール
データルール

PII

Email 「email」文字列を含むカラム
名を検出し、定義済みの電子
メール ID の形式に一致する
カラムデータを識別します。

カラム名ルール
データルール

Contact、PHI

ExpirationDate 「exp*da*」文字列または
「cr*exp*」文字列を含むカラ

ム名を検出し、期限切れにな
ったクレジットカードの日付
に一致するカラムデータを識
別します。

カラム名ルール
データルール

PCI

Finland_NationalI
D

フィンランドのナショナル ID
に一致するカラムデータを検
出します。

データルール NationalID

FirstName 「f*nam*」文字列を含むカラ
ム名を検出し、名の参照テー
ブルの値に一致するカラムデ
ータを識別します。

カラム名ルール
データルール

Contact、PCI、PII

France_INSEE フランス国立統計経済研究所
（INSEE）の番号の形式に一致

するカラムデータを検出しま
す。

データルール NationalID

Gender 「gender」文字列または
「female」、「male」などの文

字列を含むカラム名を検出
し、参照テーブルの性別の値
に一致するカラムデータを識
別します。

カラム名ルール
データルール

Contact、PII

Geocode_Latitude 「latitude」文字列を含むカラ
ム名を検出し、有効な緯度の
座標に一致するカラムデータ
を識別します。

カラム名ルール
データルール

Address、General

Geocode_Latitude
Longitude

「latitude」、「longitude」、
「geocode」などの文字列を

含むカラム名を検出し、有効
な緯度または経度の座標に一
致するカラムデータを識別し
ます。

カラム名ルール
データルール

Address、General
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名前 説明 依存するルールタイプ データドメイングルー
プ

Geocode_Longitu
de

「longitude」文字列を含むカ
ラム名を検出し、有効な経度
の座標に一致するカラムデー
タを識別します。

カラム名ルール
データルール

Address、General

Grade 「grade」文字列を含むカラム
名を検出します。

カラム名ルール PII

GreatBritian_NINO 英国の国民保険番号の形式に
一致するカラムデータを検出
します。

データルール NationalID

ホスト名 有効なホスト名に一致するカ
ラムデータを検出します。

データルール General

IBAN 複数の欧州諸国の国際銀行口
座番号の形式に一致するカラ
ムデータを検出します。

データルール Account_Bank

IPAddress 「ip」文字列または
「inter*port*add」文字列を含

むカラム名を検出し、定義済
みの IP アドレスの形式に一致
するカラムデータを識別しま
す。

カラム名ルール
データルール

PII

ISBN 国際標準図書番号の形式に一
致するカラムデータを検出し
ます。

データルール General

India_NationalID インドの Permanent Account 
Number の形式に一致するカ
ラムデータを検出します。

データルール NationalID

Italy_FiscalCode イタリアのナショナル ID の
形式に一致するカラムデータ
を検出します。

データルール NationalID

JobPosition 「title」文字列、「position」
文字列、または

「designation」文字列を含む
カラム名を検出します。

カラム名ルール PII

Korea_NationalID 韓国のナショナル ID に一致
するカラムデータを検出しま
す。

データルール NationalID

LastName 「lname」文字列、「su*name」
文字列、または「last*name」
文字列を含むカラム名を検出
し、姓の参照テーブルの値に
一致するカラムデータを識別
します。

カラム名ルール
データルール

Contact、PCI、PII
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名前 説明 依存するルールタイプ データドメイングルー
プ

Norway_NationalI
D

ノルウェーのナショナル ID
に一致するカラムデータを検
出します。

データルール NationalID

Passport_DEU_MR 機械で読み取り可能なドイツ
のパスポート番号の形式に一
致するカラムデータを検出し
ます。

データルール NationalID

Passport_GBR 英国のパスポート番号の形式
に一致するカラムデータを検
出します。

データルール NationalID

Passport_India インドのパスポート番号の形
式に一致するカラムデータを
検出します。

データルール NationalID

Passport_Machine
Readable

すべての国の機械で読み取り
可能なパスポート番号に一致
するカラムデータを検出しま
す。

データルール NationalID

Passport_USA_MR 機械で読み取り可能な米国の
パスポート番号の形式に一致
するカラムデータを検出しま
す。

データルール NationalID

PhoneNumber 「phone」文字列または「fax」
文字列を含むカラム名を検出
し、米国の電話番号の形式に
一致するカラムデータを識別
します。

カラム名ルール
データルール

Contact、PHI

郵便番号 複数の国の郵便番号に一致す
るカラムデータを検出しま
す。

データルール 住所

Romania_National
ID

ルーマニアのナショナル ID
に一致するカラムデータを検
出します。

データルール NationalID

SSN 「SSN」文字列、
「social*sec*no」、または
「social* sec*num*」文字列を

含むカラム名を検出し、社会
保険番号の形式に一致するカ
ラムデータを識別します。

カラム名ルール
データルール

NationalID、PHI

SSN_General 社会保険番号の形式に一致す
るカラムデータを検出しま
す。

データルール NationalID、PII

Salary 「compensation」文字列、
「salary」文字列、または
「wages」文字列を含むカラム

名を検出します。

カラム名ルール PII
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名前 説明 依存するルールタイプ データドメイングルー
プ

SouthAfrica_Natio
nalID

南アフリカのナショナル ID
に一致するカラムデータを検
出します。

データルール NationalID

State 「add*sta」文字列、「state」、
または「us*sta*」文字列を含
むカラム名を検出し、米国の
州名に一致するカラムデータ
を識別します。

カラム名ルール
データルール

PII

Street 以下のいずれかの文字列を含
むカラム名を検出します。
- street
- road
- lane
- court
- avenue
- way
- blvd
- boule*ard

カラム名ルール PII

Sweden_NationalI
D

スウェーデンのナショナル ID
に一致するカラムデータを検
出します。

データルール NationalID

Taiwan_NationalI
D

台湾のナショナル ID に一致
するカラムデータを検出しま
す。

データルール NationalID

UPC 統一商品コードに一致するカ
ラムデータを検出します。

データルール General

URL 「uni*res*loc」文字列、「URL」
文字列、または「web」文字
列を含むカラム名を検出し、
定義済みの URL の形式に一致
するカラムデータを識別しま
す。

カラム名ルール
データルール

PHI

USZip_5digit 米国の郵便番号に一致するカ
ラムデータを検出します。

データルール 住所

UniqueIdentifying
Number

「unique*iden*number」文字
列または「iden*num」文字
列を含むカラム名を検出しま
す。

カラム名ルール PHI
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名前 説明 依存するルールタイプ データドメイングルー
プ

VehicleRegPlateNu
mber

「registration」文字列、
「number*plate」文字列、
「license*plate」文字列、また

は「vehicle*registration」文
字列を含むカラム名を検出し
ます。

カラム名ルール PII

ZipCode 「zip」文字列または「pin」文
字列を含むカラム名を検出
し、米国の郵便番号に一致す
るカラムデータを識別しま
す。

カラム名ルール
データルール

PII

データドメインアクセラレータ内のカラム名ルール
データドメインカラム名ルールを使用して、ルールで定義されたカラム名ロジックに一致する名前のデータカ
ラムを識別します。
カラム名ルールは、次のリポジトリの場所にあります。
[Informatica_DQ_Content]\Domain_Discovery\MetaData_Rules
次の表に、データドメインアクセラレータのカラム名ルールを示します。
注: この表では、アスタリスク（*）記号はワイルドカード文字です。

名前 説明
dataDomain_MetaDataRule_AccountNu
mber

「a*c*num」文字列または「acc」文字列を含むカラム名を検出
します。

dataDomain_MetaDataRule_Age 「age」文字列または「dob」文字列を含むカラム名を検出しま
す。

dataDomain_MetaDataRule_BirthDay 「dob」文字列、「date*of*bir*」文字列、または「birth*da*」
文字列を含むカラム名を検出します。

dataDomain_MetaDataRule_BirthPlace 「birth*place*」文字列または「location*birth*」文字列を含む
カラム名を検出します。

dataDomain_MetaDataRule_CertificateLi
censeNumber

「*cert*lic*number*」文字列、「*cert*lic*no*」文字列、または
「*cert*lic*nuo*」文字列を含むカラム名を検出します。

dataDomain_MetaDataRule_CompanyN
ame

「company」文字列を含むカラム名を検出します。

dataDomain_MetaDataRule_Country 「*iso*countr*code*」文字列、「*iso*country*」文字列、または
「countr*」文字列を含むカラム名を検出します。

dataDomain_MetaDataRule_CreditCard
Number

「ccn」文字列、「cr*ca*nu*」文字列、または「credit*no*」文
字列を含むカラム名を検出します。
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名前 説明
dataDomain_MetaDataRule_DeviceSeria
lNumber

「*device*number*」文字列、「*device*no*」文字列、
「*serial*number*」文字列、「*serial*no*」文字列、または
「*device*identi*」文字列を含むカラム名を検出します。

dataDomain_MetaDataRule_DrivingLice
nseNumber

「license」文字列または「driver*license」文字列を含むカラム
名を検出します。

dataDomain_MetaDataRule_Email 「email」文字列を含むカラム名を検出します。
dataDomain_MetaDataRule_ExpirationD
ate

「exp*da*」文字列または「cr*exp*」文字列を含むカラム名を
検出します。

dataDomain_MetaDataRule_FirstName 「f*nam*」文字列を含むカラム名を検出します。
dataDomain_MetaDataRule_Gender 「gender」文字列を含むカラム名を検出します。
dataDomain_MetaDataRule_Grade 「grade」文字列を含むカラム名を検出します。
dataDomain_MetaDataRule_IPAddress 「ip」文字列を含むカラム名を検出します。
dataDomain_MetaDataRule_JobPosition 「title」文字列、「position」文字列、または「designation」文

字列を含むカラム名を検出します。
dataDomain_MetaDataRule_LastName 「lname*」文字列、「su*nam*」文字列、または「last*name*」

文字列を含むカラム名を検出します。
dataDomain_MetaDataRule_Latitude 「latitude」文字列を含むカラム名を検出します。
dataDomain_MetaDataRule_LatitudeLon
gitude

以下のいずれかの文字列を含むカラム名を検出します。
- latitude
- longitude
- geocode
- geocoding
- geocoordinate

dataDomain_MetaDataRule_Longitude 「longitude」文字列を含むカラム名を検出します。
dataDomain_MetaDataRule_PhoneNum
ber

「phone」文字列または「fax」文字列を含むカラム名を検出し
ます。

dataDomain_MetaDataRule_Salary 「compensation」文字列、「salary」文字列、または「wages」
文字列を含むカラム名を検出します。

dataDomain_MetaDataRule_SSN 「*SSN*」文字列、「*social*sec*no*」文字列、または
「*social*sec*num*」文字列を含むカラム名を検出します。

dataDomain_MetaDataRule_State 「add*sta*」文字列、「state」文字列、または「us*sta*」文字
列を含むカラム名を検出します。
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名前 説明
dataDomain_MetaDataRule_Street 以下のいずれかの文字列を含むカラム名を検出します。

- street
- road
- lane
- court
- avenue
- way
- blvd
- boule*ard

dataDomain_MetaDataRule_UniqueIden
tifyingNumber

「*unique*iden*number*」文字列または「*iden*num*」文字列
を含むカラム名を検出します。

dataDomain_MetaDataRule_URL 「*uni*res*loc*」文字列、「url*」文字列、または「web*」文字
列を含むカラム名を検出します。

dataDomain_MetaDataRule_VehicleReg
PlateNumber

「*registration*」文字列、「*number*plate*」文字列、
「license*plate*」文字列、または「*vehicle*registration*」文

字列を含むカラム名を検出します。
dataDomain_MetaDataRule_ZipCode 「zip」文字列または「pin」文字列を含むカラム名を検出しま

す。

データドメインアクセラレータ内のデータルール
データドメインデータルールを使用して、ルール基準に一致するデータを含むカラムを識別します。
データルールは、以下のリポジトリの場所にあります。
[Informatica_DQ_Content]\Domain_Discovery\Data_Rules
次の表に、データドメインアクセラレータのデータルールを示します。

名前 説明
dataDomain_DataRule_Account_Status 参照テーブルの口座ステータスの値に一致するカラムデータを

識別します。
dataDomain_DataRule_Age 1～120 の値を使用してカラムデータを識別します。
dataDomain_DataRule_Alphanumeric_S
pecialCharacter

書式設定されていない英数字データと特殊文字データを含むカ
ラムデータを識別します。

dataDomain_DataRule_AUT_NATID オーストリアのナショナル ID の形式に一致するカラムデータ
を識別します。

dataDomain_DataRule_BGR_NATID ブルガリアのナショナル ID の形式に一致するカラムデータを
識別します。

dataDomain_DataRule_BIC_SWIFTCode パターン認識と国コードにより、銀行識別コード（BIC）また
は国際銀行間通信協会（SWIFT）コードに一致するカラムデー
タを識別します。
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名前 説明
dataDomain_DataRule_BinaryValues バイナリ値を含むカラムデータを識別します。
dataDomain_DataRule_BirthDay 有効な生年月日に一致するカラムデータを識別します。ルール

は、入力日と現在の日付の間の年数を検証します。ルールは 1
～120 の値に基づいて「Adult」（成人）、「Minor」（未成年）、ま
たは「Valid」を返します。ルールは、それ以外のすべての値に
対して「Invalid」を返します。

dataDomain_DataRule_BRA_IDDoc Registro Geral というブラジルの ID カードの番号の形式に一致
するカラムデータを識別します。

dataDomain_DataRule_BRA_Personal_I
D

ブラジルの個人 ID の形式に一致するカラムデータを識別しま
す。

dataDomain_DataRule_CHN_NATID 中国のナショナル ID の形式に一致するカラムデータを識別し
ます。

dataDomain_DataRule_CompanyName 参照テーブルの組織名の値に一致するカラムデータを識別しま
す。

dataDomain_DataRule_Computer_Addr
ess

IP アドレスと Mac アドレスの形式に一致するカラムデータを
識別します。

dataDomain_DataRule_Country 国名に一致するカラムデータを識別します。
dataDomain_DataRule_CountryCode_P
hone

国際通話コードに基づいて電話番号を識別します。

dataDomain_DataRule_CreditCard_AME
X

American Express のクレジットカード番号の形式に一致するカ
ラムデータを識別します。

dataDomain_DataRule_CreditCard_Dine
rsCard

Diners Club International のクレジットカード番号の形式に一
致するカラムデータを識別します。

dataDomain_DataRule_CreditCard_Disc
overCard

Discover のクレジットカード番号の形式に一致するカラムデー
タを識別します。

dataDomain_DataRule_CreditCard_JCB JCB International のクレジットカード番号の形式に一致するカ
ラムデータを識別します。

dataDomain_DataRule_CreditCard_Mast
erCard

MasterCard のクレジットカード番号の形式に一致するカラム
データを識別します。

dataDomain_DataRule_CreditCardNumb
er

American Express、Diners Club International、Maestro などの
主要なクレジットカード組織のクレジットカード番号の形式に
一致するカラムデータを識別します。

dataDomain_DataRule_CreditCard_Visa Visa のクレジットカード番号の形式に一致するカラムデータを
識別します。

dataDomain_DataRule_Date_Validation 日付カラムに単一の形式で表示されるソースデータ内の日付文
字列を識別します。このルールが検証に使用する日付フォーマ
ットを設定するには、ルール内の dq_ValidateDate 式トランス
フォーメーションを開き、In_Date_Format 式変数を更新しま
す。 デフォルトの形式は「月/日/年」です。このルールは、

「有効」または「無効」を返します。
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名前 説明
dataDomain_DataRule_Date_Validation
_All_Formats

カラムデータの日付値を識別し、カラムデータを特定の日付フ
ォーマットに標準化します。

dataDomain_DataRule_DEU_Machine_R
eadable_Passport

機械で読み取り可能なドイツのパスポート番号の形式に一致す
るカラムデータを識別します。

dataDomain_DataRule_DNK_NATID デンマークのナショナル ID の形式に一致するカラムデータを
識別します。

dataDomain_DataRule_DriversLicense 英国、米国、およびカナダの運転免許証番号に一致するカラム
データを長さとパターンの要件に基づいて識別します。

dataDomain_DataRule_DriversLicense_
Canada

ブリティッシュコロンビア州、ケベック州、マニトバ州、およ
びプリンスエドワードアイランド州を除くカナダの運転免許証
番号に一致するカラムデータを識別します。

dataDomain_DataRule_DriversLicense_
GBR

英国の運転免許証番号に一致するカラムデータを識別します。

dataDomain_DataRule_DriversLicense_
USA

米国のほとんどの州の運転免許証番号に一致するカラムデータ
を識別します。

dataDomain_DataRule_Email 定義済みの電子メール ID の形式に一致するカラムデータを識
別します。

dataDomain_DataRule_ExpirationDate 期限切れになったクレジットカードの日付に一致するカラムデ
ータを識別します。ルールは、検証のために入力された日付と
システム日付を比較します。

dataDomain_DataRule_FIN_NATID フィンランドのナショナル ID の形式に一致するカラムデータ
を識別します。

dataDomain_DataRule_FirstName 名のリストの参照テーブルの値に一致するカラムデータを識別
します。

dataDomain_DataRule_FRA_INSEE フランス国立統計経済研究所（INSEE）の番号の形式に一致す
るカラムデータを識別します。

dataDomain_DataRule_Gender 参照テーブルの性別の値に一致するカラムデータを識別しま
す。

dataDomain_DataRule_GBR_NINO 英国の国民保険番号の形式に一致するカラムデータを識別しま
す。

dataDomain_DataRule_GBR_Passport_
Number

英国のパスポート番号の形式に一致するカラムデータを識別し
ます。

dataDomain_DataRule_HostName 有効なホスト名に一致するカラムデータを識別します。
dataDomain_DataRule_HRV_NATID クロアチアのナショナル ID の形式に一致するカラムデータを

識別します。
dataDomain_DataRule_IBAN 複数の欧州諸国の国際銀行口座番号の形式に一致するカラムデ

ータを識別します。
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名前 説明
dataDomain_DataRule_IND_NATID インドの Permanent Account Number の形式に一致するカラム

データを識別します。
dataDomain_DataRule_IND_Passport インドのパスポート番号の形式に一致するカラムデータを識別

します。
dataDomain_DataRule_IPAddress 定義済みの IP アドレスの形式に一致するカラムデータを識別し

ます。
dataDomain_DataRule_ISBN 国際標準図書番号の形式に一致するカラムデータを識別しま

す。
dataDomain_DataRule_ItalyFiscalCode イタリアのナショナル ID の形式に一致するカラムデータを識

別します。
dataDomain_DataRule_KOR_NATID 韓国のナショナル ID の形式に一致するカラムデータを識別し

ます。
dataDomain_DataRule_LastName 姓のリストの参照テーブルの値に一致するカラムデータを識別

します。
dataDomain_DataRule_Latitude 緯度の座標に一致するカラムデータを識別します。
dataDomain_DataRule_LatitudeLongitu
de

緯度と経度の座標の有効なペアに一致するカラムデータを識別
します。各ペアはセミコロンで区切られています。

dataDomain_DataRule_Longitude 経度の座標に一致するカラムデータを識別します。
dataDomain_DataRule_Machine_Reada
ble_Passport

すべての国の機械で読み取り可能なパスポート番号に一致する
カラムデータを識別します。

dataDomain_DataRule_NOR_NATID ノルウェーのナショナル ID の形式に一致するカラムデータを
識別します。

dataDomain_DataRule_PhoneNumber 米国の電話番号の形式に一致するカラムデータを識別します。
dataDomain_DataRule_PostCode 複数の国の郵便番号に一致するカラムデータを識別します。
dataDomain_DataRule_ROU_NATID ルーマニアのナショナル ID の形式に一致するカラムデータを

識別します。
dataDomain_DataRule_SouthAfrica_NAT
ID

南アフリカのナショナル ID の形式に一致するカラムデータを
識別します。

dataDomain_DataRule_SSN 社会保険番号の形式に一致するカラムデータを識別します。
dataDomain_DataRule_State 米国の州名に一致するカラムデータを識別します。
dataDomain_DataRule_SWE_NATID スウェーデンのナショナル ID の形式に一致するカラムデータ

を識別します。
dataDomain_DataRule_TWN_NATID 台湾のナショナル ID の形式に一致するカラムデータを識別し

ます。
dataDomain_DataRule_URL 定義済みの URL の形式に一致するカラムデータを識別します。
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名前 説明
dataDomain_DataRule_US_Zip5 米国の郵便番号に一致するカラムデータを識別します。
dataDomain_DataRule_USA_Machine_R
eadable_Passport

機械で読み取り可能な米国のパスポート番号の形式に一致する
カラムデータを識別します。

dataDomain_DataRule_USA_SSN_post_
2011June

地域、グループ、およびシリアル番号の各セクションの長さ、
数値、および最小値と最大値において、社会保障番号の形式に
一致するカラムデータを識別します。2011 年 6 月 25 日に発効
した SSN Randomization に基づいて、ルールは社会保険番号
の発行およびグループと地域の番号の組み合わせを検証しませ
ん。

dataDomain_DataRule_ZipCode 米国の郵便番号に一致するカラムデータを識別します。

データドメインアクセラレータ内のデータルール       45



第  4  章

オーストラリア/ニュージーランド
アクセラレータ

この章では、以下の項目について説明します。
• オーストラリア/ニュージーランドアクセラレータの概要, 46 ページ
• オーストラリア/ニュージーランド住所データクレンジングルール, 47 ページ
• オーストラリア/ニュージーランド連絡先データクレンジングルール, 48 ページ
• オーストラリア/ニュージーランド企業データクレンジングルール, 51 ページ
• オーストラリア/ニュージーランド一般データクレンジングルール, 52 ページ
• オーストラリア/ニュージーランド一致および重複排除ルール, 53 ページ
• オーストラリア/ニュージーランド複合ルール, 55 ページ
• オーストラリア/ニュージーランドデモンストレーションマッピング, 58 ページ

オーストラリア/ニュージーランドアクセラレータの概要
オーストラリア/ニュージーランドアクセラレータ内のルールは、オーストラリアとニュージーランド内の組織
からのデータの検証と改善に使用します。
オーストラリア/ニュージーランドアクセラレータには、以下のデータ品質処理を実行するルールが含まれてい
ます。
• 住所データクレンジング
• 連絡先データクレンジング
• 企業データクレンジング
• 一般データクレンジング
• 一致および重複排除
このアクセラレータは、コアアクセラレータでインストールされるデータクレンジングルールに依存します。
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オーストラリア/ニュージーランド住所データクレンジングルール
住所データクレンジングルールは、住所データを解析、標準化、および検証するために使用します。
住所データクレンジングルールは、以下のリポジトリの場所にインストールされます。
[Informatica_DQ_Content]\Rules\Address_Data_Cleansing
以下の表に、オーストラリア/ニュージーランドアクセラレータ内の住所データクレンジングルールを示しま
す。

名前 説明
rule_AUS_Address_Parse_Hy
brid

構造化されていないオーストラリアの住所を住所要素に解析します。 この
ルールは住所を検証しません。 このルールは、アドレスバリデータトラン
スフォーメーションの混合入力ポートに入力アドレスフィールドを接続で
きる場合に使用します。

rule_AUS_Address_Parse_Mu
ltiline

構造化されていないオーストラリアの住所を住所要素に解析します。 この
ルールは住所を検証しません。 このルールは、アドレスバリデータトラン
スフォーメーションの複数行入力ポートに入力アドレスフィールドを接続
できる場合に使用します。

rule_AUS_Address_Validation
_Discrete_w_Geocoding

オーストラリアの住所の配達可能性を検証し、各出力住所に緯度と経度の
座標を追加します。 このルールは、可能な場合、入力アドレス内のエラー
を修正します。 このルールは、アドレスバリデータトランスフォーメーシ
ョンの個別入力ポートに入力アドレスフィールドを接続できる場合に使用
します。

rule_AUS_Address_Validation
_Discrete

オーストラリアの住所の配達可能性を検証します。このルールは、可能な
場合、入力アドレス内のエラーを修正します。 このルールは、アドレスバ
リデータトランスフォーメーションの個別入力ポートに入力アドレスフィ
ールドを接続できる場合に使用します。

rule_AUS_Address_Validation
_Hybrid_w_Geocoding

オーストラリアの住所の配達可能性を検証し、各出力住所に緯度と経度の
座標を追加します。 このルールは、可能な場合、入力アドレス内のエラー
を修正します。 このルールは、アドレスバリデータトランスフォーメーシ
ョンの混合入力ポートに入力アドレスフィールドを接続できる場合に使用
します。

rule_AUS_Address_Validation
_Hybrid

オーストラリアの住所の配達可能性を検証します。このルールは、可能な
場合、入力アドレス内のエラーを修正します。 このルールは、アドレスバ
リデータトランスフォーメーションの混合入力ポートに入力アドレスフィ
ールドを接続できる場合に使用します。

rule_AUS_Address_Validation
_Multiline_w_Geocoding

オーストラリアの住所の配達可能性を検証し、各出力住所に緯度と経度の
座標を追加します。 このルールは、可能な場合、入力アドレス内のエラー
を修正します。 このルールは、アドレスバリデータトランスフォーメーシ
ョンの複数行入力ポートに入力アドレスフィールドを接続できる場合に使
用します。

rule_AUS_Address_Validation
_Multiline

オーストラリアの住所の配達可能性を検証します。このルールは、可能な
場合、入力アドレス内のエラーを修正します。 このルールは、アドレスバ
リデータトランスフォーメーションの複数行入力ポートに入力アドレスフ
ィールドを接続できる場合に使用します。

オーストラリア/ニュージーランド住所データクレンジングルール       47



名前 説明
rule_NZL_Address_Parse_Hy
brid

構造化されていないニュージーランドの住所を住所要素に解析します。 こ
のルールは住所を検証しません。 このルールは、アドレスバリデータトラ
ンスフォーメーションの混合入力ポートに入力アドレスフィールドを接続
できる場合に使用します。

rule_NZL_Address_Parse_Mul
tiline

構造化されていないニュージーランドの住所を住所要素に解析します。 こ
のルールは住所を検証しません。 このルールは、アドレスバリデータトラ
ンスフォーメーションの複数行入力ポートに入力アドレスフィールドを接
続できる場合に使用します。

rule_NZL_Address_Validation
_Discrete_w_Geocoding

ニュージーランドの住所の配達可能性を検証し、各出力住所に緯度と経度
の座標を追加します。 このルールは、可能な場合、入力アドレス内のエラ
ーを修正します。 このルールは、アドレスバリデータトランスフォーメー
ションの個別入力ポートに入力アドレスフィールドを接続できる場合に使
用します。

rule_NZL_Address_Validation
_Discrete

ニュージーランドの住所の配達可能性を検証します。このルールは、可能
な場合、入力アドレス内のエラーを修正します。 このルールは、アドレス
バリデータトランスフォーメーションの個別入力ポートに入力アドレスフ
ィールドを接続できる場合に使用します。

rule_NZL_Address_Validation
_Hybrid_w_Geocoding

ニュージーランドの住所の配達可能性を検証し、各出力住所に緯度と経度
の座標を追加します。 このルールは、可能な場合、入力アドレス内のエラ
ーを修正します。 このルールは、アドレスバリデータトランスフォーメー
ションの混合入力ポートに入力アドレスフィールドを接続できる場合に使
用します。

rule_NZL_Address_Validation
_Hybrid

ニュージーランドの住所の配達可能性を検証します。このルールは、可能
な場合、入力アドレス内のエラーを修正します。 このルールは、アドレス
バリデータトランスフォーメーションの混合入力ポートに入力アドレスフ
ィールドを接続できる場合に使用します。

rule_NZL_Address_Validation
_Multiline_w_Geocoding

ニュージーランドの住所の配達可能性を検証し、各出力住所に緯度と経度
の座標を追加します。 このルールは、可能な場合、入力アドレス内のエラ
ーを修正します。 このルールは、アドレスバリデータトランスフォーメー
ションの複数行入力ポートに入力アドレスフィールドを接続できる場合に
使用します。

rule_NZL_Address_Validation
_Multiline

ニュージーランドの住所の配達可能性を検証します。このルールは、可能
な場合、入力アドレス内のエラーを修正します。 このルールは、アドレス
バリデータトランスフォーメーションの複数行入力ポートに入力アドレス
フィールドを接続できる場合に使用します。

オーストラリア/ニュージーランド連絡先データクレンジングルール
連絡先データクレンジングルールは、ビジネス上の連絡先や個人についてのデータをパース、標準化、および
検証するために使用します。
連絡先データクレンジングルールは、以下のリポジトリの場所にインストールされます。
[Informatica_DQ_Content]\Rules\Contact_Data_Cleansing
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以下の表に、オーストラリア/ニュージーランドアクセラレータ内の連絡先データクレンジングルールを示しま
す。

名前 説明
rule_AUS_Driver_Licence_Nu
mber_Validation

オーストラリアの運転免許証番号を、長さとパターンの要件に基づいて検
証します。

rule_AUS_Gender_Assignmen
t

名に応じて性別を割り当てます。 このルールは、男性名には「M」、女性
名には「F」、性別が不明な場合には「U」を返します。 例えば、「John 
Smith」という名前には、男性であることを示す「M」を性別として割り
当てます。

rule_AUS_Given_Name_Stan
dard

オーストラリアのニックネームから名を生成します。

rule_AUS_Multi_Person_Nam
e_Parse

人名の値を個別のポートにパースします。ルールによって、役職、名、ミ
ドルネーム、姓などの値のポートが作成されます。
ルールの出力には、レコードの個人のフルネームを含むポートが含まれま
す。フルネームのポートは、ID 照合分析マッピングの一致トランスフォー
メーションへの入力として使用できます。
名前のデータで複数の個人が識別されると、ルールは各フルネームに対し
て出力ポートを作成します。例えば、ルールは「John and Jane Smith」
という名前を読み込み、「John Smith」と「Jane Smith」の出力ポートを
作成できます。

rule_AUS_Personal_Name_P
arsing_FML

人名の値を個別のポートにパースします。
ルールによって、以下の順序でポートが作成されます。
- 名、ミドルネーム、姓
ルールの出力には、レコードの個人のフルネームを含むポートも含まれま
す。フルネームのポートは、ID 照合分析マッピングの一致トランスフォー
メーションへの入力として使用できます。

rule_AUS_Personal_Name_P
arsing_LFM

人名の値を個別のポートにパースします。
ルールによって、以下の順序でポートが作成されます。
- 姓、名、ミドルネーム
ルールの出力には、レコードの個人のフルネームを含むポートも含まれま
す。フルネームのポートは、ID 照合分析マッピングの一致トランスフォー
メーションへの入力として使用できます。

rule_AUS_Phone_Number_P
arse

文字列からオーストラリアの電話番号をパースします。 このルールは、右
から左の順で、データ内の最初の電話番号をパースします。
このルールは、先頭のゼロ、国際通話コード、またはハッシュ記号で始ま
る内線番号を使用する電話番号を認識します。 このルールは、プラス記
号、丸括弧、およびハッシュ記号の各句読記号を処理します。 このルール
を実行する前に、ダブルスペースなど、その他のすべての句読点を削除し
ます。
このルールは電話番号を返し、電話番号が削除された入力テキストを含む
文字列も返します。

rule_AUS_Phone_Number_St
andardization

オーストラリアの電話番号を国際通話および域内通話のフォーマットに標
準化します。 このルールは、先頭のゼロ、国際通話コード、またはハッシ
ュ記号で始まる内線番号を使用する電話番号を認識します。

rule_AUS_Phone_Number_V
alidation

オーストラリアの電話番号の市外局番と長さを検証します。 このルール
は、電話番号の地域に加えて、市外局番と電話番号の長さが有効であるか
どうかを示すコードを返します。
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名前 説明
rule_AUS_Tax_File_Number_
Parse

オーストラリアの納税者番号（TFN）をパースします。

rule_AUS_Tax_File_Number_
Standardization

オーストラリアの納税者番号（TFN）を標準化します。標準化されたフォ
ーマットを設定するには、dq_Format_TFN 式トランスフォーメーション
の TFN_Format 式変数を編集します。デフォルトは「No_punctuation」
です。

rule_AUS_Tax_File_Number_
Validation

オーストラリアの納税者番号（TFN）を、そのチェックデジットに基づい
て検証します。

rule_NZL_Gender_Assignmen
t

ニュージーランドの名に応じて性別を割り当てます。このルールは、男性
名には「M」、女性名には「F」、性別が不明な場合には「U」を返します。 
例えば、「John Smith」という名前には、男性であることを示す「M」を
性別として割り当てます。

rule_NZL_Given_Name_Stan
dard

ニュージーランドのニックネームから名を生成します。

rule_NZL_IRD_Number_Parse 9 桁の数値文字列をニュージーランドの税務署番号（IRD）としてパースし
ます。

rule_NZL_IRD_Number_Stan
dardization

ニュージーランドの税務署番号（IRD）を標準化します。標準化されたフ
ォーマットを設定するには、dq_Format_IRD 式トランスフォーメーショ
ンの IRD_Format 式変数を編集します。デフォルトは「No_punctuation」
です。このルールでは、入力が 9 桁の文字列である必要があります。

rule_NZL_IRD_Number_Valid
ate

ニュージーランドの税務署番号（IRD）を、そのチェックデジットに基づ
いて検証します。

rule_NZL_Phone_Number_P
arse

文字列からニュージーランドの電話番号をパースします。 このルールは、
右から左の順で、データ内の最初の電話番号をパースします。
このルールは、先頭のゼロ、国際通話コード、またはハッシュ記号で始ま
る内線番号を使用する電話番号を認識します。 このルールは、プラス記
号、丸括弧、およびハッシュ記号の各句読記号を処理します。 このルール
を実行する前に、ダブルスペースなど、その他のすべての句読点を削除し
ます。
このルールは電話番号を返し、電話番号が削除された入力テキストを含む
文字列も返します。

rule_NZL_Phone_Number_St
andardization

ニュージーランドの電話番号を国際通話および域内通話のフォーマットに
標準化します。 このルールは、先頭のゼロ、国際通話コード、またはハッ
シュ記号で始まる内線番号を使用する電話番号を認識します。

rule_NZL_Phone_Number_Va
lidation

ニュージーランドの電話番号の市外局番と長さを検証します。 このルール
は、電話番号の地域に加えて、市外局番と電話番号の長さが有効であるか
どうかを示すコードを返します。
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名前 説明
rule_Prename_Assignment 性別に応じて敬称を生成します。female_prename 式変数を Ms.から Mrs.

に変更できます。
rule_Salutation_Assignment 名および名前トークンから正式なあいさつと略式のあいさつを生成しま

す。例えば、入力データに「Mr. John Smith」が含まれる場合、正式なあ
いさつ「Dear Mr. Smith,」と、略式のあいさつ「Dear John,」を生成しま
す。敬称と句読点を変更するには、dq_Generate_Salutation 式トランス
フォーメーションの変数を編集します。

コア連絡先データクレンジングルールへの依存
オーストラリア/ニュージーランドアクセラレータは、コアアクセラレータの以下の連絡先データクレンジング
ルールに依存します。
• rule_Email_Validation
これらのルールの詳細については、「コア連絡先データクレンジングルール」  (ページ 22)を参照してください。

オーストラリア/ニュージーランド企業データクレンジングルール
企業データクレンジングルールは、データを解析、標準化、および検証するために使用します。
企業データクレンジングルールは、以下のリポジトリの場所にインストールされます。
[Informatica_DQ_Content]\Rules\Corporate_Data_Cleansing
以下の表に、オーストラリア/ニュージーランドアクセラレータ内の企業データクレンジングルールを示しま
す。

名前 説明
rule_AUS_Business_Number_
Parse

11 桁の数値文字列をオーストラリア企業番号（ABN）として解析します。

rule_AUS_Business_Number_
Standardize

オーストラリア企業番号（ABN）を NN NNN NNN NNN フォーマットに標
準化します。 このルールでは、入力が 11 桁の文字列である必要がありま
す。

rule_AUS_Business_Number_
Validation

オーストラリア企業番号（ABN）を、そのチェックデジットに基づいて検
証します。

rule_AUS_Company_Name_S
tandardization

会社名をオーストラリアの参照テーブルの値に標準化します。

オーストラリア/ニュージーランド企業データクレンジングルール       51



オーストラリア/ニュージーランド一般データクレンジングルール
一般データクレンジングルールは、入力フィールドに含まれている情報の種類を識別する場合に使用します。
一般データクレンジングルールは、以下のリポジトリの場所にインストールされます。
[Informatica_DQ_Content]\Rules\General_Data_Cleansing
以下の表に、オーストラリア/ニュージーランドアクセラレータ内の一般データクレンジングルールを示しま
す。

名前 説明
rule_AUS_NZL_NER_Field_Identification 入力フィールドに含まれる情報の種類を特定します。このルー

ルは、名前、個人 ID、会社名、日付、およびオーストラリアと
ニュージーランドの住所データを特定できます。 このルール
は、入力データの種類を表すラベルを返します。 このルール
は、確率的な照合方法を使用して情報の種類を特定します。

コアの一般データのクレンジングルールに対する依存
オーストラリア/ニュージーランドアクセラレータは、コアアクセラレータの以下の一般データクレンジングル
ールに依存します。
• rule_Assign_DQ_90_GeocodingStatus_Description
• rule_Assign_DQ_90_Mailability_Score_Description
• rule_Assign_DQ_90_Match_Code_Descriptions
• rule_Remove_Extra_Spaces
• rule_Remove_Hyphen
• rule_Remove_Leading_Zero
• rule_Remove_Period_Parentheses
• rule_Remove_Punctuation
• rule_Remove_Punctuation_and_Space
• rule_Remove_Space
• rule_Replace_Limited_Punct_with_Space
• rule_UpperCase
これらのルールの詳細については、「コア一般データクレンジングルール」  (ページ 23)を参照してください。

52       第 4 章: オーストラリア/ニュージーランドアクセラレータ



オーストラリア/ニュージーランド一致および重複排除ルール
オーストラリア/ニュージーランドアクセラレータ内の一致および重複排除ルールは、データセット内のレコー
ド同士がどの程度似ているかを測定するために使用します。
一致および重複排除ルールは、以下のリポジトリの場所にインストールされます。
[Informatica_DQ_Content]\Rules\Matching_Deduplication
以下の表に、オーストラリア/ニュージーランドアクセラレータ内の一致および重複排除ルールを示します。

名前 説明
mplt_AUS_Firstname_and_T
FN_Match

フィールド照合ストラテジを使用して、納税者番号（TFN）と名に基づい
て、オーストラリアのデータ内の重複する行を特定します。 このマップレ
ットは、TFN データからグループキーを生成します。

mplt_AUS_IMO_Company_N
ame_and_Address_Match

ID 照合ストラテジを使用して、会社名と住所に基づいて、オーストラリア
のデータの重複する行を特定します。このマップレットは、郵便番号デー
タからグループキーを生成します。

mplt_AUS_IMO_Familyname
_and_Address_Match

ID 照合ストラテジを使用して、姓と住所に基づいて、オーストラリアのデ
ータ内の重複する行を特定します。 このマップレットは、郵便番号データ
からグループキーを生成します。

mplt_AUS_IMO_Individual_N
ame_and_Address_Match

ID 照合ストラテジを使用して、人名と住所に基づいて、オーストラリアの
データ内の重複する行を特定します。 このマップレットは、郵便番号デー
タからグループキーを生成します。

mplt_AUS_IMO_Personal_Na
me_and_Data_Match

ID 照合ストラテジを使用して、人名と個人データに基づいて、オーストラ
リアのデータ内の重複する行を特定します。 個人データカラムのフィール
ドには、電話番号、電子メール、納税者番号などの、単一の種類のデータ
が含まれている必要があります。 このマップレットは、個人データからグ
ループキーを生成します。

mplt_AUS_Individual_Name_
and_Address_Match

フィールド照合ストラテジを使用して、人名とオーストラリアの住所デー
タに基づいて、重複する行を特定します。 このマップレットは、姓の値と
郵便番号の値に含まれる文字の組み合わせを使用し、グループキーを生成
します。

mplt_AUS_Individual_Name_
and_Date_Match

フィールド照合ストラテジを使用して、オーストラリアの人名と日付に基
づいて、重複する行を特定します。 このマップレットは、日付データから
グループキーを生成します。

mplt_AUS_Individual_Name_
and_Email_Match

フィールド照合ストラテジを使用して、電子メールアドレスとオーストラ
リアの人名に基づいて、重複する行を特定します。 このマップレットは、
電子メールアドレスデータからグループキーを生成します。

mplt_AUS_Individual_Name_
and_Phone_Match

フィールド照合ストラテジを使用して、オーストラリアの人名と電話番号
に基づいて、重複する行を特定します。 このマップレットは、電話番号デ
ータからグループキーを生成します。

mplt_AUS_Individual_Name_
and_TFN_Match

フィールド照合ストラテジを使用して、納税者番号（TFN）と人名に基づ
いて、オーストラリアのデータ内の重複する行を特定します。 このマップ
レットは、TFN データからグループキーを生成します。
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名前 説明
mplt_AUS_Individual_Name_
Match

フィールド照合ストラテジを使用して、オーストラリアの人名に基づい
て、重複する行を特定します。 このマップレットは、姓の値から NYSIIS
コードを生成し、それらの NYSIIS コードをグループキーとして使用しま
す。

mplt_AUS_NZL_Company_N
ame_and_Address_Match

フィールド照合ストラテジを使用して、オーストラリアおよびニュージー
ランドの会社名と住所データに基づいて、重複する行を特定します。 この
マップレットは、会社名の値と郵便番号の値に含まれる文字の組み合わせ
を使用し、グループキーを生成します。

mplt_AUS_NZL_Familyname
_and_Address_Match

フィールド照合ストラテジを使用して、オーストラリアおよびニュージー
ランドの姓と住所データに基づいて、重複する行を特定します。 このマッ
プレットは、姓の値と郵便番号の値に含まれる文字の組み合わせを使用
し、グループキーを生成します。

mplt_Company_Name_Matc
h

フィールド照合ストラテジを使用して、会社名に基づいて、重複する行を
特定します。 このマップレットは、会社名の値から Soundex コードを生
成し、その Soundex コードをグループキーとして使用します。

mplt_NZL_Firstname_and_IR
D_Match

フィールド照合ストラテジを使用して、税務署（IRD）番号と名に基づい
てニュージーランドデータ内の重複する行を特定します。 このマップレッ
トは、IRD 番号からグループキーを生成します。

mplt_NZL_IMO_Company_N
ame_and_Address_Match

ID 照合ストラテジを使用して、会社名と住所に基づいて、ニュージーラン
ドデータ内の重複する行を特定します。 このマップレットは、郵便番号デ
ータからグループキーを生成します。

mplt_NZL_IMO_Familyname_
and_Address_Match

ID 照合ストラテジを使用して、姓と住所に基づいて、ニュージーランドデ
ータ内の重複する行を特定します。 このマップレットは、郵便番号データ
からグループキーを生成します。

mplt_NZL_IMO_Individual_N
ame_and_Address_Match

ID 照合ストラテジを使用して、人名と住所に基づいて、ニュージーランド
データ内の重複する行を特定します。 このマップレットは、郵便番号デー
タからグループキーを生成します。

mplt_NZL_IMO_Personal_Na
me_and_Data_Match

ID 照合ストラテジを使用して、人名と個人データに基づいて、ニュージー
ランドデータ内の重複する行を特定します。 個人データカラムのフィール
ドには、電話番号、電子メール、税務署番号などの、単一の種類のデータ
が含まれている必要があります。 このマップレットは、個人データからグ
ループキーを生成します。

mplt_NZL_Individual_Name_
and_Address_Match

フィールド照合ストラテジを使用して、人名とニュージーランド住所デー
タに基づいて、重複する行を特定します。 このマップレットは、姓の値と
郵便番号の値に含まれる文字の組み合わせを使用し、グループキーを生成
します。

mplt_NZL_Individual_Name_
and_Date_Match

フィールド照合ストラテジを使用して、ニュージーランドの人名と日付に
基づいて、重複する行を特定します。 このマップレットは、日付データか
らグループキーを生成します。

mplt_NZL_Individual_Name_
and_Email_Match

フィールド照合ストラテジを使用して、電子メールアドレスとニュージー
ランドの人名に基づいて、重複する行を特定します。 このマップレット
は、電子メールアドレスデータからグループキーを生成します。

mplt_NZL_Individual_Name_
and_IRD_Match

フィールド照合ストラテジを使用して、ニュージーランドの人名と税務署
（IRD）番号に基づいて、重複する行を特定します。 このマップレットは、

IRD 番号からグループキーを生成します。
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名前 説明
mplt_NZL_Individual_Name_
and_Phone_Match

フィールド照合ストラテジを使用して、ニュージーランドの人名と電話番
号に基づいて、重複する行を特定します。 このマップレットは、電話番号
データからグループキーを生成します。

mplt_NZL_Individual_Name_
Match

フィールド照合ストラテジを使用して、ニュージーランドの人名に基づい
て、重複する行を特定します。 このマップレットは、姓の値から NYSIIS
コードを生成し、それらの NYSIIS コードをグループキーとして使用しま
す。

rule_AUS_NZL_Company_Na
me_and_Address_MatchScor
e

オーストラリアおよびニュージーランドの会社名と住所に基づいて、マッ
チ率を生成します。

rule_AUS_NZL_Familyname_
and_Address_MatchScore

オーストラリアおよびニュージーランドの姓と住所に基づいて、マッチ率
を生成します。

rule_AUS_NZL_Firstname_an
d_PID_MatchScore

名と個人識別番号に基づいてマッチ率を生成します。

rule_AUS_NZL_Individual_Na
me_and_Address_MatchScor
e

オーストラリアおよびニュージーランドの人名と住所に基づいて、マッチ
率を生成します。

rule_AUS_NZL_Individual_Na
me_and_PID_MatchScore

人名と個人識別番号に基づいてマッチ率を生成します。

rule_Company_Name_Match
Score

会社名に基づいてマッチ率を生成します。

rule_Individual_Name_and_
Date_MatchScore

人名と日付に基づいてマッチ率を生成します。

rule_Individual_Name_and_E
mail_MatchScore

人名と電子メールアドレスに基づいてマッチ率を生成します。

rule_Individual_Name_and_P
hone_MatchScore

人名と電話番号に基づいてマッチ率を生成します。

rule_Individual_Name_Match
Score

人名に基づいてマッチ率を生成します。

オーストラリア/ニュージーランド複合ルール
オーストラリア/ニュージーランドアクセラレータ内の複合ルールは、単一のマッピング内の事前設定された一
式のルールを実行するために使用します。 これらの複合ルールは、オーストラリア/ニュージーランドアクセ
ラレータ内のルールを使用します。
これらの複合ルールは、以下のリポジトリの場所にインストールされます。
[Informatica_DQ_Content]\Rules\Composite_Rules
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オーストラリアの連絡先データの複合ルール
以下の表に、オーストラリア/ニュージーランドアクセラレータ内の、オーストラリアの連絡先データの複合ル
ールを示します。

名前 説明
rule_AUS_Contact_Data オーストラリアの連絡先データ（住所、電話番号、納税者番号など）を解析、

標準化、および検証します。

以下の表に、オーストラリアの連絡先データの複合ルールに含まれるルールの名前とリポジトリの場所を示し
ます。

ルール 場所
Case_Converter 再利用不可能なトランスフォーメーション
rule_Assign_DQ_90_Mailability_Score_Description [Informatica_DQ_Content]\Rules

\General_Data_Cleansing
rule_AUS_Address_Validation_Hybrid [Informatica_DQ_Content]\Rules

\Address_Data_Cleansing
rule_AUS_Company_Name_Standardization [Informatica_DQ_Content]\Rules

\Corporate_Data_Cleansing
rule_AUS_Gender_Assignment [Informatica_DQ_Content]\Rules

\Contact_Data_Cleansing
rule_AUS_Multi_Person_Name_Parse [Informatica_DQ_Content]\Rules

\Contact_Data_Cleansing
rule_AUS_Phone_Number_Standardization [Informatica_DQ_Content]\Rules

\Contact_Data_Cleansing
rule_AUS_Phone_Number_Validation [Informatica_DQ_Content]\Rules

\Contact_Data_Cleansing
rule_AUS_Tax_File_Number_Standardization [Informatica_DQ_Content]\Rules

\Contact_Data_Cleansing
rule_Email_Validation [Informatica_DQ_Content]\Rules

\Contact_Data_Cleansing
rule_Prename_Assignment [Informatica_DQ_Content]\Rules

\Contact_Data_Cleansing
rule_Salutation_Assignment [Informatica_DQ_Content]\Rules

\Contact_Data_Cleansing
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ニュージーランド連絡先データの複合ルール
以下の表に、オーストラリア/ニュージーランドアクセラレータ内の、ニュージーランドの連絡先データの複合
ルールを示します。

名前 説明
rule_NZL_Contact_Data ニュージーランドの連絡先データ（住所、電話番号、税務署（IRD）番号など）

を解析、標準化、および検証します。

以下の表に、ニュージーランドの連絡先データの複合ルールに含まれるルールの名前とリポジトリの場所を示
します。

ルール 場所
Case_Converter 再利用不可能なトランスフォーメーション
rule_Assign_DQ_90_Mailability_Score_Description [Informatica_DQ_Content]\Rules

\General_Data_Cleansing
rule_AUS_Company_Name_Standardization [Informatica_DQ_Content]\Rules

\Corporate_Data_Cleansing
rule_AUS_Multi_Person_Name_Parse [Informatica_DQ_Content]\Rules

\Contact_Data_Cleansing
rule_Email_Validation [Informatica_DQ_Content]\Rules

\Contact_Data_Cleansing
rule_NZL_Address_Standardization [Informatica_DQ_Content]\Rules

\Address_Data_Cleansing
rule_NZL_Gender_Assignment [Informatica_DQ_Content]\Rules

\Contact_Data_Cleansing
rule_NZL_IRD_Number_Standardization [Informatica_DQ_Content]\Rules

\Contact_Data_Cleansing
rule_NZL_IRD_Number_Validate [Informatica_DQ_Content]\Rules

\Contact_Data_Cleansing
rule_NZL_Phone_Number_Standardization [Informatica_DQ_Content]\Rules

\Contact_Data_Cleansing
rule_NZL_Phone_Number_Validation [Informatica_DQ_Content]\Rules

\Contact_Data_Cleansing
rule_Prename_Assignment [Informatica_DQ_Content]\Rules

\Contact_Data_Cleansing
rule_Salutation_Assignment [Informatica_DQ_Content]\Rules

\Contact_Data_Cleansing
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オーストラリア/ニュージーランドデモンストレーションマッピング
オーストラリア/ニュージーランドアクセラレータ内のデモンストレーションマッピングは、複数のルールを使
用してデータ品質処理を示します。
これらのデモンストレーションマッピングは、以下のリポジトリの場所にインストールされます。
[Informatica_DQ_Content]\Rules_Demo\AUS_NZL_Accelerator
このアクセラレータには、以下のデモンストレーションマッピングが含まれます。
m_AUS_customer_data_demo

オーストラリアおよびニュージーランドのデータを解析、標準化、および検証します。
m_AUS_customer_matching_demo

オーストラリアおよびニュージーランドからの ID データを解析して標準化し、データの ID 照合分析を行
います。
このマッピングは、以下のデータの組み合わせを分析し、それぞれの組み合わせの一致クラスタを生成し
ます。
• 人名と住所データ
• 人名と電話番号
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第  5  章

ブラジルアクセラレータ
この章では、以下の項目について説明します。
• ブラジルアクセラレータの概要, 59 ページ
• ブラジル住所データクレンジングルール, 59 ページ
• ブラジル連絡先データクレンジングルール, 60 ページ
• ブラジル企業データクレンジングルール, 62 ページ
• ブラジル一般データクレンジングルール, 62 ページ
• ブラジル一致および重複排除ルール, 63 ページ
• ブラジル複号ルール, 64 ページ
• ブラジルデモンストレーションマッピング, 65 ページ

ブラジルアクセラレータの概要
ブラジルアクセラレータ内のルールは、ブラジルの組織からのデータの検証と改善に使用します。
ブラジルアクセラレータには、以下のデータ品質処理を実行するルールが含まれています。
• 住所データクレンジング
• 連絡先データクレンジング
• 企業データクレンジング
• 一般データクレンジング
• 一致および重複排除
このアクセラレータは、コアアクセラレータでインストールされるデータクレンジングに依存します。

ブラジル住所データクレンジングルール
住所データクレンジングルールは、住所データを解析、標準化、および検証するために使用します。
住所データクレンジングルールは、以下のリポジトリの場所にインストールされます。
[Informatica_DQ_Content]\Rules\Address_Data_Cleansing

59



以下の表に、ブラジルアクセラレータ内の住所データクレンジングルールを示します。

名前 説明
rule_BRA_Address_Parse_Hy
brid

構造化されていないブラジルの住所を住所要素に解析します。 このルール
は住所を検証しません。 このルールは、アドレスバリデータトランスフォ
ーメーションの混合入力ポートに入力アドレスフィールドを接続できる場
合に使用します。

rule_BRA_Address_Parse_Mul
tiline

構造化されていないブラジルの住所を住所要素に解析します。 このルール
は住所を検証しません。 このルールは、アドレスバリデータトランスフォ
ーメーションの複数行入力ポートに入力アドレスフィールドを接続できる
場合に使用します。

rule_BRA_Address_Validation
_Discrete_w_Geocoding

ブラジルの住所の配達可能性を検証し、各出力住所に緯度と経度の座標を
追加します。 このルールは、可能な場合、入力アドレス内のエラーを修正
します。 このルールは、アドレスバリデータトランスフォーメーションの
個別入力ポートに入力アドレスフィールドを接続できる場合に使用しま
す。

rule_BRA_Address_Validation
_Discrete

ブラジルの住所の配達可能性を検証します。このルールは、可能な場合、
入力アドレス内のエラーを修正します。 このルールは、アドレスバリデー
タトランスフォーメーションの個別入力ポートに入力アドレスフィールド
を接続できる場合に使用します。

rule_BRA_Address_Validation
_Hybrid_w_Geocoding

ブラジルの住所の配達可能性を検証し、各出力住所に緯度と経度の座標を
追加します。 このルールは、可能な場合、入力アドレス内のエラーを修正
します。 このルールは、アドレスバリデータトランスフォーメーションの
混合入力ポートに入力アドレスフィールドを接続できる場合に使用しま
す。

rule_BRA_Address_Validation
_Hybrid

ブラジルの住所の配達可能性を検証します。このルールは、可能な場合、
入力アドレス内のエラーを修正します。 このルールは、アドレスバリデー
タトランスフォーメーションの混合入力ポートに入力アドレスフィールド
を接続できる場合に使用します。

rule_BRA_Address_Validation
_Multiline_w_Geocoding

ブラジルの住所の配達可能性を検証し、各出力住所に緯度と経度の座標を
追加します。 このルールは、可能な場合、入力アドレス内のエラーを修正
します。 このルールは、アドレスバリデータトランスフォーメーションの
複数行入力ポートに入力アドレスフィールドを接続できる場合に使用しま
す。

rule_BRA_Address_Validation
_Multiline

ブラジルの住所の配達可能性を検証します。このルールは、可能な場合、
入力アドレス内のエラーを修正します。 このルールは、アドレスバリデー
タトランスフォーメーションの複数行入力ポートに入力アドレスフィール
ドを接続できる場合に使用します。

ブラジル連絡先データクレンジングルール
連絡先データクレンジングルールは、ビジネス上の連絡先や個人についてのデータをパース、標準化、および
検証するために使用します。
連絡先データクレンジングルールは、以下のリポジトリの場所にインストールされます。
[Informatica_DQ_Content]\Rules\Contact_Data_Cleansing
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以下の表に、ブラジルアクセラレータ内の連絡先データクレンジングルールを示します。

名前 説明
rule_BRA_Gender_Assignmen
t

名に応じて性別を割り当てます。このルールは、男性名には「M」、女性名
には「F」、性別が不明な場合には「U」を返します。 例えば、「Joao 
Coelho」という名前には、男性であることを示す「M」を性別として割り
当てます。

rule_BRA_Given_Name_Stan
dard

ブラジルのニックネームから名を生成します。

rule_BRA_Personal_CPF_Vali
dation

Cadastro de Pessoas Físicas（CPF）番号のチェックデジットを検証しま
す。

rule_BRA_Personal_Name_P
arse_Validate

人名の値を個別のポートにパースします。ルールによって、役職、名、ミ
ドルネーム、姓などの値のポートが作成されます。ルールは、名前に会社
名の可能性があるかどうかも示し、名前のスペルを検証します。
ルールの出力には、レコードの個人のフルネームを含むポートが含まれま
す。フルネームのポートは、ID 照合分析マッピングの一致トランスフォー
メーションへの入力として使用できます。

rule_BRA_Personal_PIS_PAS
EP_Validation

ブラジルの社会保険番号を検証します。

rule_BRA_Personal_Voter_Re
gistration_Validation

ブラジルの投票者登録番号のチェックデジットを検証します。

rule_BRA_Phone_Number_P
arse

文字列からブラジルの電話番号をパースします。 このルールは、左から右
の順で、データ内の最初の電話番号をパースします。 このルールは電話番
号を返し、電話番号が削除された入力テキストを含む文字列も返します。

rule_BRA_Phone_Number_St
andardization

ブラジルの電話番号を標準化します。 このルールは、次のフォーマットの
電話番号を返します。
- 標準 - nn nnnn nnnn
- ダッシュ - nn-nnnn-nnnn
- スペースなし - nnnnnnnnnn

rule_BRA_Phone_Validatatio
n

ブラジルの電話番号の市外局番と長さを検証します。 このルールは、市外
局番と電話番号の長さが有効であるかどうかを示すコードを返します。

rule_BRA_Prename_Assignm
ent

性別に応じて敬称を生成します。female_prename 式変数を「Sra」から
「Sta」に変更できます。

rule_BRA_Salutation_Assign
ment

名および名前トークンから正式なあいさつと略式のあいさつを生成しま
す。例えば、入力データに「Sr. Joao Coelho」が含まれる場合、正式なあ
いさつ「Prezado Sr. Coelho,」と、略式のあいさつ「Prezado Joao,」を生
成します。 敬称と句読点を変更するには、dq_Generate_Salutation 式ト
ランスフォーメーションの変数を編集します。

コア連絡先データクレンジングルールへの依存
ブラジルアクセラレータは、コアアクセラレータの以下の連絡先データクレンジングルールに依存します。
• rule_Email_Parse_Into_Mailbox_Domain
• rule_Email_Validation
これらのルールの詳細については、「コア連絡先データクレンジングルール」  (ページ 22)を参照してください。
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ブラジル企業データクレンジングルール
ブラジルアクセラレータ内の企業データクレンジングルールは、企業データを検証するために使用します。
企業データクレンジングルールは、以下のリポジトリの場所にインストールされます。
[Informatica_DQ_Content]\Rules\Corporate_Data_Cleansing
以下の表に、ブラジルアクセラレータ内の企業データクレンジングルールを示します。

名前 説明
rule_BRA_Company_CNPJ_V
alidation

Cadastro Nacional da Pessoa Jurídica（CPNJ）番号を検証します。CPNJ
番号は、ブラジルの企業を識別します。

rule_BRA_Company_Suffix_S
tandardization

ブラジルの企業のサフィックスを標準化します。

ブラジル一般データクレンジングルール
一般データクレンジングルールは、入力フィールドに含まれている情報の種類を識別する場合に使用します。
一般データクレンジングルールは、以下のリポジトリの場所にインストールされます。
[Informatica_DQ_Content]\Rules\General_Data_Cleansing
以下の表に、ブラジルアクセラレータ内の一般データクレンジングルールを示します。

名前 説明
rule_BRA_NER_Field_Identification 入力フィールドに含まれる情報の種類を特定します。このルールは、

名前、個人 ID、会社名、日付、およびブラジルの住所データを特定
できます。 このルールは、入力データの種類を表すラベルを返しま
す。 このルールは、参照データを使用して情報の種類を特定しま
す。 このルールは、確率的な照合方法を使用して情報の種類を特定
します。

コアの一般データのクレンジングルールに対する依存
ブラジルアクセラレータは、コアアクセラレータの以下の一般データクレンジングルールに依存します。
• rule_Assign_DQ_90_GeocodingStatus_Description
• rule_Assign_DQ_90_Mailability_Score_Description
• rule_Assign_DQ_90_Match_Code_Descriptions
• rule_Remove_Extra_Spaces
• rule_Remove_Non_Numbers
• rule_Remove_Punctuation_and_Space
• rule_Remove_Punctuation
• rule_Replace_Limited_Punct_with_Space
• rule_TitleCase
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• rule_UpperCase
これらのルールの詳細については、「コア一般データクレンジングルール」  (ページ 23)を参照してください。

ブラジル一致および重複排除ルール
一致および重複排除ルールは、データセット内のレコード同士がどの程度似ているかを測定するために使用し
ます。
一致および重複排除ルールは、以下のリポジトリの場所にインストールされます。
[Informatica_DQ_Content]\Rules\Matching_Deduplication
以下の表に、ブラジルアクセラレータ内の一致および重複排除ルールを示します。

名前 説明
mplt_BRA_Company_Name_
and_Address_Match

フィールド照合ストラテジを使用して、会社名とブラジルの住所データに
基づいて、重複する行を特定します。 このマップレットは、会社名の値と
郵便番号の値に含まれる文字の組み合わせを使用し、グループキーを生成
します。

mplt_BRA_Familyname_and_
Address_Match

ID 照合ストラテジを使用して、姓と住所に基づいて、ブラジルのデータ内
の重複する行を特定します。 このマップレットは、姓の値と郵便番号の値
に含まれる文字の組み合わせを使用し、グループキーを生成します。

mplt_BRA_Firstname_and_C
PF_Match

フィールド照合ストラテジを使用し、名と Cadastro de Pessoas Físicas
（CPF）番号に基づいて、重複する行を特定します。 このマップレットは、

CPF 番号からグループキーを生成します。
mplt_BRA_IMO_Company_N
ame_and_Address_Match

ID 照合ストラテジを使用して、会社名と住所に基づいて、ブラジルのデー
タ内の重複する行を特定します。 このマップレットは、郵便番号データか
らグループキーを生成します。

mplt_BRA_IMO_Familyname_
and_Address_Match

ID 照合ストラテジを使用して、姓と住所に基づいて、ブラジルのデータ内
の重複する行を特定します。 このマップレットは、郵便番号データからグ
ループキーを生成します。

mplt_BRA_IMO_Individual_N
ame_and_Address_Match

ID 照合ストラテジを使用して、人名と住所に基づいて、ブラジルのデータ
内の重複する行を特定します。 このマップレットは、郵便番号データから
グループキーを生成します。

mplt_BRA_IMO_Personal_Na
me_and_Data_Match

ID 照合ストラテジを使用して、人名と個人データに基づいて、ブラジルの
データ内の重複する行を特定します。 個人データカラムのフィールドに
は、電話番号、電子メール、Cadastro de Pessoas Físicas 番号などの、単
一の種類のデータが含まれている必要があります。 このマップレットは、
個人データからグループキーを生成します。

mplt_BRA_Individual_Name_
and_Address_Match

フィールド照合ストラテジを使用して、人名とブラジルの住所データに基
づいて、重複する行を特定します。 このマップレットは、姓の値と郵便番
号の値に含まれる文字の組み合わせを使用し、グループキーを生成しま
す。

mplt_BRA_Individual_Name_
and_CPF_Match

フィールド照合ストラテジを使用し、ブラジルの人名と Cadastro de 
Pessoas Físicas（CPF）番号に基づいて、重複する行を特定します。 この
マップレットは、CPF 番号からグループキーを生成します。
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名前 説明
mplt_BRA_Individual_Name_
and_Date_Match

フィールド照合ストラテジを使用して、ブラジルの人名と日付データに基
づいて、重複する行を特定します。 このマップレットは、日付データから
グループキーを生成します。

mplt_BRA_Individual_Name_
and_Email_Match

フィールド照合ストラテジを使用して、ブラジルの人名と電子メールアド
レスに基づいて、重複する行を特定します。 このマップレットは、電子メ
ールアドレスデータからグループキーを生成します。

mplt_BRA_Individual_Name_
and_Phone_Match

フィールド照合ストラテジを使用して、ブラジルの人名と電話番号に基づ
いて、重複する行を特定します。 このマップレットは電話番号から生成さ
れたグループキーを生成します。

mplt_Company_Name_Matc
h

フィールド照合ストラテジを使用して、会社名に基づいて、重複する行を
特定します。 このマップレットは、会社名の値から Soundex コードを生
成し、その Soundex コードをグループキーとして使用します。

rule_BRA_Company_Name_a
nd_Address_MatchScore

会社名とブラジルの住所データに基づいてマッチ率を生成します。

rule_BRA_Familyname_and_
Address_MatchScore

姓とブラジルの住所データに基づいてマッチ率を生成します。

rule_BRA_Firstname_and_CP
F_MatchScore

名と Cadastro de Pessoas Físicas（CPF）番号に基づいてマッチ率を生成
します。

rule_BRA_Individual_Name_a
nd_Address_MatchScore

人名とブラジルの住所データに基づいてマッチ率を生成します。

rule_BRA_Individual_Name_a
nd_CPF_MatchScore

人名とブラジルの住所データに基づいてマッチ率を生成します。

rule_BRA_Individual_Name_a
nd_Phone_MatchScore

人名と電話番号に基づいてマッチ率を生成します。

rule_Company_Name_Match
Score

会社名に基づいてマッチ率を生成します。

rule_Individual_Name_and_
Date_MatchScore

人名と日付に基づいてマッチ率を生成します。

rule_Individual_Name_and_E
mail_MatchScore

人名と電子メールアドレスに基づいてマッチ率を生成します。

ブラジル複号ルール
ブラジルアクセラレータ内の複合ルールは、単一のマッピング内の事前設定された一式のルールを実行するた
めに使用します。 これらの複合ルールは、ブラジルアクセラレータ内のルールを使用します。
これらの複合ルールは、以下のリポジトリの場所にインストールされます。
[Informatica_DQ_Content]\Rules\Composite_Rules
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連絡先データの複合ルール
以下の表に、ブラジルアクセラレータ内の、ブラジルの連絡先データの複合ルールを示します。

名前 説明
rule_BRA_Contact_Data ブラジルの連絡先データ（住所、電話番号、Cadastro de Pessoas Físicas（CPF）

番号など）を解析、標準化、および検証します。

以下の表に、ブラジルの連絡先データの複合ルールに含まれるルールの名前とリポジトリの場所を示します。

ルール 場所
Case_Converter 再利用不可能なトランスフォーメーション
rule_Assign_DQ_90_Mailability_Score_Description [Informatica_DQ_Content]\Rules

\General_Data_Cleansing
rule_BRA_Address_Validation_Hybrid [Informatica_DQ_Content]\Rules

\Address_Data_Cleansing
rule_BRA_Company_Suffix_Standardization [Informatica_DQ_Content]\Rules

\Corporate_Data_Cleansing
rule_BRA_Personal_CPF_Validation [Informatica_DQ_Content]\Rules

\Contact_Data_Cleansing
rule_BRA_Personal_Name_Parse_Validate [Informatica_DQ_Content]\Rules

\Contact_Data_Cleansing
rule_BRA_Phone_Number_Standardization [Informatica_DQ_Content]\Rules

\Contact_Data_Cleansing
rule_BRA_Phone_Number_Validation [Informatica_DQ_Content]\Rules

\Contact_Data_Cleansing
rule_BRA_Prename_Assignment [Informatica_DQ_Content]\Rules

\Contact_Data_Cleansing
rule_BRA_Salutation_Assignment [Informatica_DQ_Content]\Rules

\Contact_Data_Cleansing
rule_Email_Validation [Informatica_DQ_Content]\Rules

\Contact_Data_Cleansing

ブラジルデモンストレーションマッピング
ブラジルアクセラレータ内のデモンストレーションマッピングは、複数のルールを使用してデータ品質処理を
示します。
これらのデモンストレーションマッピングは、以下のリポジトリの場所にインストールされます。
[Informatica_DQ_Content]\Rules_Demo\BRA_Accelerator

ブラジルデモンストレーションマッピング       65



このアクセラレータには、以下のデモンストレーションマッピングが含まれます。
m_BRA_customer_data_demo

ブラジルのデータを解析、標準化、および検証します。
m_BRA_customer_matching_demo

ブラジルからの ID データを解析して標準化し、データの ID 照合分析を行います。
このマッピングは、以下のデータの組み合わせを分析し、それぞれの組み合わせの一致クラスタを生成し
ます。
• 人名と住所データ
• 人名と電話番号
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第  6  章

金融サービスアクセラレータ
この章では、以下の項目について説明します。
• 金融サービスアクセラレータの概要, 67 ページ
• 金融サービスの連絡先データのクレンジングルール, 67 ページ
• 金融サービスの財務データのクレンジングルール, 68 ページ
• 金融サービスの一般データのクレンジングルール, 71 ページ
• 金融サービスの一致および重複排除のルール, 71 ページ

金融サービスアクセラレータの概要
金融サービスアクセラレータは、金融サービス部門の組織からのデータの検証と改善に使用します。
金融サービスアクセラレータには、以下のデータ品質プロセスを実行するルールが含まれています。
• 連絡先データクレンジング
• 財務データクレンジング
• 一般データクレンジング
• 一致および重複排除
このアクセラレータは、コアアクセラレータでインストールされるデータクレンジングルールに依存します。

金融サービスの連絡先データのクレンジングルール
連絡先データクレンジングルールは、企業担当者と個人についての連絡先データを標準化するために使用しま
す。
連絡先データクレンジングルールは、以下のリポジトリの場所にインストールされます。
[Informatica_DQ_Content]\Rules\Contact_Data_Cleansing
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次の表に、金融サービスアクセラレータ内の連絡先データクレンジングルールを示します。

名前 説明
rule_USA_Given_Name_Standard 米国のニックネームから名を生成します。例えば、「Bob」とい

うニックネームは「Robert」という名に標準化されます。

金融サービスの財務データのクレンジングルール
財務データクレンジングルールは、財務データを解析、標準化、および検証するために使用します。
財務データクレンジングルールは、以下のリポジトリの場所にインストールされます。
[Informatica_DQ_Content]\Rules\Financial_Data_Cleansing
次の表に、金融サービスアクセラレータ内の財務データクレンジングルールを示します。

名前 説明
rule_Account_Status_Validat
ion

口座ステータスを検証します。 このルールには、口座ステータス参照デー
タが必要です。

rule_Accrual_Period_Validati
on

開始日が終了日よりも前の日付であることを検証します。

rule_Age_For_Account_Valid
ation

口座タイプの顧客年齢を検証します。 このルールでは、
age_per_account_infa 参照テーブルを使用します。 この参照テーブルは
独自のデータで更新する必要があります。

rule_Beta_Coefficient_Valida
tion

ベータ係数の文字列が数値であることを検証します。このルールは、文字
列が正の数値、負の数値、0、または数値以外のいずれであるかを示しま
す。

rule_BIC_SWIFT_Code_Valid
ation

パターン認識と国コードの検証により、銀行識別コード（BIC）または国
際銀行間通信協会（SWIFT）コードを検証します。

rule_CAN_Transit_Number_V
alidation

振替用紙または電子振替決済を使用し、カナダの振替番号のフォーマット
を検証します。

rule_Credit_Card_Expiry_Che
ck

クレジットカードの有効期限を検証します。クレジットカードの有効期限
とシステム日付を比較することで、有効期限切れの日付が識別されます。 
このルールでは、MM/YYYY という形式の 7 文字の文字列を受け付けます。

rule_Credit_Card_Security_C
ode_Validation

クレジットカードのセキュリティコードが 3 桁または 4 桁の整数であるこ
とを検証します。

rule_Currency_Code_Countr
y_Validation

ISO の 3 文字の国コードに応じた有効な通貨コードであることを検証しま
す。

rule_Currency_Code_Validati
on

通貨コードを検証します。このルールは、「有効」または「無効」を返し
ます。

rule_CUSIP_Validation チェックデジットの値について、形式と長さを検証します。チェックデジ
ットの値の有効性を示すステータスと、ステータスの内容を示すメッセー
ジが返されます。
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名前 説明
rule_Delta_Validation 差分の値が正、負、または 0 であることを検証します。
rule_Dividend_Yield_Validati
on

配当利回りの文字列が 0 以上の数値であることを検証します。文字列が正
の数値、負の数値、0、または数値以外のいずれであるかが返されます。

rule_EAD_Drawn_Balance_V
alidation

デフォルト時エクスポージャ（EAD）の金額が振出残高以上であることを
検証します。 このルールは、英国の金融サービス機構が定めた EAD 計算
のガイドラインに準拠しています。

rule_EAD_Validation デフォルト時エクスポージャ（EAD）の文字列が数値であることを検証し
ます。 文字列が正の数値、負の数値、0、または数値以外のいずれである
かが返されます。

rule_EPS_Validation 入力が 0 以上の数値であることを検証します。
rule_Ex_Dividend_Date_Valid
ation

配当落ち日と基準日が有効な日付であること、および配当落ち日が基準日
よりも前の日付であることを検証します。 差が 15 日を超える日付は無効
と見なされます。 このルールでは、基準日と配当落ち日の差の日数が返さ
れます。

rule_Gamma_Validation ガンマの文字列が数値であることを検証します。文字列が正の数値、負の
数値、0、または数値以外のいずれであるかが返されます。

rule_GBR_Bank_Account_Pa
rse

8 桁の数値文字列を英国の銀行口座番号として解析します。

rule_GBR_Bank_Account_Val
idation

英国の銀行口座番号を検証します。 入力が数値であるかどうか、および桁
数が正しいかどうかを示すコードが返されます。

rule_GBR_Bank_Sort_Code_
Parse

6 桁の数値文字列を英国の銀行のソートコードとして解析します。 数値文
字列は以下の形式で解析されます。
- 連続した数値（999999）
- ダッシュで区切られた数値（99-99-99）

rule_GBR_Bank_Sort_Code_
Standardize

英国の銀行のソートコードを「NN-NN-NN」の形式に標準化します。

rule_GBR_Bank_Sort_Code_
Validation

ダッシュ区切りの形式（99-99-99）に標準化された英国の銀行のソートコ
ードについて、形式と長さを検証します。 ソートコードの有効性を示す
Status ポートと、ステータスの内容を示す Validation Note ポートが返さ
れます。 ソートコードのプレフィックスが英国の銀行に割り当てられた既
知のプレフィックスと一致する場合は、Validation Note ポートに銀行名が
含まれます。

rule_Interest_Rate_Within_R
ange

10 進の利率値が指定された範囲内であるかを検証します。 範囲は、式ト
ランスフォーメーションの 2 つの変数ポートによって設定されます。 

「True」または「False」が返されます。
rule_ISIN_Code_Validation ISIN（International Securities Identification Number）コードの形式とチェ

ックデジットを検証します。
rule_Loan_to_Value_Ratio 融資額を資産価値で割って融資比率を計算します。
rule_Loss_Given_Default_Val
idation

文字列が数値であり、その値が正、負、または 0 であることを検証しま
す。
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名前 説明
rule_Market_Cap_Validation 入力が 0 以上の数値であることを検証します。
rule_Maturity_Date_Validatio
n

満期日がシステム日付よりも後の日付であることを検証します。

rule_Positive_Close_Price_Va
lue_Validation

入力が 0 より大きい数値であることを検証します。

rule_Positive_Coupon_Perce
nt_Validation

入力が 0 より大きい数値であることを検証します。

rule_Positive_Last_Price_Val
ue_Validation

入力が 0 より大きい数値であることを検証します。

rule_Positive_Open_Price_Va
lidation

入力が 0 より大きい数値であることを検証します。

rule_Positive_Volume_Valida
tion

入力が 0 より大きい数値であることを検証します。

rule_Price_Earnings_Ratio_V
alidation

株価収益率が 0～100 の正の数値であることを検証します。

rule_Probability_of_Default_
Validation

デフォルト値の確率が数値であることを検証し、値が正、負、または 0 の
いずれであるかを示します。値が正の場合、次の値の範囲に応じてステー
タスメッセージが返されます。
- < = 0.1
- > 0.1 かつ< = 0.5
- > 0.5 かつ< = 1
- > 1

rule_Rating_Code_Validation スタンダード&プアーズの評価基準、ムーディーズの評価基準、またはユ
ーザー定義リストの評価であることを検証します。

rule_Rating_Date_Validation 評価日がシステム日付から 1 年後であることを検証します。
rule_Risk_Weighted_Asset_V
alidation

リスク加重資産が正の数値であることを検証します。

rule_SEDOL_Validation SEDOL（Stock Exchange Daily Official List）コードの形式とチェックデジ
ットを検証します。

rule_Stock_Exchange_Valida
tion

世界各地のほとんどの証券取引所を名前と記号で検証します。

rule_USA_Routing_Number_
Validation

標準の MICR（magnetic ink character recognition）ライン形式の銀行支店
コードを検証します。 関連付けられている連邦準備銀行、入力の構造、お
よびチェックサム計算を検証します。

rule_Volatility_Validation 変動性の値が 0 以上の数値であることを検証します。
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金融サービスの一般データのクレンジングルール
一般データクレンジングルールは、入力フィールドに含まれている情報の種類を識別する場合に使用します。
一般データクレンジングルールは、以下のリポジトリの場所にインストールされます。
[Informatica_DQ_Content]\Rules\General _Data_Cleansing
次の表に、金融サービスアクセラレータ内の一般データクレンジングルールを示します。

名前 説明
rule_Postive_Number_Validat
ion

数値が 0 より大きいことを検証します。

コアの一般データのクレンジングルールに対する依存
金融サービスアクセラレータは、コアアクセラレータの以下の一般データのクレンジングルールに依存します。
• rule_Remove_Punctuation
• rule_Remove_Punctuation_and_Space
• rule_Remove_Space
• rule_UpperCase
これらのルールの詳細については、「コア一般データクレンジングルール」  (ページ 23)を参照してください。

金融サービスの一致および重複排除のルール
一致および重複排除ルールは、マッチ率を生成し、重複レコードを特定するために使用します。
一致および重複排除ルールは、以下のリポジトリの場所にインストールされます。
[Informatica_DQ_Content]\Rules\Matching_Deduplication
以下の表に、金融サービスアクセラレータ内の一致および重複排除ルールを示します。

名前 説明
mplt_Company_Name_and_
Address_Match

会社名と米国の住所データに基づいて、重複する行を特定します。 このマ
ップレットは、会社名の値と郵便番号の値に含まれる文字の組み合わせを
使用し、グループキーを生成します。

mplt_Company_Name_Matc
h

会社名に基づいて重複行を識別します。このマップレットは、会社名の値
から Soundex コードを生成し、その Soundex コードをグループキーとし
て使用します。

mplt_Familyname_and_Addr
ess_Match

姓と米国の住所データに基づいて、重複する行を特定します。 このマップ
レットは、姓の値と郵便番号の値に含まれる文字の組み合わせを使用し、
グループキーを生成します。

mplt_Individual_Name_and_
Address_Match

人名と米国の住所データに基づいて、重複する行を特定します。 このマッ
プレットは、姓の値から NYSIIS コードを生成し、それらの NYSIIS コード
をグループキーとして使用します。
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名前 説明
mplt_Individual_Name_and_
Date_Match

個人名および日付データに基づいて重複行を識別します。このマップレッ
トは、日付データから生成されたグループキーを生成します。

mplt_Individual_Name_and_
Email_Match

個人名および電子メールアドレスに基づいて重複行を識別します。このマ
ップレットは、電子メールアドレスデータから生成されたキーを生成しま
す。

mplt_Individual_Name_and_
Phone_Match

人名と電話番号に基づいて重複行を識別します。 このマップレットは電話
番号からグループ ID を生成します。

mplt_Individual_Name_Matc
h

個人名に基づいて重複行を識別します。このマップレットは、姓の値から
NYSIIS コードを生成し、それらの NYSIIS コードをグループキーとして使用
します。

rule_Company_Name_and_
Address_MatchScore

会社名と米国の住所に基づいてマッチ率を生成します。

rule_Company_Name_Match
Score

会社名に基づいてマッチ率を生成します。

rule_Familyname_and_Addr
ess_MatchScore

姓と米国の住所に基づいてマッチ率を生成します。

rule_Individual_Name_and_
Address_MatchScore

人名と米国の住所に基づいてマッチ率を生成します。

rule_Individual_Name_and_
Date_MatchScore

人名と日付に基づいてマッチ率を生成します。

rule_Individual_Name_and_
Email_MatchScore

人名と電子メールアドレスに基づいてマッチ率を生成します。

rule_Individual_Name_and_
Phone_MatchScore

人名と電話番号に基づいてマッチ率を生成します。

rule_Individual_Name_Matc
hScore

人名に基づいてマッチ率を生成します。
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第  7  章

フランスアクセラレータ
この章では、以下の項目について説明します。
• フランスアクセラレータの概要, 73 ページ
• フランス住所データクレンジングルール, 73 ページ
• フランス連絡先データクレンジングルール, 74 ページ
• フランス企業データクレンジングルール, 76 ページ
• フランス一般データクレンジングルール, 77 ページ
• フランス一致および重複排除ルール, 77 ページ
• フランス複合ルール, 79 ページ
• フランスデモンストレーションマッピング, 80 ページ

フランスアクセラレータの概要
フランスアクセラレータ内のルールは、フランスの組織からのデータの検証と改善に使用します。
フランスアクセラレータには、以下のデータ品質処理を実行するルールが含まれています。
• 住所データクレンジング
• 連絡先データクレンジング
• 企業データクレンジング
• 一般データクレンジング
• 一致および重複排除
このアクセラレータは、コアアクセラレータでインストールされるデータクレンジングルールに依存します。

フランス住所データクレンジングルール
住所データクレンジングルールは、住所データを解析、標準化、および検証するために使用します。
住所データクレンジングルールは、以下のリポジトリの場所にインストールされます。
[Informatica_DQ_Content]\Rules\Address_Data_Cleansing
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以下の表に、フランスアクセラレータ内の住所データクレンジングルールを示します。

名前 説明
rule_FRA_Address_Parse_Hy
brid

構造化されていないフランスの住所を住所要素に解析します。 このルール
は住所を検証しません。 このルールは、アドレスバリデータトランスフォ
ーメーションの混合入力ポートに入力アドレスフィールドを接続できる場
合に使用します。

rule_FRA_Address_Parse_Mul
tiline

構造化されていないフランスの住所を住所要素に解析します。 このルール
は住所を検証しません。 このルールは、アドレスバリデータトランスフォ
ーメーションの複数行入力ポートに入力アドレスフィールドを接続できる
場合に使用します。

rule_FRA_Address_Validation
_Discrete_w_Geocoding

フランスの住所の配達可能性を検証し、各出力住所に緯度と経度の座標を
追加します。 このルールは、可能な場合、入力アドレス内のエラーを修正
します。 このルールは、アドレスバリデータトランスフォーメーションの
個別入力ポートに入力アドレスフィールドを接続できる場合に使用しま
す。

rule_FRA_Address_Validation
_Discrete

フランスの住所の配達可能性を検証します。 このルールは、可能な場合、
入力アドレス内のエラーを修正します。 このルールは、アドレスバリデー
タトランスフォーメーションの個別入力ポートに入力アドレスフィールド
を接続できる場合に使用します。

rule_FRA_Address_Validation
_Hybrid_w_Geocoding

フランスの住所の配達可能性を検証し、各出力住所に緯度と経度の座標を
追加します。 このルールは、可能な場合、入力アドレス内のエラーを修正
します。 このルールは、アドレスバリデータトランスフォーメーションの
混合入力ポートに入力アドレスフィールドを接続できる場合に使用しま
す。

rule_FRA_Address_Validation
_Hybrid

フランスの住所の配達可能性を検証します。 このルールは、可能な場合、
入力アドレス内のエラーを修正します。 このルールは、アドレスバリデー
タトランスフォーメーションの混合入力ポートに入力アドレスフィールド
を接続できる場合に使用します。

rule_FRA_Address_Validation
_Multiline _w_Geocoding

フランスの住所の配達可能性を検証し、各出力住所に緯度と経度の座標を
追加します。 このルールは、可能な場合、入力アドレス内のエラーを修正
します。 このルールは、アドレスバリデータトランスフォーメーションの
複数行入力ポートに入力アドレスフィールドを接続できる場合に使用しま
す。

rule_FRA_Address_Validation
_Multiline

フランスの住所の配達可能性を検証します。 このルールは、可能な場合、
入力アドレス内のエラーを修正します。 このルールは、アドレスバリデー
タトランスフォーメーションの複数行入力ポートに入力アドレスフィール
ドを接続できる場合に使用します。

フランス連絡先データクレンジングルール
連絡先データクレンジングルールは、ビジネス上の連絡先や個人についてのデータをパース、標準化、および
検証するために使用します。
連絡先データクレンジングルールは、以下のリポジトリの場所にインストールされます。
[Informatica_DQ_Content]\Rules\Contact_Data_Cleansing
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以下の表に、フランスアクセラレータ内の連絡先データクレンジングルールを示します。

名前 説明
rule_FRA_Gender_Assignmen
t

名に応じて性別を割り当てます。 このルールは、男性名には「M」、女性
名には「F」、性別が不明な場合には「U」を返します。 例えば、「Jean 
Leclerc」という名前には、男性であることを示す「M」を性別として割り
当てます。

rule_FRA_Given_Name_Stan
dard

フランスのニックネームから名を生成します。

rule_FRA_INSEE_Parse 文字列から、French Institut National de la Statistique et des Études 
Économiques（INSEE）番号をパースします。

rule_FRA_INSEE_Standardiza
tion

French INSEE 番号を 13 桁の文字列、または 13 桁の文字列+スペース+2 桁
のコントロールキー（合計 16 桁）に標準化します。

rule_FRA_INSEE_Validation INSEE 番号を姓、日付、Code Officiel Géographique（COG）値に基づいて
検証します。

rule_FRA_Multi_Person_Nam
e_Parse

人名の値を個別のポートにパースします。ルールによって、役職、名、ミ
ドルネーム、姓などの値のポートが作成されます。
ルールの出力には、レコードの個人のフルネームを含むポートが含まれま
す。フルネームのポートは、ID 照合分析マッピングの一致トランスフォー
メーションへの入力として使用できます。
名前のデータで複数の個人が識別されると、ルールは各フルネームに対し
て出力ポートを作成します。例えば、ルールは「Jean et Marianne 
Leclerc」という名前を読み込み、「Jean Leclerc」と「Marianne Leclerc」
の出力ポートを作成できます。

rule_FRA_Personal_Name_Pa
rsing_FML

人名の値を個別のポートにパースします。
ルールによって、以下の順序でポートが作成されます。
- 名、ミドルネーム、姓
ルールの出力には、レコードの個人のフルネームを含むポートも含まれま
す。フルネームのポートは、ID 照合分析マッピングの一致トランスフォー
メーションへの入力として使用できます。

rule_FRA_Personal_Name_Pa
rsing_LFM

人名の値を個別のポートにパースします。
ルールによって、以下の順序でポートが作成されます。
- 姓、名、ミドルネーム
ルールの出力には、レコードの個人のフルネームを含むポートも含まれま
す。フルネームのポートは、ID 照合分析マッピングの一致トランスフォー
メーションへの入力として使用できます。

rule_FRA_Phone_Number_Pa
rse

文字列からフランスの電話番号をパースします。 このルールは、右から左
の順で、データ内の最初の電話番号をパースします。
このルールは、先頭のゼロ、国際通話コード、またはハッシュ記号で始ま
る内線番号を使用する電話番号を認識します。 このルールは、プラス記
号、丸括弧、およびハッシュ記号の各句読記号を処理します。 このルール
を実行する前に、ダブルスペースなど、その他のすべての句読点を削除し
ます。
このルールは電話番号を返し、電話番号が削除された入力テキストを含む
文字列も返します。
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名前 説明
rule_FRA_Phone_Number_St
andardize

フランスの電話番号を国際通話および域内通話のフォーマットに標準化し
ます。 このルールは、先頭のゼロ、国際通話コード、またはハッシュ記号
で始まる内線番号を使用する電話番号を認識します。

rule_FRA_Phone_Number_Va
lidation

フランスの電話番号の市外局番と長さを検証します。 このルールは、電話
番号の地域に加えて、市外局番と電話番号の長さが有効であるかどうかを
示すコードを返します。

rule_FRA_Prename_Assignme
nt

性別に応じて敬称を生成します。

rule_FRA_Salutation_Assign
ment

名および名前トークンから正式なあいさつと略式のあいさつを生成しま
す。例えば、入力データに「M. Jean Leclerc」が含まれる場合、正式なあ
いさつ「Monsieur Leclerc,」と略式のあいさつ「Cher Jean,」を生成しま
す。 敬称と句読点を変更するには、dq_Generate_Salutation 式トランス
フォーメーションの変数を編集します。

コア連絡先データクレンジングルールへの依存
フランスアクセラレータは、コアアクセラレータの以下の連絡先データクレンジングルールに依存します。
• rule_Email_Validation
これらのルールの詳細については、「コア連絡先データクレンジングルール」  (ページ 22)を参照してください。

フランス企業データクレンジングルール
企業データクレンジングルールは、企業データを標準化するために使用します。
企業データクレンジングルールは、以下のリポジトリの場所にインストールされます。
[Informatica_DQ_Content]\Rules\Corporate_Data_Cleansing
以下の表に、フランスアクセラレータの企業データクレンジングルールを示します。

名前 説明
rule_FRA_Company_Name_Standardizat
ion

会社名を参照テーブルの値に標準化します。

rule_FRA_SIRET_Number_Parse 文字列からフランスの système d'identification du répertoire 
des établissements（SIRET）番号を解析します。

rule_FRA_SIRET_Number_Standardize 文字列内のスペースや句読点にかかわらず、14 桁の番号を
NNN NNN NNN NNNNN 形式に標準化します。
14 桁未満の文字列は標準化されません。

rule_FRA_SIRET_Number_Validation système d'identification du répertoire des établissements
（SIRET）番号を検証します。 このルールは、対象となる番号が

rule_FRA_SIRET_Number_Standardization ルールの適用後で
標準形式になっていることを前提としています。
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フランス一般データクレンジングルール
一般データクレンジングルールは、入力フィールドに含まれている情報の種類を識別する場合に使用します。
一般データクレンジングルールは、以下のリポジトリの場所にインストールされます。
[Informatica_DQ_Content]\Rules\General_Data_Cleansing
以下の表に、フランスアクセラレータ内の一般データクレンジングルールを示します。

名前 説明
rule_FRA_NER_Field_Identification 入力フィールドに含まれる情報の種類を特定します。このルールは、

名前、個人 ID、会社名、日付、およびフランスの住所データを特定
できます。 このルールは、入力データの種類を表すラベルを返しま
す。 このルールは、参照データを使用して情報の種類を特定しま
す。 このルールは、確率的な照合方法を使用して情報の種類を特定
します。

フランスアクセラレータは、コアアクセラレータの以下の一般データクレンジングルールに依存します。
• rule_Assign_DQ_90_GeocodingStatus_Description
• rule_Assign_DQ_90_Mailability_Score_Description
• rule_Assign_DQ_90_Match_Code_Description
• rule_Luhn_Algorithm
• rule_Remove_Extra_Spaces
• rule_Remove_Parentheses
• rule_Remove_Punctuation
• rule_Remove_Punctuation_and_Space
• rule_Replace_Limited_Punct_with_Space
• rule_UpperCase
これらのルールの詳細については、「コア一般データクレンジングルール」  (ページ 23)を参照してください。

フランス一致および重複排除ルール
一致および重複排除は、マッチ率を生成し、重複レコードを特定するために使用します。
フランスアクセラレータ内の一致および重複排除ルールは、以下のリポジトリの場所にインストールされます。
[Informatica_DQ_Content]\Rules\Matching_Deduplication

フランス一般データクレンジングルール       77



以下の表に、フランスアクセラレータ内の一致および重複排除ルールを示します。

名前 説明
mplt_Company_Name_Matc
h

フィールド照合ストラテジを使用して、会社名に基づいて、重複する行を
特定します。 このマップレットは、会社名の値から Soundex コードを生
成し、その Soundex コードをグループキーとして使用します。

mplt_FRA_Company_Name_
and_Address_Match

フィールド照合ストラテジを使用して、会社名と住所に基づいて、重複す
る行を特定します。 このマップレットは、会社名の値と郵便番号の値に含
まれる文字の組み合わせを使用し、グループキーを生成します。

mplt_FRA_Familyname_and_
Address_Match

フィールド照合ストラテジを使用して、姓と住所に基づいて、重複する行
を特定します。 このマップレットは、姓の値と郵便番号の値に含まれる文
字の組み合わせを使用し、グループキーを生成します。

mplt_FRA_Firstname_and_IN
SEE_Match

フィールド照合ストラテジを使用して、文字列から、French Institut 
National de la Statistique et des Études Économiques（INSEE）番号を基
に、重複行を特定します。 このマップレットは、INSEE 番号データからグ
ループキーを生成します。

mplt_FRA_Firstname_Surna
me_DOB_and_Postcode_Mat
ch

フィールド照合ストラテジを使用して、人名、誕生日、および郵便番号の
重複行を特定します。 このマップレットは、郵便番号データからグループ
キーを生成します。

mplt_FRA_IMO_Company_Na
me_and_Address_Match

ID 照合ストラテジを使用して、会社名と住所に基づいて、フランスのデー
タ内の重複する行を特定します。 このマップレットは、郵便番号データか
らグループキーを生成します。

mplt_FRA_IMO_Familyname_
and_Address_Match

ID 照合ストラテジを使用して、姓と住所に基づいて、フランスのデータ内
の重複する行を特定します。 このマップレットは、郵便番号データからグ
ループキーを生成します。

mplt_FRA_IMO_Individual_N
ame_and_Address_Match

ID 照合ストラテジを使用して、人名と住所に基づいて、フランスのデータ
内の重複する行を特定します。 このマップレットは、郵便番号データから
グループキーを生成します。

mplt_FRA_IMO_Personal_Na
me_and_Data_Match

ID 照合ストラテジを使用して、人名と個人データに基づいて、フランスの
データ内の重複する行を特定します。 個人データカラムのフィールドに
は、電話番号、電子メール、Institut National de la Statistique et des 
Études Économiques（INSEE）番号などの、単一の種類のデータが含まれ
ている必要があります。 このマップレットは、個人データから生成された
グループキーを生成します。

mplt_FRA_Individual_Name_
and_Date_Match

フィールド照合ストラテジを使用して、フランスの人名と日付データに基
づいて、重複する行を特定します。 このマップレットは、日付からグルー
プキーを生成します。

mplt_FRA_Individual_Name_
and_Email_Match

フィールド照合ストラテジを使用して、フランスの人名と電子メールアド
レスに基づいて、重複する行を特定します。 このマップレットは、電子メ
ールアドレスデータからグループキーを生成します。

mplt_FRA_Individual_Name_
and_INSEE_Match

フィールド照合ストラテジを使用して、フランスの人名と INSEE 番号に基
づいて、重複する行を特定します。 このマップレットは、INSEE 番号デー
タから生成されたグループキーを生成します。

mplt_FRA_Individual_Name_
Match

フィールド照合ストラテジを使用して、フランスの人名に基づいて、重複
する行を特定します。 このマップレットは、姓の値から NYSIIS コードを
生成し、それらの NYSIIS コードをグループキーとして使用します。
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名前 説明
rule_Company_Name_Match
Score

会社名に基づいてマッチ率を生成します。

rule_FRA_Company_Name_a
nd_Address_MatchScore

会社名とフランスの住所に基づいてマッチ率を生成します。

rule_FRA_Familyname_and_
Address_MatchScore

姓とフランスの住所に基づいてマッチ率を生成します。

rule_FRA_Firstname_and_INS
EE_MatchScore

個人データカラム内の名と電話番号、電子メール、INSEE 番号などのデー
タに基づいてマッチ率を生成します。

rule_FRA_Firstname_Surnam
e_DOB_and_Postcode_Matc
hScore

姓、誕生日、および郵便番号に基づいてマッチ率を生成します。

rule_FRA_Individual_Name_a
nd_INSEE_MatchScore

人名と INSEE 番号に基づいてマッチ率を生成します。

rule_Individual_Name_and_
Date_MatchScore

人名と日付に基づいてマッチ率を生成します。

rule_Individual_Name_and_E
mail_MatchScore

人名と電子メールアドレスに基づいてマッチ率を生成します。

rule_Individual_Name_Match
Score

人名に基づいてマッチ率を生成します。

フランス複合ルール
フランスアクセラレータ内の複合ルールは、単一のマッピング内の事前設定された一式のルールを実行するた
めに使用します。これらの複合ルールは、フランスアクセラレータ内のルールを使用します。
フランスアクセラレータ内の複号ルールは、以下のリポジトリの場所にインストールされます。
[Informatica_DQ_Content]\Rules\Composite_Rules
フランスの連絡先データの複合ルール
以下の表に、フランスアクセラレータ内の、連絡先データの複合ルールを示します。

名前 説明
rule_FRA_Contact_Data フランスの連絡先データ（住所や電話番号など）を解析、標準化、および検証し

ます。
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以下の表に、フランスの連絡先データの複合ルールに含まれるルールの名前とリポジトリの場所を示します。

ルール 場所
Case_Converter 再利用不可能なトランスフォーメーション
rule_Assign_DQ_90_Mailability_Score_Description [Informatica_DQ_Content]\Rules

\General_Data_Cleansing
rule_FRA_Address_Validation_Hybrid [Informatica_DQ_Content]\Rules

\Address_Data_Cleansing
rule_FRA_Company_Name_Standardization [Informatica_DQ_Content]\Rules

\Corporate_Data_Cleansing
rule_FRA_Gender_Assignment [Informatica_DQ_Content]\Rules

\Contact_Data_Cleansing
rule_FRA_Multi_Person_Name_Parse [Informatica_DQ_Content]\Rules

\Contact_Data_Cleansing
rule_FRA_Phone_Number_Standardize [Informatica_DQ_Content]\Rules

\Contact_Data_Cleansing
rule_FRA_Phone_Number_Validation [Informatica_DQ_Content]\Rules

\Contact_Data_Cleansing
rule_FRA_Prename_Assignment [Informatica_DQ_Content]\Rules

\Contact_Data_Cleansing
rule_FRA_Salutation_Assignment [Informatica_DQ_Content]\Rules

\Contact_Data_Cleansing

フランスデモンストレーションマッピング
フランスアクセラレータ内のデモンストレーションマッピングは、複数のルールを使用してデータ品質処理を
示します。
これらのデモンストレーションマッピングは、以下のリポジトリの場所にインストールされます。
[Informatica_DQ_Content]\Rules_Demo\FRA_Accelerator
このアクセラレータには、以下のデモンストレーションマッピングが含まれます。
m_FRA_customer_data_demo

フランスのデータを解析、標準化、および検証します。
m_FRA_customer_matching_demo

オーストラリアおよびニュージーランドからの ID データを解析して標準化し、データの ID 照合分析を行
います。
このマッピングは、以下のデータの組み合わせを分析し、それぞれの組み合わせの一致クラスタを生成し
ます。
• 人名と住所データ
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• 人名と電話番号
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第  8  章

ドイツアクセラレータ
この章では、以下の項目について説明します。
• ドイツアクセラレータの概要, 82 ページ
• ドイツ住所データクレンジングルール, 82 ページ
• ドイツ連絡先データクレンジングルール, 83 ページ
• ドイツ企業データクレンジングルール, 85 ページ
• ドイツ一般データクレンジングルール, 85 ページ
• ドイツ一致および重複排除ルール, 86 ページ
• ドイツ複号ルール, 89 ページ
• ドイツデモンストレーションマッピング, 90 ページ

ドイツアクセラレータの概要
ドイツアクセラレータ内のルールは、ドイツの組織からのデータの検証と改善に使用します。
ドイツアクセラレータには、以下のデータ品質処理を実行するルールが含まれています。
• 住所データクレンジング
• 連絡先データクレンジング
• 企業データクレンジング
• 一般データクレンジング
• 一致および重複排除
このアクセラレータは、コアアクセラレータでインストールされるデータクレンジングルールに依存します。

ドイツ住所データクレンジングルール
住所データクレンジングルールは、住所データを解析、標準化、および検証するために使用します。
住所データクレンジングルールは、以下のリポジトリの場所にインストールされます。
[Informatica_DQ_Content]\Rules\Address_Data_Cleansing
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以下の表に、ドイツアクセラレータ内の住所データクレンジングルールを示します。

名前 説明
rule_DEU_Address_Parse_Hy
brid

構造化されていないドイツの住所を住所要素に解析します。 このルールは
住所を検証しません。 このルールは、アドレスバリデータトランスフォー
メーションの混合入力ポートに入力アドレスフィールドを接続できる場合
に使用します。

rule_DEU_Address_Parse_Mu
ltiline

構造化されていないドイツの住所を住所要素に解析します。 このルールは
住所を検証しません。 このルールは、アドレスバリデータトランスフォー
メーションの複数行入力ポートに入力アドレスフィールドを接続できる場
合に使用します。

rule_DEU_Address_Validation
_Discrete_w_Geocoding

ドイツの住所の配達可能性を検証し、各出力住所に緯度と経度の座標を追
加します。 このルールは、可能な場合、入力アドレス内のエラーを修正し
ます。 このルールは、アドレスバリデータトランスフォーメーションの個
別入力ポートに入力アドレスフィールドを接続できる場合に使用します。

rule_DEU_Address_Validation
_Discrete

ドイツの住所の配達可能性を検証します。 このルールは、可能な場合、入
力アドレス内のエラーを修正します。 このルールは、アドレスバリデータ
トランスフォーメーションの個別入力ポートに入力アドレスフィールドを
接続できる場合に使用します。

rule_DEU_Address_Validation
_Hybrid_w_Geocoding

ドイツの住所の配達可能性を検証し、各出力住所に緯度と経度の座標を追
加します。 このルールは、可能な場合、入力アドレス内のエラーを修正し
ます。 このルールは、アドレスバリデータトランスフォーメーションの混
合入力ポートに入力アドレスフィールドを接続できる場合に使用します。

rule_DEU_Address_Validation
_Hybrid

ドイツの住所の配達可能性を検証します。 このルールは、可能な場合、入
力アドレス内のエラーを修正します。 このルールは、アドレスバリデータ
トランスフォーメーションの混合入力ポートに入力アドレスフィールドを
接続できる場合に使用します。

rule_DEU_Address_Validation
_Multiline_w_Geocoding

ドイツの住所の配達可能性を検証し、各出力住所に緯度と経度の座標を追
加します。 このルールは、可能な場合、入力アドレス内のエラーを修正し
ます。 このルールは、アドレスバリデータトランスフォーメーションの複
数行入力ポートに入力アドレスフィールドを接続できる場合に使用しま
す。

rule_DEU_Address_Validation
_Multiline

ドイツの住所の配達可能性を検証します。 このルールは、可能な場合、入
力アドレス内のエラーを修正します。 このルールは、アドレスバリデータ
トランスフォーメーションの複数行入力ポートに入力アドレスフィールド
を接続できる場合に使用します。

ドイツ連絡先データクレンジングルール
連絡先データクレンジングルールは、ビジネス上の連絡先や個人についてのデータをパース、標準化、および
検証するために使用します。
連絡先データクレンジングルールは、以下のリポジトリの場所にインストールされます。
[Informatica_DQ_Content]\Rules\Contact_Data_Cleansing
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以下の表に、ドイツアクセラレータ内の連絡先データクレンジングルールを示します。

名前 説明
rule_DEU_Gender_Assignme
nt

名に応じて性別を割り当てます。 このルールは、男性名には「M」、女性
名には「F」、性別が不明な場合には「U」を返します。 例えば、「Hans 
Adler」という名前には、男性を表す「M」を割り当てます。

rule_DEU_Given_Name_Stan
dard

ドイツのニックネームから名を生成します。

rule_DEU_Multi_Person_Nam
e_Parse

人名の値を個別のポートにパースします。ルールによって、役職、名、ミ
ドルネーム、姓などの値のポートが作成されます。
ルールの出力には、レコードの個人のフルネームを含むポートが含まれま
す。フルネームのポートは、ID 照合分析マッピングの一致トランスフォー
メーションへの入力として使用できます。
名前のデータで複数の個人が識別されると、ルールは各フルネームに対し
て出力ポートを作成します。例えば、ルールは「Hans und Maria Adler」
という名前を読み込み、「Hans Adler」と「Maria Adler」の出力ポートを
作成できます。

rule_DEU_Personal_Name_P
arsing_FML

人名の値を個別のポートにパースします。
ルールによって、以下の順序でポートが作成されます。
- 名、ミドルネーム、姓
ルールの出力には、レコードの個人のフルネームを含むポートも含まれま
す。フルネームのポートは、ID 照合分析マッピングの一致トランスフォー
メーションへの入力として使用できます。

rule_DEU_Personal_Name_P
arsing_LFM

人名の値を個別のポートにパースします。
ルールによって、以下の順序でポートが作成されます。
- 姓、名、ミドルネーム
ルールの出力には、レコードの個人のフルネームを含むポートも含まれま
す。フルネームのポートは、ID 照合分析マッピングの一致トランスフォー
メーションへの入力として使用できます。

rule_DEU_Phone_Number_P
arse

文字列からドイツの電話番号をパースします。 このルールは、右から左の
順で、データ内の最初の電話番号をパースします。
このルールは、先頭のゼロ、国際通話コード、またはハッシュ記号で始ま
る内線番号を使用する電話番号を認識します。 このルールは、プラス記
号、丸括弧、およびハッシュ記号の各句読記号を処理します。 このルール
を実行する前に、ダブルスペースなど、その他のすべての句読点を削除し
ます。
このルールは電話番号を返し、電話番号が削除された入力テキストを含む
文字列も返します。

rule_DEU_Phone_Number_St
andardization

ドイツの電話番号を国際通話および域内通話のフォーマットに標準化しま
す。 このルールは、先頭のゼロ、国際通話コード、またはハッシュ記号で
始まる内線番号を使用する電話番号を認識します。

rule_DEU_Phone_Number_V
alidation

ドイツの電話番号の市外局番と長さを検証します。 このルールは、電話番
号の地域に加えて、市外局番と電話番号の長さが有効であるかどうかを示
すコードを返します。
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名前 説明
rule_DEU_Prename_Assignm
ent

性別に応じて敬称を生成します。

rule_DEU_Salutation_Assign
ment

名および名前トークンから正式なあいさつと略式のあいさつを生成しま
す。例えば、入力データに「Herr Hans Adler」が含まれる場合、正式なあ
いさつ「Sehr geehrter Herr Adler,」と、略式のあいさつ「Lieber Hans,」
を生成します。 敬称と句読点を変更するには、dq_Generate_Salutation
式トランスフォーメーションの変数を編集します。

コア連絡先データクレンジングルールへの依存
ドイツアクセラレータは、コアアクセラレータの以下の連絡先データクレンジングルールに依存します。
• rule_Email_Validation
これらのルールの詳細については、「コア連絡先データクレンジングルール」  (ページ 22)を参照してください。

ドイツ企業データクレンジングルール
企業データクレンジングルールは、企業データを標準化するために使用します。
企業データクレンジングルールは、以下のリポジトリの場所にインストールされます。
[Informatica_DQ_Content]\Rules\Corporate_Data_Cleansing
以下の表に、ドイツアクセラレータ内の企業データクレンジングルールを示します。

名前 説明
rule_DEU_Company_Name_Standardiza
tion

参照テーブルを使用して、会社名を標準化します。

ドイツ一般データクレンジングルール
一般データクレンジングルールは、入力フィールドに含まれている情報の種類を識別する場合に使用します。
一般データクレンジングルールは、以下のリポジトリの場所にインストールされます。
[Informatica_DQ_Content]\Rules\General_Data_Cleansing
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以下の表に、ドイツアクセラレータ内の一般データクレンジングルールを示します。

名前 説明
rule_DEU_NER_Field_Identification 入力フィールドに含まれる情報の種類を特定します。このルールは、

名前、個人 ID、会社名、日付、およびドイツの住所データを特定で
きます。 このルールは、入力データの種類を表すラベルを返しま
す。 このルールは、参照データを使用して情報の種類を特定しま
す。 このルールは、確率的な照合方法を使用して情報の種類を特定
します。

コアの一般データのクレンジングルールに対する依存
ドイツアクセラレータは、コアアクセラレータの以下の一般データクレンジングルールに依存します。
• rule_Assign_DQ_90_GeocodingStatus_Description
• rule_Assign_DQ_90_Mailability_Score_Description
• rule_Assign_DQ_90_Match_Code_Descriptions
• rule_Remove_Extra_Spaces
• rule_Remove_Hyphen
• rule_Remove_Leading_Zero
• rule_Remove_Parentheses
• rule_Remove_Period_Parentheses
• rule_Remove_Punctuation
• rule_Remove_Punctuation_and_Space
• rule_Remove_Space
• rule_Replace_Limited_Punct_with_Space
• rule_UpperCase
これらのルールの詳細については、「コア一般データクレンジングルール」  (ページ 23)を参照してください。

ドイツ一致および重複排除ルール
一致および重複排除ルールは、マッチ率を生成し、重複レコードを特定するために使用します。
一致および重複排除ルールは、以下のリポジトリの場所にインストールされます。
[Informatica_DQ_Content]\Rules\Matching_Deduplication
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以下の表に、ドイツアクセラレータ内の一致および重複排除ルールを示します。

名前 説明
mplt_Company_Name_Matc
h

フィールド照合ストラテジを使用して、会社名に基づいて、重複する行を
特定します。 このマップレットは、会社名の値から Soundex コードを生
成し、その Soundex コードをグループキーとして使用します。

mplt_DEU_Company_Name_
and_Address_Match

フィールド照合ストラテジを使用して、会社名と住所データに基づいて、
ドイツのデータ内の重複する行を特定します。 このマップレットは、会社
名の値と郵便番号の値に含まれる文字の組み合わせを使用し、グループキ
ーを生成します。

mplt_DEU_Familyname_and
_Address_Match

フィールド照合ストラテジを使用して、姓と住所データに基づいて、ドイ
ツのデータ内の重複する行を特定します。 このマップレットは、姓の値と
郵便番号の値に含まれる文字の組み合わせを使用し、グループキーを生成
します。

mplt_DEU_Firstname_3Chars
Surname_DOB_and_Postcod
e_Match

フィールド照合ストラテジを使用して、人名、姓の最初の 3 文字、誕生
日、および郵便番号に基づいて、ドイツのデータ内の重複する行を特定し
ます。 このマップレットは、郵便番号データからグループキーを生成しま
す。

mplt_DEU_Firstname_and_PI
D_Match

フィールド照合ストラテジを使用して、グループ化された人名と個人 ID
に基づいて、ドイツのデータ内の重複する行を特定します。 このマップレ
ットは、個人識別データからグループキーを生成します。

mplt_DEU_Firstname_Surna
me_2ElementsDOB_and_Pos
tcode_Match

フィールド照合ストラテジを使用して、人名、誕生日の 2 つの要素、およ
び郵便番号に基づいて、ドイツのデータ内の重複する行を特定します。 こ
のマップレットは、郵便番号データからグループキーを生成します。

mplt_DEU_Firstname_Surna
me_DOB_and_Postcode_Mat
ch

フィールド照合ストラテジを使用して、人名、誕生日、および郵便番号に
基づいて、ドイツのデータ内の重複する行を特定します。 このマップレッ
トは、郵便番号データからグループキーを生成します。

mplt_DEU_IMO_Company_N
ame_and_Address_Match

ID 照合ストラテジを使用して、会社名と住所に基づいて、ドイツのデータ
内の重複する行を特定します。 このマップレットは、郵便番号データから
グループキーを生成します。

mplt_DEU_IMO_Familyname
_and_Address_Match

ID 照合ストラテジを使用して、姓と住所に基づいて、ドイツのデータ内の
重複する行を特定します。 このマップレットは、郵便番号データからグル
ープキーを生成します。

mplt_DEU_IMO_Individual_N
ame_and_Address_Match

ID 照合ストラテジを使用して、人名と住所に基づいて、ドイツのデータ内
の重複する行を特定します。 このマップレットは、郵便番号データからグ
ループキーを生成します。

mplt_DEU_IMO_Personal_Na
me_and_Data_Match

ID 照合ストラテジを使用して、人名と個人データに基づいて、ドイツのデ
ータ内の重複する行を特定します。 個人データカラムのフィールドには、
電話番号、電子メール、個人 ID など、単一の種類のデータが含まれてい
る必要があります。 このマップレットは、個人データからグループキーを
生成します。

mplt_DEU_Individual_Name_
and_Date_Match

フィールド照合ストラテジを使用して、日付別にグループ化された人名と
日付データに基づいて、重複する行を特定します。 このマップレットは、
日付データからグループキーを生成します。
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名前 説明
mplt_DEU_Individual_Name_
and_Email_Match

フィールド照合ストラテジを使用して、人名と電子メールアドレスに基づ
いて、ドイツのデータ内の重複する行を特定します。 このマップレット
は、電子メールアドレスデータからグループキーを生成します。

mplt_DEU_Individual_Name_
and_Phone_Match

フィールド照合ストラテジを使用して、人名と電話番号に基づいて、ドイ
ツのデータ内の重複する行を特定します。 このマップレットは、電話番号
データからグループキーを生成します。

mplt_DEU_Individual_Name_
and_PID_Match

フィールド照合ストラテジを使用して、人名と個人 ID に基づいて、ドイ
ツのデータ内の重複する行を特定します。 このマップレットは、個人識別
データからグループキーを生成します。

mplt_DEU_Individual_Name_
Match

フィールド照合ストラテジを使用して、人名に基づいてドイツのデータ内
の重複する行を特定します。 このマップレットは、姓の値から NYSIIS コ
ードを生成し、それらの NYSIIS コードをグループキーとして使用します。

rule_Company_Name_Match
Score

会社名に基づいてマッチ率を生成します。

rule_DEU_Company_Name_a
nd_Address_MatchScore

会社名と住所に基づいてマッチ率を生成します。

rule_DEU_Familyname_and_
Address_MatchScore

姓と住所に基づいてマッチ率を生成します。

rule_DEU_Firstname_3Chars
Surname_DOB_and_Postcod
e_MatchScore

名、姓の最初の 3 文字、誕生日、および郵便番号に基づいてマッチ率を生
成します。

rule_DEU_Firstname_and_PI
D_MatchScore

個人データカラム内の名と任意のデータ（電話番号、電子メール、個人 ID
など）に基づいてマッチ率を生成します。

rule_DEU_Firstname_Surnam
e_2ElementsDOB_and_Postc
ode_MatchScore

人名、誕生日、および郵便番号に基づいてマッチ率を生成します。
注: 誕生日の入力フォーマットは DD/MM/YYYY であることを前提とします。

rule_DEU_Firstname_Surnam
e_DOB_and_Postcode_Matc
hScore

姓、誕生日、および郵便番号に基づいてマッチ率を生成します。

rule_DEU_Individual_Name_
and_Phone_MatchScore

人名と電話番号に基づいてマッチ率を生成します。

rule_Familyname_and_Addre
ss_MatchScore

姓と住所に基づいてマッチ率を生成します。

rule_Individual_Name_and_
Date_MatchScore

人名と日付に基づいてマッチ率を生成します。

rule_Individual_Name_and_E
mail_MatchScore

人名と電子メールアドレスに基づいてマッチ率を生成します。
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名前 説明
rule_Individual_Name_and_S
SN_MatchScore

個人データカラム内の名と任意のデータ（電話番号、電子メール、SSN 番
号など）に基づいてマッチ率を生成します。

rule_Individual_Name_Match
Score

人名に基づいてマッチ率を生成します。

ドイツ複号ルール
ドイツアクセラレータ内の複合ルールは、単一のマッピング内の事前設定された一式のルールを実行するため
に使用します。 これらの複合ルールは、ドイツアクセラレータ内のルールを使用します。
これらの複合ルールは、以下のリポジトリの場所にインストールされます。
[Informatica_DQ_Content]\Rules\Composite_Rules
ドイツの連絡先データの複合ルール
以下の表に、ドイツアクセラレータ内の、連絡先データの複合ルールを示します。

名前 説明
rule_DEU_Contact_Data ドイツの連絡先データ（住所や電話番号など）を解析、標準化、および検証し

ます。

以下の表に、ドイツの連絡先データの複合ルールに含まれるルールと、それらのリポジトリの場所を示します。

ルール 場所
Case_Converter 再利用不可能なトランスフォーメーション
rule_Assign_DQ_90_Mailability_Score_Description [Informatica_DQ_Content]\Rules

\General_Data_Cleansing
rule_DEU_Address_Validation_Hybrid [Informatica_DQ_Content]\Rules

\Address_Data_Cleansing
rule_DEU_Company_Name_Standardization [Informatica_DQ_Content]\Rules

\Corporate_Data_Cleansing
rule_DEU_Gender_Assignment [Informatica_DQ_Content]\Rules

\Contact_Data_Cleansing
rule_DEU_Multi_Person_Name_Parse [Informatica_DQ_Content]\Rules

\Contact_Data_Cleansing
rule_DEU_Phone_Number_Standardization [Informatica_DQ_Content]\Rules

\Contact_Data_Cleansing
rule_DEU_Phone_Number_Validation [Informatica_DQ_Content]\Rules

\Contact_Data_Cleansing
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ルール 場所
rule_DEU_Prename_Assignment [Informatica_DQ_Content]\Rules

\Contact_Data_Cleansing
rule_DEU_Salutation_Assignment [Informatica_DQ_Content]\Rules

\Contact_Data_Cleansing
rule_Email_Validation [Informatica_DQ_Content]\Rules

\Contact_Data_Cleansing

ドイツデモンストレーションマッピング
ドイツアクセラレータ内のデモンストレーションマッピングは、複数のルールを使用して品質処理を示します。
これらのデモンストレーションマッピングは、以下のリポジトリの場所にインストールされます。
[Informatica_DQ_Content]\Rules_Demo\DEU_Accelerator
このアクセラレータには、以下のデモンストレーションマッピングが含まれます。
m_DEU_customer_data_demo

ドイツのデータを解析、標準化、および検証します。
m_DEU_customer_matching_demo

ドイツからの ID データを解析して標準化し、データの ID 照合分析を行います。
このマッピングは、以下のデータの組み合わせを分析し、それぞれの組み合わせの一致クラスタを生成し
ます。
• 人名と住所データ
• 人名と電話番号
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第  9  章

ポルトガルアクセラレータ
この章では、以下の項目について説明します。
• ポルトガルアクセラレータの概要, 91 ページ
• ポルトガル住所データクレンジングルール, 91 ページ
• ポルトガル連絡先データクレンジングルール, 92 ページ
• ポルトガル企業データクレンジングルール, 94 ページ
• ポルトガル一般データクレンジングルール, 94 ページ
• ポルトガル一致および重複排除ルール, 95 ページ
• ポルトガル複合ルール, 97 ページ
• ポルトガルデモンストレーションマッピング, 98 ページ

ポルトガルアクセラレータの概要
ポルトガルアクセラレータ内のルールは、ポルトガルの組織からのデータの検証と改善に使用します。
ポルトガルアクセラレータには、以下のデータ品質処理を実行するルールが含まれています。
• 住所データクレンジング
• 連絡先データクレンジング
• 企業データクレンジング
• 一般データクレンジング
• 一致および重複排除
このアクセラレータは、コアアクセラレータでインストールされるデータクレンジングルールに依存します。

ポルトガル住所データクレンジングルール
住所データクレンジングルールは、住所データを解析および検証するために使用します。
住所データクレンジングルールは、以下のリポジトリの場所にインストールされます。
[Informatica_DQ_Content]\Rules\Address_Data_Cleansing
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以下の表に、ポルトガルアクセラレータ内の住所データクレンジングルールを示します。

名前 説明
rule_PRT_Address_Parse_Hy
brid

構造化されていないポルトガルの住所を住所要素に解析します。 このルー
ルは住所を検証しません。 このルールは、アドレスバリデータトランスフ
ォーメーションの混合入力ポートに入力アドレスフィールドを接続できる
場合に使用します。

rule_PRT_Address_Parse_Mul
tiline

構造化されていないポルトガルの住所を住所要素に解析します。 このルー
ルは住所を検証しません。 このルールは、アドレスバリデータトランスフ
ォーメーションの複数行入力ポートに入力アドレスフィールドを接続でき
る場合に使用します。

rule_PRT_Address_Validation
_Discrete_w_Geocoding

ポルトガルの住所の配達可能性を検証し、各出力住所に緯度と経度の座標
を追加します。 このルールは、可能な場合、入力アドレス内のエラーを修
正します。 このルールは、アドレスバリデータトランスフォーメーション
の個別入力ポートに入力アドレスフィールドを接続できる場合に使用しま
す。

rule_PRT_Address_Validation
_Discrete

ポルトガルの住所の配達可能性を検証します。このルールは、可能な場
合、入力アドレス内のエラーを修正します。 このルールは、アドレスバリ
データトランスフォーメーションの個別入力ポートに入力アドレスフィー
ルドを接続できる場合に使用します。

rule_PRT_Address_Validation
_Hybrid_w_Geocoding

ポルトガルの住所の配達可能性を検証し、各出力住所に緯度と経度の座標
を追加します。 このルールは、可能な場合、入力アドレス内のエラーを修
正します。 このルールは、アドレスバリデータトランスフォーメーション
の混合入力ポートに入力アドレスフィールドを接続できる場合に使用しま
す。

rule_PRT_Address_Validation
_Hybrid

ポルトガルの住所の配達可能性を検証します。 このルールは、可能な場
合、入力アドレス内のエラーを修正します。 このルールは、アドレスバリ
データトランスフォーメーションの混合入力ポートに入力アドレスフィー
ルドを接続できる場合に使用します。

rule_PRT_Address_Validation
_Multiline_w_Geocoding

ポルトガルの住所の配達可能性を検証し、各出力住所に緯度と経度の座標
を追加します。 このルールは、可能な場合、入力アドレス内のエラーを修
正します。 このルールは、アドレスバリデータトランスフォーメーション
の複数行入力ポートに入力アドレスフィールドを接続できる場合に使用し
ます。

rule_PRT_Address_Validation
_Multiline

ポルトガルの住所の配達可能性を検証します。このルールは、可能な場
合、入力アドレス内のエラーを修正します。 このルールは、アドレスバリ
データトランスフォーメーションの複数行入力ポートに入力アドレスフィ
ールドを接続できる場合に使用します。

ポルトガル連絡先データクレンジングルール
連絡先データクレンジングルールは、ビジネス上の連絡先や個人についてのデータをパース、標準化、および
検証するために使用します。
連絡先データクレンジングルールは、以下のリポジトリの場所にインストールされます。
[Informatica_DQ_Content]\Rules\Contact_Data_Cleansing
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以下の表に、ポルトガルアクセラレータ内の連絡先データクレンジングルールを示します。

名前 説明
rule_PRT_Gender_Assignmen
t

名に応じて性別を割り当てます。 このルールは、男性名には「M」、女性
名には「F」、性別が不明な場合には「U」を返します。 例えば、「Artur 
Cruz」という名前には、男性を表す「M」を割り当てます。

rule_PRT_Given_Name_Stan
dard

ポルトガルのニックネームから名を生成します。

rule_PRT_NIF_Parse Número de Identificação Fiscal（NIF）番号を文字列からパースします。
このルールは ID 番号を返し、ID 番号が削除された入力テキストを含む文
字列も返します。

rule_PRT_NIF_Standardizatio
n

Número de Identificação Fiscal（NIF）番号を 9 桁の文字列に標準化しま
す。このルールは、英文字、記号、およびスペースを削除します。

rule_PRT_NIF_Validate Número de Identificação Fiscal（NIF）番号を、そのチェックデジットに
基づいて検証します。 このルールでは、入力がスペースなしの 9 桁の数値
文字列である必要があります。

rule_PRT_Personal_Name_P
arse_Validate

人名の値を個別のポートにパースします。ルールによって、役職、名、ミ
ドルネーム、姓などの値のポートが作成されます。ルールは、名前に会社
名の可能性があるかどうかも示し、名前のスペルを検証します。
ルールの出力には、レコードの個人のフルネームを含むポートが含まれま
す。フルネームのポートは、ID 照合分析マッピングの一致トランスフォー
メーションへの入力として使用できます。

rule_PRT_Phone_Number_Pa
rse

文字列からポルトガルの電話番号をパースします。 このルールは、右から
左の順で、データ内の最初の電話番号をパースします。 このルールは電話
番号を返し、電話番号が削除された入力テキストを含む文字列も返しま
す。

rule_PRT_Phone_Number_St
andardization

ポルトガルの電話番号を国際通話および域内通話のフォーマットに標準化
します。

rule_PRT_Phone_Number_Va
lidation

ポルトガルの電話番号の市外局番と長さを検証します。 このルールは、電
話番号の地域に加えて、市外局番と電話番号の長さが有効であるかどうか
を示すコードを返します。

rule_PRT_Prename_Assignm
ent

性別に応じて敬称を生成します。female_prename 式変数を「Sra」から
「Sta」に変更できます。

rule_PRT_Salutation_Assign
ment

名および名前トークンから正式なあいさつと略式のあいさつを生成しま
す。例えば、入力データに「Sr. Artur Cruz」が含まれる場合、正式なあい
さつ「Prezado Sr. Cruz,」と、略式のあいさつ「Prezado Artur,」を生成し
ます。 敬称と句読点を変更するには、dq_Generate_Salutation 式トラン
スフォーメーションの変数を編集します。

コア連絡先データクレンジングルールへの依存
ポルトガルアクセラレータは、コアアクセラレータの以下の連絡先データクレンジングルールに依存します。
• rule_Email_Validation
これらのルールの詳細については、「コア連絡先データクレンジングルール」  (ページ 22)を参照してください。
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ポルトガル企業データクレンジングルール
企業データクレンジングルールは、データを解析、標準化、および検証するために使用します。
企業データクレンジングルールは、以下のリポジトリの場所にインストールされます。
[Informatica_DQ_Content]\Rules\Corporate_Data_Cleansing
以下の表に、ポルトガルアクセラレータ内の企業データクレンジングルールを示します。

名前 説明
rule_PRT_Company_Name_S
tandardization

ポルトガルの会社名を参照テーブルの値に標準化します。

rule_PRT_NIPC_Parse Número de Identificação Pessoa Colectiva（NIPC）を解析します。このル
ールは NIPC を返し、NIPC が削除された入力テキストを含む文字列も返し
ます。

rule_PRT_NIPC_Standardise Número de Identificação Pessoa Colectiva（NIPC）を 9 桁の文字列に標準
化します。このルールは、英文字、記号、およびスペースを削除します。

rule_PRT_NIPC_Validate Número de Identificação Pessoa Colectiva（NIPC）番号を、そのチェック
デジットに基づいて検証します。 このルールでは、入力が 9 桁の文字列で
ある必要があります。

ポルトガル一般データクレンジングルール
一般データクレンジングルールは、入力フィールドに含まれている情報の種類を識別する場合に使用します。
一般データクレンジングルールは、以下のリポジトリの場所にインストールされます。
[Informatica_DQ_Content]\Rules\General_Data_Cleansing
以下の表に、ポルトガルアクセラレータ内の一般データクレンジングルールを示します。

名前 説明
rule_PRT_NER_Field_Identification 入力フィールドに含まれる情報の種類を特定します。このルールは、

名前、個人 ID、会社名、日付、およびポルトガルの住所データを特
定できます。 このルールは、入力データの種類を表すラベルを返し
ます。 このルールは、参照データを使用して情報の種類を特定しま
す。 このルールは、確率的な照合方法を使用して情報の種類を特定
します。

コアの一般データのクレンジングルールに対する依存
ポルトガルアクセラレータは、コアアクセラレータの以下の一般データクレンジングルールに依存します。
• rule_Assign_DQ_90_GeocodingStatus_Description
• rule_Assign_DQ_90_ElementResultStatus_Description
• rule_Assign_DQ_90_Match_Code_Descriptions
• rule_Parse_First_Word
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• rule_Remove_Extra_Spaces
• rule_Remove_Non_Numbers
• rule_Remove_Punctuation
• rule_Remove_Punctuation_and_Space
• rule_Replace_Limited_Punct_with_Space
• rule_UpperCase
これらのルールの詳細については、「コア一般データクレンジングルール」  (ページ 23)を参照してください。

ポルトガル一致および重複排除ルール
一致および重複排除ルールは、マッチ率を生成し、重複レコードを特定するために使用します。
一致および重複排除ルールは、以下のリポジトリの場所にインストールされます。
[Informatica_DQ_Content]\Rules\Matching_Deduplication
以下の表に、ポルトガルアクセラレータ内の一致および重複排除ルールを示します。

名前 説明
mplt_Company_Name_Matc
h

フィールド照合ストラテジを使用して、会社名に基づいて、重複する行を
特定します。 このマップレットは、会社名の値から Soundex コードを生
成し、その Soundex コードをグループキーとして使用します。

mplt_PRT_Company_Name_
and_Address_Match

フィールド照合ストラテジを使用して、会社名と住所データに基づいて、
ポルトガルのデータ内の重複する行を特定します。 このマップレットは、
会社名の値と郵便番号の値に含まれる文字の組み合わせを使用し、グルー
プキーを生成します。

mplt_PRT_Familyname_and_
Address_Match

フィールド照合ストラテジを使用して、姓と住所データに基づいて、ポル
トガルのデータ内の重複する行を特定します。 このマップレットは、姓の
値と郵便番号の値に含まれる文字の組み合わせを使用し、グループキーを
生成します。

mplt_PRT_Firstname_and_NI
F_BI_Match

フィールド照合ストラテジを使用し、名と個人識別番号（Número de 
Indentificação Fiscal（NIF）や Bilhete de Identidade（BI）など）に基づ
いて、ポルトガルのデータ内の重複した行を特定します。 このマップレッ
トは、個人識別番号データからグループキーを生成します。

mplt_PRT_IMO_Company_Na
me_and_Address_Match

ID 照合ストラテジを使用して、会社名と住所に基づいて、ポルトガルのデ
ータ内の重複する行を特定します。 このマップレットは、郵便番号データ
からグループキーを生成します。

mplt_PRT_IMO_Familyname_
and_Address_Match

ID 照合ストラテジを使用して、姓と住所に基づいて、ポルトガルのデータ
内の重複する行を特定します。 このマップレットは、郵便番号データから
グループキーを生成します。

mplt_PRT_IMO_Individual_N
ame_and_Address_Match

ID 照合ストラテジを使用して、人名と住所に基づいて、ポルトガルのデー
タ内の重複する行を特定します。 このマップレットは、郵便番号データか
らグループキーを生成します。
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名前 説明
mplt_PRT_IMO_Personal_Na
me_and_Data_Match

ID 照合ストラテジを使用して、人名と個人データに基づいて、ポルトガル
のデータ内の重複する行を特定します。 個人データカラムのフィールドに
は、電話番号、電子メール、Número de Indentificação Fiscal（NIF）など
の、単一の種類のデータが含まれている必要があります。 このマップレッ
トは、個人データから生成されたグループキーを生成します。

mplt_PRT_Individual_Name_
and_Address_Match

フィールド照合ストラテジを使用して、人名と住所データに基づいて、ポ
ルトガルのデータ内の重複する行を特定します。 このマップレットは、姓
の値と郵便番号の値に含まれる文字の組み合わせを使用し、グループキー
を生成します。

mplt_PRT_Individual_Name_
and_Date_Match

フィールド照合ストラテジを使用して、人名と日付データに基づいて、ポ
ルトガルのデータ内の重複する行を特定します。 このマップレットは、日
付データからグループキーを生成します。

mplt_PRT_Individual_Name_
and_Email_Match

フィールド照合ストラテジを使用して、人名と電子メールアドレスに基づ
いて、ポルトガルのデータ内の重複する行を特定します。 このマップレッ
トは、電子メールアドレスデータからグループキーを生成します。

mplt_PRT_Individual_Name_
and_Phone_Match

フィールド照合ストラテジを使用して、人名と電話番号に基づいて、ポル
トガルのデータ内の重複する行を特定します。 このマップレットは、電話
番号データからグループキーを生成します。

mplt_PRT_Individual_Name_
Match

フィールド照合ストラテジを使用して、人名に基づいてポルトガルのデー
タ内の重複する行を特定します。 このマップレットは、姓の値から
NYSIIS コードを生成し、それらの NYSIIS コードをグループキーとして使
用します。

rule_Company_Name_Match
Score

会社名に基づいてマッチ率を生成します。

rule_PRT_Company_Name_a
nd_Address_MatchScore

会社名とポルトガルの住所データに基づいてマッチ率を生成します。

rule_PRT_Familyname_and_
Address_MatchScore

姓とポルトガルの住所データに基づいてマッチ率を生成します。

rule_PRT_Firstname_and_NI
F_BI_MatchScore

名のデータ、Número de Indentificação Fiscal（NIF）、および Bilhete de 
Identidade（BI）番号に基づいてマッチ率を生成します。

rule_PRT_Individual_Name_a
nd_Address_MatchScore

人名とポルトガルの住所データに基づいてマッチ率を生成します。

rule_PRT_Individual_Name_a
nd_Date_MatchScore

人名と日付に基づいてマッチ率を生成します。

rule_PRT_Individual_Name_a
nd_Email_MatchScore

人名と電子メールアドレスに基づいてマッチ率を生成します。

rule_PRT_Individual_Name_a
nd_Phone_MatchScore

人名と電話番号に基づいてマッチ率を生成します。

rule_PRT_Individual_Name_
MatchScore

人名に基づいてマッチ率を生成します。
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ポルトガル複合ルール
ポルトガルアクセラレータ内の複合ルールは、単一のマッピング内の事前設定された一式のルールを実行する
ために使用します。 これらの複合ルールは、ポルトガルアクセラレータ内のルールを使用します。
これらの複合ルールは、以下のリポジトリの場所にインストールされます。
[Informatica_DQ_Content]\Rules\Composite_Rules
ポルトガルの連絡先データの複合ルール
以下の表に、ポルトガルアクセラレータ内の、ポルトガルの連絡先データの複合ルールを示します。

名前 説明
rule_PRT_Contact_Data ポルトガルの連絡先データ（住所、電話番号、Número de Identificação Fiscal

（NIF）番号など）を解析、標準化、および検証します。

以下の表に、ポルトガルの連絡先データの複合ルールに含まれるルールと、それらのリポジトリの場所を示し
ます。

ルール 場所
Case_Converter 再利用不可能なトランスフォーメーション
rule_Assign_DQ_90_Mailability_Score_Description [Informatica_DQ_Content]\Rules

\General_Data_Cleansing
rule_Email_Validation [Informatica_DQ_Content]\Rules

\Contact_Data_Cleansing
rule_PRT_Address_Validation_Hybrid [Informatica_DQ_Content]\Rules

\Address_Data_Cleansing
rule_PRT_Company_Name_Standardization [Informatica_DQ_Content]\Rules

\Corporate_Data_Cleansing
rule_PRT_NIF_Standardization [Informatica_DQ_Content]\Rules

\Contact_Data_Cleansing
rule_PRT_NIF_Validate [Informatica_DQ_Content]\Rules

\Contact_Data_Cleansing
rule_PRT_Personal_Name_Parse_Validate [Informatica_DQ_Content]\Rules

\Contact_Data_Cleansing
rule_PRT_Phone_Number_Standardization [Informatica_DQ_Content]\Rules

\Contact_Data_Cleansing
rule_PRT_Phone_Number_Validation [Informatica_DQ_Content]\Rules

\Contact_Data_Cleansing
rule_PRT_Prename_Assignment [Informatica_DQ_Content]\Rules

\Contact_Data_Cleansing
rule_PRT_Salutation_Assignment [Informatica_DQ_Content]\Rules

\Contact_Data_Cleansing
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ポルトガルデモンストレーションマッピング
ポルトガルアクセラレータ内のデモンストレーションマッピングは、複数のルールを使用してデータ品質処理
を示します。
これらのデモンストレーションマッピングは、以下のリポジトリの場所にインストールされます。
[Informatica_DQ_Content]\Rules_Demo\PRT_Accelerator
このアクセラレータには、以下のデモンストレーションマッピングが含まれます。
m_PRT_customer_data_demo

ポルトガルのデータを解析、標準化、および検証します。
m_PRT_customer_matching_demo

ポルトガルからの ID データを解析して標準化し、データの ID 照合分析を行います。
このマッピングは、以下のデータの組み合わせを分析し、それぞれの組み合わせの一致クラスタを生成し
ます。
• 人名と住所データ
• 人名と電話番号
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第  1 0  章

スペインアクセラレータ
この章では、以下の項目について説明します。
• スペインアクセラレータの概要, 99 ページ
• スペイン住所データクレンジングルール, 99 ページ
• スペイン連絡先データクレンジングルール, 101 ページ
• スペイン企業データクレンジングルール, 102 ページ
• スペイン一般データクレンジングルール , 102 ページ
• スペイン一致および重複排除ルール, 103 ページ
• スペインデモンストレーションマッピング, 105 ページ

スペインアクセラレータの概要
スペインアクセラレータ内のルールは、スペインの組織からのデータの検証と改善に使用します。
スペインアクセラレータには、以下のデータ品質処理を実行するルールが含まれています。
• 住所データクレンジング
• 連絡先データクレンジング
• 企業データクレンジング
• 一般データクレンジング
• 一致および重複排除
このアクセラレータは、コアアクセラレータでインストールされるデータクレンジングルールに依存します。

スペイン住所データクレンジングルール
住所データクレンジングルールは、住所データを解析、標準化、および検証するために使用します。
住所データクレンジングルールは、以下のリポジトリの場所にインストールされます。
[Informatica_DQ_Content]\Rules\Address_Data_Cleansing
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以下の表に、スペインアクセラレータ内の住所データクレンジングルールを示します。

名前 説明
rule_ESP_Address_Parse_Hybrid 構造化されていないスペインの住所を住所要素に

解析します。 このルールは住所を検証しません。 
このルールは、アドレスバリデータトランスフォ
ーメーションの混合入力ポートに入力アドレスフ
ィールドを接続できる場合に使用します。

rule_ESP_Address_Parse_Multiline 構造化されていないスペインの住所を住所要素に
解析します。 このルールは住所を検証しません。 
このルールは、アドレスバリデータトランスフォ
ーメーションの複数行入力ポートに入力アドレス
フィールドを接続できる場合に使用します。

rule_ESP_Address_Validation_Discrete_w_Geocoding スペインの住所の配達可能性を検証し、各出力住
所に緯度と経度の座標を追加します。 このルール
は、可能な場合、入力アドレス内のエラーを修正
します。 このルールは、アドレスバリデータトラ
ンスフォーメーションの個別入力ポートに入力ア
ドレスフィールドを接続できる場合に使用しま
す。

rule_ESP_Address_Validation_Discrete スペインの住所の配達可能性を検証します。 この
ルールは、可能な場合、入力アドレス内のエラー
を修正します。 このルールは、アドレスバリデー
タトランスフォーメーションの個別入力ポートに
入力アドレスフィールドを接続できる場合に使用
します。

rule_ESP_Address_Validation_Hybrid_w_Geocoding スペインの住所の配達可能性を検証し、各出力住
所に緯度と経度の座標を追加します。 このルール
は、可能な場合、入力アドレス内のエラーを修正
します。 このルールは、アドレスバリデータトラ
ンスフォーメーションの混合入力ポートに入力ア
ドレスフィールドを接続できる場合に使用しま
す。

rule_ESP_Address_Validation_Hybrid スペインの住所の配達可能性を検証します。 この
ルールは、可能な場合、入力アドレス内のエラー
を修正します。 このルールは、アドレスバリデー
タトランスフォーメーションの混合入力ポートに
入力アドレスフィールドを接続できる場合に使用
します。

rule_ESP_Address_Validation_Multiline_w_Geocoding スペインの住所の配達可能性を検証し、各出力住
所に緯度と経度の座標を追加します。 このルール
は、可能な場合、入力アドレス内のエラーを修正
します。 このルールは、アドレスバリデータトラ
ンスフォーメーションの複数行入力ポートに入力
アドレスフィールドを接続できる場合に使用しま
す。

rule_ESP_Address_Validation_Multiline スペインの住所の配達可能性を検証します。 この
ルールは、可能な場合、入力アドレス内のエラー
を修正します。 このルールは、アドレスバリデー
タトランスフォーメーションの複数行入力ポート
に入力アドレスフィールドを接続できる場合に使
用します。
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スペイン連絡先データクレンジングルール
連絡先データクレンジングルールは、ビジネス上の連絡先や個人についてのデータを解析、標準化、および検
証するために使用します。
連絡先データクレンジングルールは、以下のリポジトリの場所にインストールされます。
[Informatica_DQ_Content]\Rules\Contact_Data_Cleansing
以下の表に、スペインアクセラレータ内の連絡先データクレンジングルールを示します。

名前 説明
rule_ESP_CIF_Parse スペインの Certificado de Identificación Fiscal（CIF）を

解析します。
rule_ESP_CIF_Standardization スペインの Certificado de Identificación Fiscal（CIF）を

標準化します。
rule_ESP_CIF_Validation スペインの Certificado de Identificación Fiscal（CIF）を

検証します。
rule_ESP_DNI_Parse スペインの Documento Nacional de Identidad（DNI）を

解析します。
rule_ESP_DNI_Standardization スペインの Documento Nacional de Identidad（DNI）を

標準化します。
rule_ESP_DNI_Validate スペインの Documento Nacional de Identidad（DNI）を

検証します。
rule_ESP_Gender_Assignment 名に応じて性別を割り当てます。 このルールは、男性名

には「M」、女性名には「F」、性別が不明な場合には「U」
を返します。 例えば、「Juan Garcia」という名前には、男
性であることを示す「M」を性別として割り当てます。

rule_ESP_Given_Name_Standard スペインのニックネームから名を生成します。
rule_ESP_NIE_Parse スペインの Spanish Número de Identidad de Extranjero

（NIE）を解析します。
rule_ESP_NIE_Standardization スペインの Spanish Número de Identidad de Extranjero

（NIE）を標準化します。
rule_ESP_NIE_Validation スペインの Spanish Número de Identidad de Extranjero

（NIE）を検証します。
rule_ESP_NIF_Parse 文字列からスペインの Número de Identificación Fiscal

（NIF）を解析します。
rule_ESP_NIF_Standardization スペインの Número de Identificación Fiscal（NIF）を標準

化します。
rule_ESP_NIF_Validation スペインの Número de Identificación Fiscal（NIF）を検証

します。
rule_ESP_Personal_Name_Parse スペインの人名を解析します。
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名前 説明
rule_ESP_Phone_Number_Parse 文字列からスペインの電話番号を解析します。 このルー

ルは、右から左の順で、データ内の最初の電話番号を解析
します。 このルールは電話番号を返し、電話番号が削除
された入力テキストを含む文字列も返します。

rule_ESP_Phone_Number_Standardization スぺインの電話番号を国際通話および域内通話のフォーマ
ットに標準化します。 このルールは、先頭のゼロ、国際
通話コード、またはハッシュ記号で始まる内線番号を使用
する電話番号を認識します。

rule_ESP_Phone_Number_Validation スペインの電話番号の市外局番と長さを検証します。 こ
のルールは、電話番号の地域に加えて、市外局番と電話番
号の長さが有効であるかどうかを示すコードを返します。

rule_ESP_Phone_Parse_Standardize_Validate スペインの電話番号を解析し、フォーマットを標準化しま
す。 スペインの電話番号の市外局番と長さを検証します。

rule_ESP_Prename_Assignment 性別に応じて敬称を生成します。
rule_ESP_Salutation_Assignment 名および名前トークンから正式なあいさつと略式のあいさ

つを生成します。例えば、入力データに「Sr. Juan 
Garcia」が含まれる場合、正式なあいさつ「Estimado Sr. 
Garcia,」と略式のあいさつ「Querido Juan,」を生成しま
す。 敬称と句読点を変更するには、
dq_Generate_Salutation 式トランスフォーメーションの
変数を編集します。

コア連絡先データクレンジングルールへの依存
スペインアクセラレータは、コアアクセラレータの以下の連絡先データクレンジングルールに依存します。
• rule_Email_Validation
これらのルールの詳細については、「コア連絡先データクレンジングルール」  (ページ 22)を参照してください。

スペイン企業データクレンジングルール
企業データクレンジングルールは、企業データを標準化するために使用します。
スペインアクセラレータは、コアアクセラレータの以下の企業データクレンジングルールに依存します。
• rule_Company_Name_Standardization

スペイン一般データクレンジングルール
一般データクレンジングルールは、入力フィールドに含まれている情報の種類を識別する場合に使用します。
一般データクレンジングルールは、以下のリポジトリの場所にインストールされます。
[Informatica_DQ_Content]Rules\General_Data_Cleansing
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以下の表に、スペインアクセラレータ内の一般データクレンジングルールを示します。

名前 説明
rule_ESP_NER_Field_Identification 入力フィールドに含まれる情報の種類を特定します。このルールは、

名前、個人 ID、会社名、日付、およびスペインの住所データを特定
できます。 このルールは、入力データの種類を表すラベルを返しま
す。 このルールは、確率的な照合方法を使用して情報の種類を特定
します。

スペインアクセラレータは、コアアクセラレータの以下の一般データクレンジングルールに依存します。
• rule_Assign_DQ_90_ElementResultStatus_Description
• rule_Assign_DQ_90_GeocodingStatus-Description
• rule_Assign_DQ_90_Match_Code_Descriptions
• rule_Remove_Extra_Spaces
• rule_Remove_Leading_Zero
• rule_Remove_Limited_Punctuation
• rule_Remove_Non_Numbers
• rule_Remove_Punctuation_and_Space
• rule_Remove_Punctuation
• rule_Replace_limited_Punct_with_Space
• rule_Translate_Diacritic_Characters
• rule_UpperCase

スペイン一致および重複排除ルール
一致および重複排除ルールは、マッチ率を生成し、重複レコードを特定するために使用します。
一致および重複排除ルールは、以下のリポジトリの場所にインストールされます。
[Informatica_DQ_Content]\Rules\Matching_Deduplication
以下の表に、スペインアクセラレータ内の一致および重複排除ルールを示します。

名前 説明
mplt_Company_Name_Match フィールド照合ストラテジを使用して、会社名に

基づいて、重複する行を特定します。
mplt_ESP_Company_Name_and_Address_Match フィールド照合ストラテジを使用して、会社名と

住所データに基づいて、スペインのデータ内の重
複する行を特定します。 このマップレットは、
会社名の値と郵便番号の値に含まれる文字の組み
合わせを使用し、グループキーを生成します。
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名前 説明
mplt_ESP_Familyname_and_Address_Match フィールド照合ストラテジを使用して、姓と住所

データに基づいて、スペインのデータ内の重複す
る行を特定します。 このマップレットは、姓の
値と郵便番号の値に含まれる文字の組み合わせを
使用し、グループキーを生成します。

mplt_ESP_Firstname_and_NIF_BI_Match フィールド照合ストラテジを使用し、名と個人識
別番号（Número de Identificación Fiscal（NIF）
など）に基づいて、スペインのデータ内の重複す
る行を特定します。 このマップレットは、個人
識別番号データからグループキーを生成します。

mplt_ESP_IMO_Company_Name_Match ID 照合ストラテジを使用して、会社名に基づい
て、スペインのデータ内の重複する行を特定しま
す。 このマップレットは、会社名の値から
Soundex コードを生成し、その Soundex コード
をグループキーとして使用します。

mplt_ESP_IMO_Company_Name_and_Address_Match ID 照合ストラテジを使用して、会社名と住所に
基づいて、スペインのデータ内の重複する行を特
定します。 このマップレットは、郵便番号デー
タからグループキーを生成します。

mplt_ESP_IMO_Familyname_and_Address_Match ID 照合ストラテジを使用して、姓と住所に基づ
いて、スペインのデータ内の重複する行を特定し
ます。 このマップレットは、郵便番号データか
ら生成するグループキーを生成します。

mplt_ESP_IMO_Individual_Name_and_Address_Match ID 照合ストラテジを使用して、人名と住所に基
づいて、スペインのデータ内の重複する行を特定
します。このマップレットは、郵便番号データか
らグループキーを生成します。

mplt_ESP_IMO_Personal_Name_and_Data_Match ID 照合ストラテジを使用して、人名と個人デー
タに基づいて、スペインのデータ内の重複する行
を特定します。個人データカラムのフィールドに
は、電話番号や電子メールなどの、単一の種類の
データが含まれている必要があります。 このマ
ップレットは、個人データからグループキーを生
成します。

mplt_ESP_Individual_Name_Match フィールド照合ストラテジを使用して、人名に基
づいてスペインのデータ内の重複する行を特定し
ます。 このマップレットは、姓の値から NYSIIS
コードを生成し、それらの NYSIIS コードをグル
ープキーとして使用します。

mplt_ESP_Individual_Name_and_Address_Match フィールド照合ストラテジを使用して、人名と住
所データに基づいて、スペインのデータ内の重複
する行を特定します。 このマップレットは、姓
の値と郵便番号の値に含まれる文字の組み合わせ
を使用し、グループキーを生成します。

mplt_ESP_Individual_Name_and_Date_Match フィールド照合ストラテジを使用して、人名と日
付に基づいて、スペインのデータ内の重複する行
を特定します。 このマップレットは、日付デー
タからグループキーを生成します。
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名前 説明
mplt_ESP_Individual_Name_and_Email_Match フィールド照合ストラテジを使用して、電子メー

ルアドレスと人名に基づいて、スペインのデータ
内の重複する行を特定します。 このマップレッ
トは、電子メールアドレスデータからグループキ
ーを生成します。

mplt_ESP_Individual_Name_and_Phone_Match フィールド照合ストラテジを使用して、人名と電
話番号に基づいて、スぺインのデータ内の重複す
る行を特定します。 このマップレットは、電話
番号データからグループキーを生成します。

rule_Company_Name_MatchScore 会社名に基づいてマッチ率を生成します。
rule_ESP_Company_Name_and_Address_MatchScore 会社名とスペインの住所データに基づいてマッチ

率を生成します。
rule_ESP_Familyname_and_Address_MatchScore 姓とスペインの住所データに基づいてマッチ率を

生成します。
rule_ESP_Firstname_and_NIF_BI_Matchscore 名と Número de Identificación Fiscal（NIF）番号

に基づいてマッチ率を生成します。
rule_ESP_Individual_Name_MatchScore 人名に基づいてマッチ率を生成します。
rule_ESP_Individual_Name_and_Address_MatchScore 人名とスペインの住所データに基づいてマッチ率

を生成します。
rule_ESP_Individual_Name_and_Date_MatchScore 人名と日付に基づいてマッチ率を生成します。
rule_ESP_Individual_Name_and_Email_MatchScore 人名と電子メールアドレスに基づいてマッチ率を

生成します。
rule_ESP_Individual_Name_and_Phone_MatchScore 人名と電話番号に基づいてマッチ率を生成しま

す。

スペインデモンストレーションマッピング
スペインアクセラレータ内のデモンストレーションマッピングは、複数のルールを使用してデータ品質処理を
示します。
これらのデモンストレーションマッピングは、以下のリポジトリの場所にインストールされます。
[Informatica_DQ_Content]\Rules_Demo\ESP_Accelerator
このアクセラレータには、以下のデモンストレーションマッピングが含まれます。
m_ESP_customer_data_demo

スペインのデータを解析、標準化、および検証します。
m_ESP_customer_matching_demo

スペインからの ID データを解析して標準化し、データの ID 照合分析を行います。
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このマッピングは、以下のデータの組み合わせを分析し、それぞれの組み合わせの一致クラスタを生成し
ます。
• 人名と住所データ
• 人名と電話番号
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英国アクセラレータ
この章では、以下の項目について説明します。
• 英国アクセラレータの概要, 107 ページ
• 英国住所データクレンジングルール, 107 ページ
• 英国連絡先データクレンジングルール, 109 ページ
• 英国財務データクレンジングルール, 111 ページ
• 英国一般データクレンジングルール, 112 ページ
• 英国一致および重複排除ルール, 113 ページ
• 英国複合ルール, 115 ページ
• 英国デモンストレーションマッピング, 116 ページ

英国アクセラレータの概要
米国アクセラレータ内のルールは、米国の組織からのデータの検証と改善に使用します。
英国アクセラレータには、以下のデータ品質処理を実行するルールが含まれています。
• 住所データクレンジング
• 連絡先データクレンジング
• 財務データクレンジング
• 一致および重複排除
このアクセラレータは、コアアクセラレータでインストールされるデータクレンジングルールに依存します。

英国住所データクレンジングルール
住所データクレンジングルールは、住所データを解析、標準化、および検証するために使用します。
住所データクレンジングルールは、以下のリポジトリの場所にインストールされます。
[Informatica_DQ_Content]\Rules\Address_Data_Cleansing
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以下の表に、英国アクセラレータ内の住所データクレンジングルールを示します。

名前 説明
rule_GBR_Address_Parse_Hy
brid

構造化されていない英国の住所を住所要素に解析します。 このルールは住
所を検証しません。 このルールは、アドレスバリデータトランスフォーメ
ーションの混合入力ポートに入力アドレスフィールドを接続できる場合に
使用します。

rule_GBR_Address_Parse_Mu
ltiline

構造化されていない英国の住所を住所要素に解析します。 このルールは住
所を検証しません。 このルールは、アドレスバリデータトランスフォーメ
ーションの複数行入力ポートに入力アドレスフィールドを接続できる場合
に使用します。

rule_GBR_Address_Validation
_Discrete_w_Geocoding

英国の住所の配達可能性を検証し、各出力住所に緯度と経度の座標を追加
します。 このルールは、可能な場合、入力アドレス内のエラーを修正しま
す。 このルールは、アドレスバリデータトランスフォーメーションの個別
入力ポートに入力アドレスフィールドを接続できる場合に使用します。

rule_GBR_Address_Validation
_Discrete

英国の住所の配達可能性を検証します。 このルールは、可能な場合、入力
アドレス内のエラーを修正します。 このルールは、アドレスバリデータト
ランスフォーメーションの個別入力ポートに入力アドレスフィールドを接
続できる場合に使用します。

rule_GBR_Address_Validation
_Hybrid_w_Geocoding

英国の住所の配達可能性を検証し、各出力住所に緯度と経度の座標を追加
します。 このルールは、可能な場合、入力アドレス内のエラーを修正しま
す。 このルールは、アドレスバリデータトランスフォーメーションの混合
入力ポートに入力アドレスフィールドを接続できる場合に使用します。

rule_GBR_Address_Validation
_Hybrid

英国の住所の配達可能性を検証します。 このルールは、可能な場合、入力
アドレス内のエラーを修正します。 このルールは、アドレスバリデータト
ランスフォーメーションの混合入力ポートに入力アドレスフィールドを接
続できる場合に使用します。

rule_GBR_Address_Validation
_Multiline_w_Geocoding

英国の住所の配達可能性を検証し、各出力住所に緯度と経度の座標を追加
します。 このルールは、可能な場合、入力アドレス内のエラーを修正しま
す。 このルールは、アドレスバリデータトランスフォーメーションの複数
行入力ポートに入力アドレスフィールドを接続できる場合に使用します。

rule_GBR_Address_Validation
_Multiline

英国の住所の配達可能性を検証します。 このルールは、可能な場合、入力
アドレス内のエラーを修正します。 このルールは、アドレスバリデータト
ランスフォーメーションの複数行入力ポートに入力アドレスフィールドを
接続できる場合に使用します。

rule_GBR_Postcode_Parse 英国の郵便番号を解析します。
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名前 説明
rule_GBR_Postcode_Standar
dise

英国の郵便番号を標準化します。 このルールでは、入力が定義済みのフォ
ーマットに従っている必要があります。
このルールは、以下のパターンに一致する入力を標準化します。
- A9 9AA
- A99 9AA
- AA9 9AA
- AA99 9AA
- A9A 9AA
- AA9A 9AA
- GIR 0AA
文字 A は英字 1 つに相当し、数字 9 は数字 1 つに相当します。

rule_GBR_Postcode_Validate 英国の 郵便番号を検証します。 このルールでは、標準化された郵便番号
を英国の有効な郵便番号と照合します。 一致する郵便番号が見つからない
場合、その郵便番号が英国の標準の 郵便番号のパターンに従っているかど
うかを検証します。

英国連絡先データクレンジングルール
連絡先データクレンジングルールは、ビジネス上の連絡先や個人についてのデータをパース、標準化、および
検証するために使用します。
連絡先データクレンジングルールは、以下のリポジトリの場所にインストールされます。
[Informatica_DQ_Content]\Rules\Contact_Data_Cleansing
以下の表に、英国アクセラレータ内の連絡先データクレンジングルールを示します。

名前 説明
rule_GBR_Driver_Number_Pa
rse

英国の運転免許番号のフォーマットに一致する文字列をパースします。

rule_GBR_Driver_Number_Va
lidation

英国の Government Data Standards Catalog の要件に基づいて、英国の運
転免許番号を検証します。

rule_GBR_Gender_Assignmen
t

名に応じて性別を割り当てます。 このルールは、男性名には「M」、女性
名には「F」、性別が不明な場合には「U」を返します。 例えば、「John 
Smith」という名前には、男性であることを示す「M」を性別として割り
当てます。

rule_GBR_Given_Name_Stan
dard

英国のニックネームから名を生成します。
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名前 説明
rule_GBR_Multi_Person_Nam
e_Parse

人名の値を個別のポートにパースします。ルールによって、役職、名、ミ
ドルネーム、姓などの値のポートが作成されます。
ルールの出力には、レコードの個人のフルネームを含むポートが含まれま
す。フルネームのポートは、ID 照合分析マッピングの一致トランスフォー
メーションへの入力として使用できます。
名前のデータで複数の個人が識別されると、ルールは各フルネームに対し
て出力ポートを作成します。例えば、ルールは「John and Jane Smith」
という名前を読み込み、「John Smith」と「Jane Smith」の出力ポートを
作成できます。

rule_GBR_NHS_Number_Pars
e

国民医療サービス（NHS）番号を文字列からパースします。このルールは
NHS 番号を返し、NHS 番号が削除された入力テキストを含む文字列も返
します。

rule_GBR_NHS_Number_Sta
ndardise

国民医療サービス（NHS）番号を標準フォーマット（999 999 9999）に標
準化します。このルールでは、入力が 10 桁の文字列である必要がありま
す。

rule_GBR_NHS_Number_Vali
date

国民医療サービス（NHS）番号を、そのチェックデジットに基づいて検証
します。 このルールでは、入力が 10 桁の文字列である必要があります。

rule_GBR_NINO_Conformity_
Check

英国の国民保険番号（NINO）の標準パターンを検証します。 このルール
は、NINO が正確またはアクティブであることは確認しません。

rule_GBR_NINO_Parse 英国の国民保険番号（NINO）を文字列からパースします。 このルールは
NINO を返し、NINO が削除された入力テキストを含む文字列も返します。

rule_GBR_NINO_Standardizat
ion

英国の国民保険番号（NINO）を最も典型的な 2 つのフォーマットに標準
化します。 このルールは以下のフォーマットを返します。C は英文字、N
は数字をそれぞれ表します。
- CC NN NN NN C
- CCNNNNNNC
このルールは、すべての英文字を大文字としてフォーマットします。 この
ルールでは、入力が NINO のパターンに準拠している必要があります。

rule_GBR_NINO_Validation 英国の国民保険番号（NINO）を検証します。 このルールは、NINO がアク
ティブであることは確認しません。

rule_GBR_Passport_Number
_MR_Parse

拡張フォーマットの英国パスポート番号をパースします。 拡張フォーマッ
トは、パスポート番号用の機械で読み取り可能なフォーマットです。

rule_GBR_Passport_Number
_Parse

Government Data Standards Catalogue によって指定されたフォーマット
を使用する英国パスポート番号をパースします。 このルールでは、9 桁の
文字列のすべてをパースします。

rule_GBR_Passport_Number
_Validation

Government Data Standards Catalogue によって指定されたフォーマット
を使用する英国パスポート番号を検証します。

rule_GBR_Personal_Name_P
arsing_FML

人名の値を個別のポートにパースします。
ルールによって、以下の順序でポートが作成されます。
- 名、ミドルネーム、姓
ルールの出力には、レコードの個人のフルネームを含むポートも含まれま
す。フルネームのポートは、ID 照合分析マッピングの一致トランスフォー
メーションへの入力として使用できます。
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名前 説明
rule_GBR_Personal_Name_P
arsing_LFM

人名の値を個別のポートにパースします。
ルールによって、以下の順序でポートが作成されます。
- 姓、名、ミドルネーム
ルールの出力には、レコードの個人のフルネームを含むポートも含まれま
す。フルネームのポートは、ID 照合分析マッピングの一致トランスフォー
メーションへの入力として使用できます。

rule_GBR_Phone_Number_P
arse

文字列から英国の電話番号をパースします。 このルールは、右から左の順
で、データ内の最初の電話番号をパースします。
このルールは、先頭のゼロ、国際通話コードの「+44」、およびハッシュ記
号で始まる内線番号を使用する電話番号を認識します。 このルールは、プ
ラス記号、丸括弧、およびハッシュ記号の各句読記号を処理します。 この
ルールを実行する前に、ダブルスペースなど、その他のすべての句読点を
削除します。
このルールは電話番号を返し、電話番号が削除された入力テキストを含む
文字列も返します。

rule_GBR_Phone_Number_St
andardisation

英国の電話番号を国際通話および域内通話のフォーマットに標準化しま
す。 このルールは、先頭のゼロ、国際通話コードの「+44」、およびハッ
シュ記号で始まる内線番号を使用する電話番号を認識します。

rule_GBR_Phone_Number_V
alidation

英国の電話番号の市外局番と長さを検証します。 このルールは、電話番号
の地域に加えて、市外局番と電話番号の長さが有効であるかどうかを示す
コードを返します。

rule_Prename_Assignment 性別に応じて敬称を生成します。female_prename 式変数を Ms.から Mrs.
に変更できます。

rule_Salutation_Assignment 名および名前トークンから正式なあいさつと略式のあいさつを生成しま
す。例えば、入力データに「Mr. John Smith」が含まれる場合、正式なあ
いさつ「Dear Mr. Smith,」と、略式のあいさつ「Dear John,」を生成しま
す。敬称と句読点を変更するには、dq_Generate_Salutation 式トランス
フォーメーションの変数を編集します。

英国財務データクレンジングルール
財務データクレンジングルールは、財務データを解析、標準化、および検証するために使用します。
財務データクレンジングルールは、以下のリポジトリの場所にインストールされます。
[Informatica_DQ_Content]\Rules\Financial_Data_Cleansing
以下の表に、英国アクセラレータ内の財務データクレンジングルールを示します。

名前 説明
rule_GBR_Bank_Account_Par
se

8 桁の数値文字列を英国の銀行口座番号として解析します。

rule_GBR_Bank_Account_Vali
dation

英国の銀行口座番号を検証します。 入力が数値であるかどうか、および桁
数が正しいかどうかを示すコードが返されます。
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名前 説明
rule_GBR_Bank_Sort_Code_
Parse

6 桁の数値文字列を英国の銀行のソートコードとして解析します。 数値文
字列は以下の形式で解析されます。
- 連続した数値（999999）
- ダッシュで区切られた数値（99-99-99）

rule_GBR_Bank_Sort_Code_V
alidation

ダッシュ区切りの形式（99-99-99）に標準化された英国の銀行のソートコ
ードについて、形式と長さを検証します。 ソートコードの有効性を示す
Status ポートと、ステータスの内容を示す Validation Note ポートが返さ
れます。 ソートコードのプレフィックスが英国の銀行に割り当てられた既
知のプレフィックスと一致する場合は、Validation Note ポートに銀行名が
含まれます。

rule_GBR_Bank_Sort_Code_
Standardise

英国の銀行のソートコードを「NN-NN-NN」の形式に標準化します。

英国一般データクレンジングルール
一般データクレンジングルールは、入力フィールドに含まれている情報の種類を識別する場合に使用します。
一般データクレンジングルールは、以下のリポジトリの場所にインストールされます。
[Informatica_DQ_Content]\Rules\General_Data_Cleansing
以下の表に、英国アクセラレータ内の一般データクレンジングルールを示します。

名前 説明
rule_GBR_NER_Field_Identification 入力フィールドに含まれる情報の種類を特定します。このルールは、

名前、個人 ID、会社名、日付、および英国の住所データを特定でき
ます。 このルールは、入力データの種類を表すラベルを返します。 
このルールは、参照データを使用して情報の種類を特定します。 こ
のルールは、確率的な照合方法を使用して情報の種類を特定します。

英国アクセラレータは、コアアクセラレータの以下の一般データクレンジングルールに依存します。
• rule_Assign_DQ_90_GeocodingStatus_Description
• rule_Assign_DQ_90_Mailability_Score_Description
• rule_Assign_DQ_90_Match_Code_Descriptions
• rule_Remove_Extra_Spaces
• rule_Remove_Leading_Zero
• rule_Remove_Period_Parentheses
• rule_Remove_Punctuation
• rule_Remove_Punctuation_and_Space
• rule_Remove_Space
• rule_Replace_Limited_Punct_with_Space
• rule_UpperCase
これらのルールの詳細については、「コア一般データクレンジングルール」  (ページ 23)を参照してください。
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英国一致および重複排除ルール
一致および重複排除ルールは、データセット内のレコード同士がどの程度似ているかを測定するために使用し
ます。
一致および重複排除ルールは、以下のリポジトリの場所にインストールされます。
[Informatica_DQ_Content]\Rules\Matching_Deduplication
以下の表に、英国アクセラレータ内の一致および重複排除ルールを示します。

名前 説明
mplt_GBR_Company_Name_
Postcode_Match

フィールド照合ストラテジを使用して、会社名と郵便番号に基づいて、英
国のデータ内の重複する行を特定します。 このマップレットは、郵便番号
からグループキーを生成します。

mplt_GBR_Familyname_and
_NINO_Match

フィールド照合ストラテジを使用して、姓と国民保険番号（NINO）に基
づいて、英国のデータ内の重複する行を特定します。 このマップレット
は、NINO データからグループキーを生成します。

mplt_GBR_Familyname_and
_Postcode_Match

フィールド照合ストラテジを使用して、姓と英国の郵便番号に基づいて、
英国のデータ内の重複する行を特定します。 このマップレットは、郵便番
号データからグループキーを生成します。

mplt_GBR_Firstname_3Chars
Surname_DOB_and_Postcod
e_Match

フィールド照合ストラテジを使用して、以下のデータに基づいて、英国の
データ内の重複する行を特定します。
- 名
- 姓の最初の 3 文字
- 誕生日
- 郵便番号
このマップレットは、郵便番号データからグループキーを生成します。

mplt_GBR_Firstname_Surna
me_2ElementsDOB_and_Pos
tcode_Match

フィールド照合ストラテジを使用して、以下のデータに基づいて、英国の
データ内の重複する行を特定します。
- 人名
- 月と年など、誕生日の任意の 2 つの要素
- 英国の郵便番号
このマップレットは、郵便番号データからグループキーを生成します。

mplt_GBR_Firstname_Surna
me_DOB_and_Postcode_Mat
ch

フィールド照合ストラテジを使用して、以下のデータに基づいて、重複す
る行を特定します。
- 人名
- 誕生日
- 郵便番号
このマップレットは、郵便番号データからグループキーを生成します。

mplt_GBR_IMO_Company_N
ame_and_Address_Match

ID 照合ストラテジを使用して、会社名と住所に基づいて、英国のデータ内
の重複する行を特定します。 このマップレットは、郵便番号データからグ
ループキーを生成します。

mplt_GBR_IMO_Familyname
_and_Address_Match

ID 照合ストラテジを使用して、姓と住所に基づいて、英国のデータ内の重
複する行を特定します。 このマップレットは、郵便番号データからグルー
プキーを生成します。

mplt_GBR_IMO_Individual_N
ame_and_Address_Match

ID 照合ストラテジを使用して、人名と住所に基づいて、英国のデータ内の
重複する行を特定します。 このマップレットは、郵便番号データからグル
ープキーを生成します。
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名前 説明
mplt_GBR_IMO_Personal_Na
me_and_Data_Match

ID 照合ストラテジを使用して、人名と個人データに基づいて、英国のデー
タ内の重複する行を特定します。 個人データカラムのフィールドには、電
話番号、電子メール、国民保険番号などの、単一の種類のデータが含まれ
ている必要があります。 このマップレットは、個人データからグループキ
ーを生成します。

mplt_GBR_Individual_Name_
and_Date_Match

フィールド照合ストラテジを使用して、人名と日付データに基づいて、英
国のデータ内の重複する行を特定します。 このマップレットは、日付デー
タからグループキーを生成します。

mplt_GBR_Individual_Name_
and_Email_Match

フィールド照合ストラテジを使用して、人名と電子メールアドレスデータ
に基づいて、英国のデータ内の重複する行を特定します。 このマップレッ
トは、電子メールアドレスデータからグループキーを生成します。

mplt_GBR_Individual_Name_
and_NINO_Match

フィールド照合ストラテジを使用して、人名と国民保険番号（NINO）に
基づいて、英国のデータ内の重複する行を特定します。 このマップレット
は、NINO データからグループキーを生成します。

mplt_GBR_Individual_Name_
and_Phone_Match

フィールド照合ストラテジを使用して、人名と電話番号に基づいて、英国
のデータ内の重複する行を特定します。 このマップレットは、電話番号デ
ータからグループキーを生成します。

mplt_GBR_Individual_Name_
and_Postcode_Match

フィールド照合ストラテジを使用して、人名と郵便番号データに基づい
て、英国のデータ内の重複する行を特定します。 このマップレットは、郵
便番号データからグループキーを生成します。

mplt_GBR_Individual_Name_
Match

フィールド照合ストラテジを使用して、人名に基づいて英国のデータ内の
重複する行を特定します。 このマップレットは、姓の値から NYSIIS コー
ドを生成し、それらの NYSIIS コードをグループキーとして使用します。

rule_GBR_Familyname_and_
NINO_MatchScore

姓と英国の国民保険番号（NINO）に基づいてマッチ率を生成します。

rule_GBR_Familyname_and_
Postcode_MatchScore

姓と英国の郵便番号に基づいてマッチ率を生成します。

rule_GBR_Firstname_3CharsS
urname_DOB_and_Postcode
_MatchScore

以下の情報に基づいてマッチ率を生成します。
- 名
- 姓の最初の 3 文字
- 誕生日
- 郵便番号

rule_GBR_Firstname_Surnam
e_2ElementsDOB_and_Postc
ode_MatchScore

以下の情報に基づいてマッチ率を生成します。
- 人名
- 月と年など、誕生日の任意の 2 つの要素
- 英国の郵便番号

rule_GBR_Firstname_Surnam
e_DOB_and_Postcode_Matc
hScore

人名、誕生日、および郵便番号に基づいてマッチ率を生成します。

rule_GBR_Individual_Name_
and_NINO_MatchScore

人名と英国の英国の国民保険番号（NINO）に基づいてマッチ率を生成し
ます。

rule_GBR_Individual_Name_
and_Phone_MatchScore

人名と電話番号に基づいてマッチ率を生成します。

114       第 11 章: 英国アクセラレータ



名前 説明
rule_GBR_Individual_Name_
and_Postcode_MatchScore

人名と英国の郵便番号に基づいてマッチ率を生成します。

rule_Individual_Name_and_
Date_MatchScore

人名と日付に基づいてマッチ率を生成します。

rule_Individual_Name_Match
Score

人名に基づいてマッチ率を生成します。

rule_GBR_Company_Name_P
ostcode_MatchScore

会社名と英国の郵便番号に基づいてマッチ率を生成します。

rule_Individual_Name_and_E
mail_MatchScore

人名と電子メールアドレスに基づいてマッチ率を生成します。

英国複合ルール
英国アクセラレータ内の複合ルールは、単一のマッピング内の事前設定された一式のルールを実行するために
使用します。 これらの複合ルールは、英国アクセラレータ内のルールを使用します。
これらの複合ルールは、以下のリポジトリの場所にインストールされます。
[Informatica_DQ_Content]\Rules\Composite_Rules
連絡先データの英国複合ルール
以下の表に、英国アクセラレータ内の、連絡先データの複合ルールを示します。

名前 説明
rule_GBR_Contact_Data 英国の連絡先データ（住所、電話番号、国民保険番号（NINO）など）を解析、

標準化、および検証します。

以下の表に、英国の連絡先データの複合ルールに含まれるルールの名前とリポジトリの場所を示します。

名前 場所
Case_Converter 再利用不可能なトランスフォーメーション
rule_Assign_DQ_90_Mailability_Score_Description [Informatica_DQ_Content]\Rules

\General_Data_Cleansing
rule_Company_Name_Standardization [Informatica_DQ_Content]\Rules

\Corporate_Data_Cleansing
rule_Email_Validation [Informatica_DQ_Content]\Rules

\Contact_Data_Cleansing
rule_GBR_Address_Validation_Hybrid [Informatica_DQ_Content]\Rules

\Address_Data_Cleansing
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名前 場所
rule_GBR_Gender_Assignment [Informatica_DQ_Content]\Rules

\Contact_Data_Cleansing
rule_GBR_Multi_Person_Name_Parse [Informatica_DQ_Content]\Rules

\Contact_Data_Cleansing
rule_GBR_NINO_Standardization [Informatica_DQ_Content]\Rules

\Contact_Data_Cleansing
rule_GBR_NINO_Validation [Informatica_DQ_Content]\Rules

\Contact_Data_Cleansing
rule_GBR_Phone_Number_Standardization [Informatica_DQ_Content]\Rules

\Contact_Data_Cleansing
rule_GBR_Phone_Number_Validation [Informatica_DQ_Content]\Rules

\Contact_Data_Cleansing
rule_Prename_Assignment [Informatica_DQ_Content]\Rules

\Contact_Data_Cleansing
rule_Salutation_Assignment [Informatica_DQ_Content]\Rules

\Contact_Data_Cleansing

英国デモンストレーションマッピング
英国アクセラレータ内のデモンストレーションマッピングは、複数のルールを使用してデータ品質処理を示し
ます。
これらのデモンストレーションマッピングは、以下のリポジトリの場所にインストールされます。
[Informatica_DQ_Content]\Rules_Demo\GBR_Accelerator
英国アクセラレータには、以下のデモンストレーションマッピングが含まれています。
m_GBR_customer_data_demo

英国の顧客データを解析、標準化、および検証します。
m_GBR_customer_matching_demo

英国からの ID データを解析して標準化し、データの ID 照合分析を行います。
このマッピングは、以下のデータの組み合わせを分析し、それぞれの組み合わせの一致クラスタを生成し
ます。
• 人名と住所データ
• 人名と電話番号
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第  1 2  章

米国/カナダアクセラレータ
この章では、以下の項目について説明します。
• 米国/カナダアクセラレータの概要, 117 ページ
• 米国/カナダ住所データクレンジングルール, 117 ページ
• 米国/カナダ連絡先データクレンジングルール, 119 ページ
• 米国/カナダ企業データクレンジングルール, 123 ページ
• 米国/カナダ一般データクレンジングルール, 124 ページ
• 米国/カナダ一致および重複排除ルール, 125 ページ
• 米国/カナダ複合ルール, 127 ページ
• 米国/カナダデモンストレーションマッピング, 129 ページ

米国/カナダアクセラレータの概要
米国/カナダアクセラレータ内のルールは、米国およびカナダの組織からのデータの検証と改善に使用します。
米国/カナダアクセラレータには、以下のデータ品質処理を実行するルールが含まれています。
• 住所データクレンジング
• 連絡先データクレンジング
• 一般データクレンジング
• 一致および重複排除
このアクセラレータは、コアアクセラレータでインストールされるデータクレンジングルールに依存します。

米国/カナダ住所データクレンジングルール
住所データクレンジングルールは、住所データを解析、標準化、および検証するために使用します。
住所データクレンジングルールは、以下のリポジトリの場所にあります。
[Informatica_DQ_Content]\Rules\Address_Data_Cleansing
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以下の表に、米国/カナダアクセラレータ内の住所データクレンジングルールを示します。

名前 説明
rule_CAN_Address_Parse_Hy
brid

構造化されていないカナダの住所を住所要素に解析します。 このルールは
住所を検証しません。 このルールは、アドレスバリデータトランスフォー
メーションの混合入力ポートに入力アドレスフィールドを接続できる場合
に使用します。

rule_CAN_Address_Parse_Mu
ltiline

構造化されていないカナダの住所を住所要素に解析します。 このルールは
住所を検証しません。 このルールは、アドレスバリデータトランスフォー
メーションの複数行入力ポートに入力アドレスフィールドを接続できる場
合に使用します。

rule_CAN_Address_Validation
_Discrete_w_Geocoding

カナダの住所の配達可能性を検証し、各出力住所に緯度と経度の座標を追
加します。 このルールは、可能な場合、入力アドレス内のエラーを修正し
ます。 このルールは、アドレスバリデータトランスフォーメーションの個
別入力ポートに入力アドレスフィールドを接続できる場合に使用します。

rule_CAN_Address_Validation
_Discrete

カナダの住所の配達可能性を検証します。 このルールは、可能な場合、入
力アドレス内のエラーを修正します。 このルールは、アドレスバリデータ
トランスフォーメーションの個別入力ポートに入力アドレスフィールドを
接続できる場合に使用します。

rule_CAN_Address_Validation
_Hybrid_w_Geocoding

カナダの住所の配達可能性を検証し、各出力住所に緯度と経度の座標を追
加します。 このルールは、可能な場合、入力アドレス内のエラーを修正し
ます。 このルールは、アドレスバリデータトランスフォーメーションの混
合入力ポートに入力アドレスフィールドを接続できる場合に使用します。

rule_CAN_Address_Validation
_Hybrid

カナダの住所の配達可能性を検証します。 このルールは、可能な場合、入
力アドレス内のエラーを修正します。 このルールは、アドレスバリデータ
トランスフォーメーションの混合入力ポートに入力アドレスフィールドを
接続できる場合に使用します。

rule_CAN_Address_Validation
_Multiline_w_Geocoding

カナダの住所の配達可能性を検証し、各出力住所に緯度と経度の座標を追
加します。 このルールは、可能な場合、入力アドレス内のエラーを修正し
ます。 このルールは、アドレスバリデータトランスフォーメーションの複
数行入力ポートに入力アドレスフィールドを接続できる場合に使用しま
す。

rule_CAN_Address_Validation
_Multiline

カナダの住所の配達可能性を検証します。 このルールは、可能な場合、入
力アドレス内のエラーを修正します。 このルールは、アドレスバリデータ
トランスフォーメーションの複数行入力ポートに入力アドレスフィールド
を接続できる場合に使用します。

rule_CAN_Postcode_Validati
on

カナダの郵便番号を検証します。 このルールは、「有効」または「無効」
を返します。

rule_CAN_Province_Validatio
n

カナダの州名を検証します。 このルールは、「有効」または「無効」を返
します。

rule_USA_Address_Parse_Hy
brid

構造化されていない米国の住所を住所要素に解析します。 このルールは住
所を検証しません。 このルールは、アドレスバリデータトランスフォーメ
ーションの混合入力ポートに入力アドレスフィールドを接続できる場合に
使用します。

rule_USA_Address_Parse_Mu
ltiline

構造化されていない米国の住所を住所要素に解析します。 このルールは住
所を検証しません。 このルールは、アドレスバリデータトランスフォーメ
ーションの複数行入力ポートに入力アドレスフィールドを接続できる場合
に使用します。
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名前 説明
rule_USA_Address_Validation
_Discrete_w_Geocoding

米国の住所の配達可能性を検証し、各出力住所に緯度と経度の座標を追加
します。 このルールは、可能な場合、入力アドレス内のエラーを修正しま
す。 このルールは、アドレスバリデータトランスフォーメーションの個別
入力ポートに入力アドレスフィールドを接続できる場合に使用します。

rule_USA_Address_Validation
_Discrete

米国の住所の配達可能性を検証します。 このルールは、可能な場合、入力
アドレス内のエラーを修正します。 このルールは、アドレスバリデータト
ランスフォーメーションの個別入力ポートに入力アドレスフィールドを接
続できる場合に使用します。

rule_USA_Address_Validation
_Hybrid_w_Geocoding

米国の住所の住所レコードの配達可能性を検証し、各出力住所に緯度と経
度の座標を追加します。 このルールは、可能な場合、入力アドレス内のエ
ラーを修正します。 このルールは、アドレスバリデータトランスフォーメ
ーションの混合入力ポートに入力アドレスフィールドを接続できる場合に
使用します。

rule_USA_Address_Validation
_Hybrid

米国の住所の住所レコードの配達可能性を検証します。 このルールは、可
能な場合、入力アドレス内のエラーを修正します。 このルールは、アドレ
スバリデータトランスフォーメーションの混合入力ポートに入力アドレス
フィールドを接続できる場合に使用します。

rule_USA_Address_Validation
_Multiline_w_Geocoding

米国の 住所の配達可能性を検証し、各出力住所に緯度と経度の座標を追加
します。 このルールは、可能な場合、入力アドレス内のエラーを修正しま
す。 このルールは、アドレスバリデータトランスフォーメーションの複数
行入力ポートに入力アドレスフィールドを接続できる場合に使用します。

rule_USA_Address_Validation
_Multiline

米国の住所の配達可能性を検証します。 このルールは、可能な場合、入力
アドレス内のエラーを修正します。 このルールは、アドレスバリデータト
ランスフォーメーションの複数行入力ポートに入力アドレスフィールドを
接続できる場合に使用します。

rule_USA_County_Validation 米国の郡名を検証します。 このルールは、入力データをすべての州の郡名
と比較します。 このルールは、「有効」または「無効」を返します。

rule_USA_State_Validation 米国の州名を検証します。 このルールは、「有効」または「無効」を返し
ます。

rule_USA_ZIPCode_Validatio
n

米国の 5 桁の ZIP（Zone Improvement Plan）コードを検証します。 この
ルールは、「有効」または「無効」を返します。

米国/カナダ連絡先データクレンジングルール
連絡先データクレンジングルールは、企業担当者と個人についてのデータをパース、標準化、および検証する
ために使用します。
連絡先データクレンジングルールは、以下のリポジトリの場所にインストールされます。
[Informatica_DQ_Content]\Rules\Contact_Data_Cleansing
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以下の表に、米国/カナダアクセラレータ内の連絡先データクレンジングルールを示します。

名前 説明
rule_CAN_Gender_Assignme
nt

名に応じて性別を割り当てます。 このルールは、男性名には「M」、女性
名には「F」、性別が不明な場合には「U」を返します。 例えば、「John 
Smith」という名前には、男性であることを示す「M」を性別として割り
当てます。

rule_CAN_Given_Name_Stan
dard

カナダのニックネームから名を生成します。例えば、「Bob」というニッ
クネームは「Robert」という名に標準化されます。

rule_CAN_Multi_Person_Nam
e_Parse

人名の値を個別のポートにパースします。ルールによって、役職、名、ミ
ドルネーム、姓などの値のポートが作成されます。
ルールの出力には、レコードの個人のフルネームを含むポートが含まれま
す。フルネームのポートは、ID 照合分析マッピングの一致トランスフォー
メーションへの入力として使用できます。
名前のデータで複数の個人が識別されると、ルールは各フルネームに対し
て出力ポートを作成します。例えば、ルールは「John and Jane Smith」
という名前を読み込み、「John Smith」と「Jane Smith」の出力ポートを
作成できます。

rule_CAN_Personal_Name_P
arse_and_Standardize_FML

人名の値を個別のポートにパースします。ルールは、名前値の標準化も行
います。
ルールによって、以下の順序でポートが作成されます。
- 名、ミドルネーム、姓
ルールの出力には、レコードの個人のフルネームを含むポートも含まれま
す。フルネームのポートは、ID 照合分析マッピングの一致トランスフォー
メーションへの入力として使用できます。

rule_CAN_Personal_Name_P
arse_and_Standardize_LFM

人名の値を個別のポートにパースします。ルールは、名前値の標準化も行
います。
ルールによって、以下の順序でポートが作成されます。
- 姓、名、ミドルネーム
ルールの出力には、レコードの個人のフルネームを含むポートも含まれま
す。フルネームのポートは、ID 照合分析マッピングの一致トランスフォー
メーションへの入力として使用できます。

rule_CAN_Personal_Name_P
arsing_FML

人名の値を個別のポートにパースします。
ルールによって、以下の順序でポートが作成されます。
- 姓、名、ミドルネーム
ルールの出力には、レコードの個人のフルネームを含むポートも含まれま
す。フルネームのポートは、ID 照合分析マッピングの一致トランスフォー
メーションへの入力として使用できます。
注: ルールは、名前の値を標準化しません。ルールが定義するシーケンス
のカナダの名前値を標準化してパースする場合は、
rule_CAN_Personal_Name_Parse_and_Standardize_FML を選択します。

rule_CAN_Personal_Name_P
arsing_LFM

人名の値を個別のポートにパースします。
ルールによって、以下の順序でポートが作成されます。
- 姓、名、ミドルネーム
ルールの出力には、レコードの個人のフルネームを含むポートも含まれま
す。フルネームのポートは、ID 照合分析マッピングの一致トランスフォー
メーションへの入力として使用できます。
注: ルールは、名前の値を標準化しません。ルールが定義するシーケンス
のカナダの名前値を標準化してパースする場合は、
ule_CAN_Personal_Name_Parse_and_Standardize_LFM を選択します。
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名前 説明
rule_CAN_Phone_Number_P
arse

文字列からカナダの電話番号をパースします。 このルールは、右から左の
順で、データ内の最初の電話番号をパースします。 このルールは電話番号
を返し、電話番号が削除された入力テキストを含む文字列も返します。

rule_CAN_Phone_Number_St
andardization

カナダの電話番号を標準化します。 このルールは、次のフォーマットの電
話番号を返します。
- 標準 - (nnn) nnn-nnnn
- ダッシュ - nnn-nnn-nnnn
- スペースなし - nnnnnnnnnn

rule_CAN_Phone_Number_V
alidation

カナダの電話番号の市外局番と長さを検証します。 このルールは、電話番
号の種類と有効性を示すコードを返します。 種類は、「通話料無料」など
のカテゴリを表します。

rule_CAN_SIN_Parse カナダの社会保険番号（SIN）を文字列からパースします。このルールは
SIN を返し、SIN が削除された入力テキストを含む文字列も返します。

rule_CAN_SIN_Standardizatio
n

カナダの社会保険番号（SIN）を標準化します。このルールは以下のフォ
ーマットを出力できます。
- 句読点なし - nnnnnnnnn
- スペース - nnn nnn nnn
- ダッシュ - nnn-nnn-nnn
フォーマットを編集するには、dq_Format_SIN 式トランスフォーメーシ
ョンの SIN_format 式変数を編集します。デフォルトは

「No_Punctuation」です。
rule_CAN_SIN_Validation カナダの社会保険番号（SIN）を検証します。このルールは、Luhn アルゴ

リズムを使用して SIN が有効かどうかを確認します。 このルールは、「有
効」または「無効」を返します。

rule_Prename_Assignment 性別に応じて敬称を生成します。female_prename 式変数を Ms.から Mrs.
に変更できます。

rule_Salutation_Assignment 名および名前トークンから正式なあいさつと略式のあいさつを生成しま
す。例えば、入力データに「Mr. John Smith」が含まれる場合、正式なあ
いさつ「Dear Mr. Smith,」と、略式のあいさつ「Dear John,」を生成しま
す。敬称と句読点を変更するには、dq_Generate_Salutation 式トランス
フォーメーションの変数を編集します。

rule_USA_Gender_Assignmen
t

名に応じて性別を割り当てます。このルールは、男性名には「M」、女性名
には「F」、性別が不明な場合には「U」を返します。 例えば、「John 
Smith」という名前には、男性であることを示す「M」を性別として割り
当てます。

rule_USA_Given_Name_Stan
dard

米国のニックネームから名を生成します。例えば、「Bob」というニック
ネームは「Robert」という名に標準化されます。

rule_USA_Multi_Person_Nam
e_Parse

人名の値を個別のポートにパースします。ルールによって、役職、名、ミ
ドルネーム、姓などの値のポートが作成されます。
ルールの出力には、レコードの個人のフルネームを含むポートが含まれま
す。フルネームのポートは、ID 照合分析マッピングの一致トランスフォー
メーションへの入力として使用できます。
名前のデータで複数の個人が識別されると、ルールは各フルネームに対し
て出力ポートを作成します。例えば、ルールは「John and Jane Smith」
という名前を読み込み、「John Smith」と「Jane Smith」の出力ポートを
作成できます。
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名前 説明
rule_USA_Personal_Name_P
arse_and_Standardize_FML

人名の値を個別のポートにパースします。ルールは、名前値の標準化も行
います。
ルールによって、以下の順序でポートが作成されます。
- 名、ミドルネーム、姓
ルールの出力には、レコードの個人のフルネームを含むポートも含まれま
す。フルネームのポートは、ID 照合分析マッピングの一致トランスフォー
メーションへの入力として使用できます。

rule_USA_Personal_Name_P
arse_and_Standardize_LFM

人名の値を個別のポートにパースします。ルールは、名前値の標準化も行
います。
ルールによって、以下の順序でポートが作成されます。
- 姓、名、ミドルネーム
ルールの出力には、レコードの個人のフルネームを含むポートも含まれま
す。フルネームのポートは、ID 照合分析マッピングの一致トランスフォー
メーションへの入力として使用できます。

rule_USA_Personal_Name_P
arsing_FML

人名の値を個別のポートにパースします。
ルールによって、以下の順序でポートが作成されます。
- 名、ミドルネーム、姓
ルールの出力には、レコードの個人のフルネームを含むポートも含まれま
す。フルネームのポートは、ID 照合分析マッピングの一致トランスフォー
メーションへの入力として使用できます。
注: ルールは、名前の値を標準化しません。ルールが定義するシーケンス
の米国の名前値を標準化してパースする場合は、
rule_USA_Personal_Name_Parse_and_Standardize_FML を選択します。

rule_USA_Personal_Name_P
arsing_LFM

人名の値を個別のポートにパースします。
ルールによって、以下の順序でポートが作成されます。
- 姓、名、ミドルネーム
ルールの出力には、レコードの個人のフルネームを含むポートも含まれま
す。フルネームのポートは、ID 照合分析マッピングの一致トランスフォー
メーションへの入力として使用できます。
注: ルールは、名前の値を標準化しません。ルールが定義するシーケンス
の米国の名前値を標準化してパースする場合は、
rule_USA_Personal_Name_Parse_and_Standardize_LFM を選択します。

rule_USA_Phone_Number_P
arse

文字列から米国の電話番号をパースします。 このルールは、右から左の順
で、データ内の最初の電話番号をパースします。 このルールは電話番号を
返し、電話番号が削除された入力テキストを含む文字列も返します。

rule_USA_Phone_Number_St
andardization

米国の電話番号を標準化します。 このルールは、次のフォーマットの電話
番号を返します。
- 標準 - (nnn) nnn-nnnn
- ダッシュ - nnn-nnn-nnnn
- スペースなし - nnnnnnnnnn

rule_USA_Phone_Number_V
alidation

米国の電話番号の市外局番と長さを検証します。 このルールは、市外局番
と電話番号の長さが有効であるかどうかを示すコードを返します。

rule_USA_SSN_Parse 米国の社会保障番号（SSN）をパースします。
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名前 説明
rule_USA_SSN_Standardizati
on

米国の社会保障番号（SSN）を標準化します。 このルールは以下のフォー
マットを出力できます。
- 句読点なし - nnnnnnnnn
- スペース - nnn nnn nnn
- ダッシュ - nnn-nnn-nnn
フォーマットを変更するには、dq_SSN_Format 式トランスフォーメーシ
ョンの SSN_format 式変数を編集します。デフォルトは

「No_Punctuation」です。
rule_USA_SSN_Validation 米国の社会保障番号（SSN）を検証します。 このルールは、各 SSN につ

いて、［地域］、［グループ］、［シリアル番号］セクションの長さ、数値、
および既知の最小値と最大値を検証します。

［地域］セクションは、SSN の最初の 3 桁を構成し、［グループ］セクショ
ンは 4 桁目と 5 桁目を構成します。 ［シリアル番号］セクションは、最後
の 4 桁を構成します。
SSN が 2011 年 6 月以前に発行されたものである場合は、［地域］の値と

［グループ］の値が有効な組み合わせであることも検証します。SSN が発
行済み番号であることは確認しません。このルールは、「有効」または

「無効」を返します。
rule_USA_SSN_Validation_po
st_June2011

米国の社会保障番号（SSN）を検証します。 このルールは、各 SSN につ
いて、［地域］、［グループ］、［シリアル番号］セクションの長さ、数値、
および既知の最小値と最大値を検証します。

［地域］セクションは、SSN の最初の 3 桁を構成し、［グループ］セクショ
ンは 4 桁目と 5 桁目を構成します。 ［シリアル番号］セクションは、最後
の 4 桁を構成します。
このルールは［地域］の値と［グループ］の値が有効な組み合わせである
ことは検証しません。SSN が発行済み番号であることは確認しません。こ
のルールは、「有効」または「無効」を返します。

コア連絡先データクレンジングルールへの依存
米国/カナダアクセラレータは、コアアクセラレータの以下の連絡先データクレンジングルールに依存します。
• rule_Email_Validation
これらのルールの詳細については、「コア連絡先データクレンジングルール」  (ページ 22)を参照してください。

米国/カナダ企業データクレンジングルール
米国/カナダアクセラレータ内の企業データクレンジングルールは、企業データを解析、標準化、および検証す
るために使用します。
米国/カナダアクセラレータは、コアアクセラレータの以下の企業データクレンジングルールに依存します。
• rule_Company_Name_Standardization
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米国/カナダ一般データクレンジングルール
一般データクレンジングルールは、入力フィールドに含まれている情報の種類を識別する場合に使用します。
一般データクレンジングルールは、以下のリポジトリの場所にインストールされます。
[Informatica_DQ_Content]\Rules\General_Data_Cleansing
以下の表に、米国/カナダアクセラレータ内の一般データクレンジングルールを示します。

名前 説明
rule_CAN_Field_Identificatio
n

入力フィールドに含まれる情報の種類を特定します。 このルールは、名
前、個人 ID、会社名、日付、およびカナダの住所データを特定できます。 
このルールは、入力データの種類を表すラベルを返します。 このルール
は、参照データを使用して情報の種類を特定します。

rule_CAN_NER_Field_Identifi
cation

入力フィールドに含まれる情報の種類を特定します。 このルールは、名
前、個人 ID、会社名、日付、およびカナダの住所データを特定できます。 
このルールは、入力データの種類を表すラベルを返します。 このルール
は、参照データを使用して情報の種類を特定します。 このルールは、確率
的な照合方法を使用して情報の種類を特定します。

rule_USA_Field_Identification 入力フィールドに含まれる情報の種類を特定します。 このルールは、名
前、個人 ID、会社名、日付、および米国の住所データを特定できます。 
このルールは、入力データの種類を表すラベルを返します。 このルール
は、参照データを使用して情報の種類を特定します。

rule_USA_NER_Field_Identifi
cation

入力フィールドに含まれる情報の種類を特定します。 このルールは、名
前、個人 ID、会社名、日付、および米国の住所データを特定できます。 
このルールは、入力データの種類を表すラベルを返します。 このルール
は、参照データを使用して情報の種類を特定します。 このルールは、確率
的な照合方法を使用して情報の種類を特定します。

コアの一般データのクレンジングルールに対する依存
米国/カナダアクセラレータは、コアアクセラレータの以下の一般データクレンジングルールに依存します。
• rule_Assign_DQ_90_GeocodinStatus_Description
• rule_Assign_DQ_90_Mailability_Score_Description
• rule_Assign_DQ_90_Match_Code_Descriptions
• rule_Date_Validation
• rule_Remove_Extra_Spaces
• rule_Remove_Punctuation
• rule_Replace_Limited_Punct_with_Space
• rule_UpperCase
これらのルールの詳細については、「コア一般データクレンジングルール」  (ページ 23)を参照してください。
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米国/カナダ一致および重複排除ルール
一致および重複排除ルールは、データセット内のレコード同士がどの程度似ているかを測定するために使用し
ます。
一致および重複排除ルールは、以下のリポジトリの場所にインストールされます。
[Informatica_DQ_Content]\Rules\Matching_Deduplication
以下の表に、米国/カナダアクセラレータ内の一致および重複排除ルールを示します。

名前 説明
mplt_CAN_IMO_Company_N
ame_and_Address_Match

ID 照合ストラテジを使用して、会社名と住所に基づいて、カナダのデータ
内の重複する行を特定します。 このマップレットは、郵便番号データから
グループキーを生成します。

mplt_CAN_IMO_Familyname
_and_Address_Match

ID 照合ストラテジを使用して、姓と住所に基づいて、カナダのデータ内の
重複する行を特定します。 このマップレットは、郵便番号データからグル
ープキーを生成します。

mplt_CAN_IMO_Individual_N
ame_and_Address_Match

ID 照合ストラテジを使用して、人名と住所に基づいて、カナダのデータ内
の重複する行を特定します。 このマップレットは、郵便番号データからグ
ループキーを生成します。

mplt_CAN_IMO_Personal_Na
me_and_Data_Match

ID 照合ストラテジを使用して、人名と個人データに基づいて、カナダのデ
ータ内の重複する行を特定します。 個人データカラムのフィールドには、
電話番号、電子メール、社会保険番号などの、単一の種類のデータが含ま
れている必要があります。 このマップレットは、個人データからグループ
キーを生成します。

mplt_Company_Name_and_
Address_Match

フィールド照合ストラテジを使用して、会社名と住所データに基づいて、
重複する行を特定します。 このマップレットは、会社名の値と郵便番号の
値に含まれる文字の組み合わせを使用し、グループキーを生成します。

mplt_Company_Name_Matc
h

フィールド照合ストラテジを使用して、会社名に基づいて、重複する行を
特定します。 このマップレットは、会社名の値から Soundex コードを生
成し、その Soundex コードをグループキーとして使用します。

mplt_Familyname_and_Addr
ess_Match

フィールド照合ストラテジを使用して、姓と住所データに基づいて、重複
する行を特定します。 このマップレットは、姓の値と郵便番号の値に含ま
れる文字の組み合わせを使用し、グループキーを生成します。

mplt_Firstname_and_SSN_M
atch

フィールド照合ストラテジを使用して、名と米国の社会保障番号に基づい
て、重複する行を特定します。 このマップレットは、社会保障番号データ
からグループキーを生成します。

mplt_Individual_Name_and_
Address_Match

フィールド照合ストラテジを使用して、人名と米国の住所データに基づい
て、重複する行を特定します。 このマップレットは、姓の値と郵便番号の
値に含まれる文字の組み合わせを使用し、グループキーを生成します。

mplt_Individual_Name_and_
Date_Match

フィールド照合ストラテジを使用して、人名と日付データに基づいて、重
複する行を特定します。 このマップレットは、日付データからグループキ
ーを生成します。

mplt_Individual_Name_and_
Email_Match

フィールド照合ストラテジを使用して、人名と電子メールアドレスに基づ
いて、重複する行を特定します。 このマップレットは、電子メールアドレ
スデータからグループキーを生成します。
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名前 説明
mplt_Individual_Name_and_
Phone_Match

フィールド照合ストラテジを使用して、人名と電話番号に基づいて、重複
する行を特定します。 このマップレットは、電話番号データからグループ
キーを生成します。

mplt_Individual_Name_and_
SSN_Match

フィールド照合ストラテジを使用して、人名と米国の社会保障番号に基づ
いて、重複する行を特定します。 このマップレットは、社会保障番号デー
タから生成されたキーを生成します。

mplt_Individual_Name_Matc
h

フィールド照合ストラテジを使用して、人名に基づいて、重複する行を特
定します。 このマップレットは、姓の値から NYSIIS コードを生成し、そ
れらの NYSIIS コードをグループキーとして使用します。

mplt_USA_Address_Match フィールド照合ストラテジを使用して、米国の住所データに基づいて、米
国のデータ内の重複する行を特定します。 このマップレットは、郵便番号
データからグループキーを生成します。

mplt_USA_IMO_Company_N
ame_and_Address_Match

ID 照合ストラテジを使用して、会社名と住所に基づいて、米国のデータ内
の重複する行を特定します。 このマップレットは、郵便番号データからグ
ループキーを生成します。

mplt_USA_IMO_Familyname
_and_Address_Match

ID 照合ストラテジを使用して、姓と住所に基づいて、米国のデータ内の重
複する行を特定します。 このマップレットは、郵便番号データからグルー
プキーを生成します。

mplt_USA_IMO_Individual_N
ame_and_Address_Match

ID 照合ストラテジを使用して、人名と住所に基づいて、米国のデータ内の
重複する行を特定します。 このマップレットは、郵便番号データからグル
ープキーを生成します。

mplt_USA_IMO_Personal_Na
me_and_Data_Match

ID 照合ストラテジを使用して、人名と個人データに基づいて、米国のデー
タ内の重複する行を特定します。 個人データカラムのフィールドには、電
話番号、電子メール、社会保障番号などの、単一の種類のデータが含まれ
ている必要があります。 このマップレットは、個人データからグループキ
ーを生成します。

rule_Company_Name_and_A
ddress_MatchScore

会社名と米国の住所データに基づいてマッチ率を生成します。

rule_Company_Name_Match
Score

会社名に基づいてマッチ率を生成します。

rule_Familyname_and_Addre
ss_MatchScore

姓と米国の住所データに基づいてマッチ率を生成します。

rule_Firstname_and_SSN_Ma
tchScore

名と米国の住所データに基づいてマッチ率を生成します。

rule_Individual_Name_and_A
ddress_MatchScore

人名と米国の住所データに基づいてマッチ率を生成します。

rule_Individual_Name_and_
Date_MatchScore

人名と日付に基づいてマッチ率を生成します。

rule_Individual_Name_and_E
mail_MatchScore

人名と電子メールアドレスに基づいてマッチ率を生成します。
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名前 説明
rule_Individual_Name_and_P
hone_MatchScore

人名と電話番号に基づいてマッチ率を生成します。

rule_Individual_Name_and_S
SN_MatchScore

人名、社会保障番号、および ID データに基づいてマッチ率を生成します。

rule_Individual_Name_Match
Score

人名に基づいてマッチ率を生成します。

rule_USA_Address_MatchSco
re

米国の住所データに基づいてマッチ率を生成します。

米国/カナダ複合ルール
米国/カナダアクセラレータ内の複合ルールは、1 つのマッピング内の事前設定された一式のルールを実行する
ために使用します。 これらの複合ルールは、米国/カナダアクセラレータ内のルールを使用します。
これらの複合ルールは、以下のリポジトリの場所にインストールされます。
[Informatica_DQ_Content]\Rules\Composite_Rules
米国の連絡先データの複合ルール
以下の表に、米国/カナダアクセラレータ内の、米国の連絡先データの複合ルールを示します。

名前 説明
rule_US_Contact_Data 米国の連絡先データ（住所、電話番号、社会保障番号（SSN）など）を解析、標

準化、および検証します。

以下の表に、米国の連絡先データの複合ルールに含まれるルールの名前とリポジトリの場所を示します。

ルール 場所
Case_Converter 再利用不可能なトランスフォーメーション
rule_Assign_DQ_90_Mailability_Score_Description [Informatica_DQ_Content]\Rules

\General_Data_Cleansing
rule_Company_Name_Standardization [Informatica_DQ_Content]\Rules

\Corporate_Data_Cleansing
rule_Email_Validation [Informatica_DQ_Content]\Rules

\Contact_Data_Cleansing
rule_Salutation_Assignment [Informatica_DQ_Content]\Rules

\Contact_Data_Cleansing
rule_USA_Address_Validation_Hybrid [Informatica_DQ_Content]\Rules

\Address_Data_Cleansing
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ルール 場所
rule_USA_Gender_Assignment [Informatica_DQ_Content]\Rules

\Contact_Data_Cleansing
rule_USA_Multi_Person_Name_Parse [Informatica_DQ_Content]\Rules

\Contact_Data_Cleansing
rule_USA_Phone_Number_Standardization [Informatica_DQ_Content]\Rules

\Contact_Data_Cleansing
rule_USA_Phone_Number_Validation [Informatica_DQ_Content]\Rules

\Contact_Data_Cleansing
rule_USA_Prename_Assignment [Informatica_DQ_Content]\Rules

\Contact_Data_Cleansing
rule_USA_SSN_Standardization [Informatica_DQ_Content]\Rules

\Contact_Data_Cleansing
rule_USA_SSN_Validation [Informatica_DQ_Content]\Rules

\Contact_Data_Cleansing

カナダの連絡先データの複合ルール
以下の表に、米国/カナダアクセラレータ内の、カナダの連絡先データの複合ルールを示します。

名前 説明
rule_CAN_Contact_Data ブラジルの連絡先データ（住所、電話番号、社会保険番号（SIN）など）を解

析、標準化、および検証します。

以下の表に、カナダの連絡先データの複合ルールに含まれるルールの名前とリポジトリの場所を示します。

ルール 場所
Case_Convertor 再利用不可能なトランスフォーメーション
rule_Assign_DQ_90_Mailability_Score_Descriptions Informatica_DQ_Content]\Rules

\General_Data_Cleansing
rule_CAN_Address_Validation_Hybrid [Informatica_DQ_Content]\Rules

\Address_Data_Cleansing
rule_CAN_Company_Standardization [Informatica_DQ_Content]\Rules

\Corporate_Data_Cleansing
rule_CAN_Gender_Assignment Informatica_DQ_Content]\Rules

\Contact_Data_Cleansing
rule_CAN_Multi_Person_Name_Parse Informatica_DQ_Content]\Rules

\Contact_Data_Cleansing
rule_CAN_Phone_Number_Standardization [Informatica_DQ_Content]\Rules

\Contact_Data_Cleansing
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ルール 場所
rule_CAN_Phone_Number_Validation [Informatica_DQ_Content]\Rules

\Contact_Data_Cleansing
rule_CAN_SIN_Standardization [Informatica_DQ_Content]\Rules

\Contact_Data_Cleansing
rule_CAN_SIN_Validation [Informatica_DQ_Content]\Rules

\Contact_Data_Cleansing
rule_Email_Validation [Informatica_DQ_Content]\Rules

\Contact_Data_Cleansing
rule_Prename_Assignment [Informatica_DQ_Content]\Rules

\Contact_Data_Cleansing
rule_Salutation_Assignment [Informatica_DQ_Content]\Rules

\Contact_Data_Cleansing

米国/カナダデモンストレーションマッピング
米国/カナダアクセラレータ内のデモンストレーションマッピングは、複数のルールを使用してデータ品質処理
を示します。
これらのデモンストレーションマッピングは、以下のリポジトリの場所にインストールされます。
[Informatica_DQ_Content]\Rules_Demo\US_Canada_Accelerator
米国/カナダアクセラレータには、以下のデモンストレーションマッピングが含まれています。
m_customer_data_US_demo

米国およびカナダのデータを解析、標準化、および検証します。
m_customer_matching_US_demo

米国からの ID データを解析して標準化し、データの ID 照合分析を行います。
このマッピングは、以下のデータの組み合わせを分析し、それぞれの組み合わせの一致クラスタを生成し
ます。
• 人名と住所データ
• 人名と電話番号
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